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　寒い。しのつく雨が体力を奪うばっていく。クロノスは闇やみにかすむ森の先を見み据すえながら、背中で泣いている少女に嚙かみしめるように告げた。

「もう大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと、友達のところに帰してあげるからね」

「ひっ、く……ぅぅ……っ」

　少女が頷うなずいたのか、背中に押し付けられた丸いおでこの感かん触しよくが強くなる。そのいじらしいぬくもりに微笑ほほえんで、クロノスは今にも崩くずれそうになる足を踏ふみ出した。

　少女はひどく軽く、一〇歳のクロノスにもたやすく背負えた。歳としはおそらくクロノスより少し下というところ。白い上質な寝ね間ま着きに身を包んでいて、たぶんどこかのご令れい嬢じようだ。

「友達、心配してたよ。いい子たちだね」

　旅の途と中ちゆう、夜の街かい道どうを急いでいたクロノスは、二人の少女に泣きつかれた。家をこっそり抜ぬけ出して森で遊んでいたら巨きよ大だいな蜘く蛛もが現れて、友達をさらってしまったのだという。

　不ふ穏おんにさざめく精せい霊れいの気配を追って森に飛び込んだクロノスを待ち受けていたのは、巨大な蜘蛛の形をした魔ま族ぞくだった。魔族の力はあまりに圧あつ倒とう的てきで、幼くして最強と呼ばれたクロノスを以もつてしても仕留めることは出来なかった。生きてこの子を助け出せたのは奇き跡せきに他ほかならない。

　友達を助けてと叫さけんだ少女たちの泣き顔を思い出しながら、焼けるような痛みを訴うつたえるみぞおちを押さえる。──大丈夫、この子を連れ帰るという約束は果たせそうだ。

　と、背中で鼻をすする音がした。

「……だいじな、友達なの……。いつも、一いつ緒しよにいてくれる……」

「そっか」

　少しうらやましい。自分にはたぶん一生与あたえられないものだから。

「ッ……！」

　また、みぞおちの奥が鈍にぶく疼うずく。魂たましいを削けずるような死し闘とうの末、生命力魔力も尽つき掛かけた身体からだに、黒く尖とがった爪つめを深々と打ち込まれた。あれほどの力を持つ魔族なら、あのままトドメを刺さすこともできたはずだ。なのになぜ瀕ひん死しの自分を見み逃のがしたのか──

「っ、ぅ……ひっ、……ひっ、く……けほ、けほっ……」

　女の子が咳せき込む。この雨と魔族にさらわれたショックでひどく疲ひ弊へいしているはずだ。

「大丈夫、大丈夫だよ」

　この子は気き丈じようにも、切り裂さかれようとする寸前まで魔族を睨にらみ付けていた。クロノスが魔族を退け、大丈夫かと目を合わせた瞬しゆん間かんに初めて堰せきを切ったように泣き出した。きっとずっと怖こわかっただろうに。

「大丈夫、君は強い子だ」

「……っ、うん……っ」

　雨に混じって血が──魔生力命が流れ出していく。これまで共に育ってきたはずの精霊の気配が遠い。最後にみぞおちに打ち込まれた一いち撃げき──あれ以来、精せい霊れい剣けんはおろかそれまで使いこなせていたあらゆる魔法が発動しない。代わりに得体の知れない蟲むしに身の内を食い荒あらされるような不快感が、腹の奥底に宿っていた。その正体は分からなかったが、これだけは理解できた。

　──自分はたぶん、精霊の加護を永遠に失った。

　視界を黒く塗ぬりつぶしていた森が途と切ぎれ、街道に出た。赤あか髪がみと銀ぎん髪ぱつの少女たちが友達の名前を叫んで駆かけ寄ってくる。

　女の子を降ろしてやると、三人はぶつかるように抱だき合った。雨の森にわんわんと泣き声が響ひびく中、少女たちを探しに来たのだろう、複数の声と明かりが近づいてくる。

　もう大丈夫、少女たちは無事に保護されるだろう。仲良く泣いている三人に目を細めて、背を向ける。

　少女たちの安全が保証された以上、ここに留とどまる気はなかった。自分は魔族を仕留め損そこなった。最強勇者という名を背負う自分が少しでもし損じれば、どんな目を向けられるかは身に染しみていた。クロノスは闇に身を翻ひるがえすと、名も告げずに踏み出し、

「待って！」

　振ふり返ると、三人の少女が手を取り合ってたたずんでいた。

　白い寝間着に身を包んだひときわ小こ柄がらな少女、涙なみだに濡ぬれたその瞳ひとみが金色に燃え上がる。

「あたし、勇者になるわ」

　目を見開くクロノスに、まっすぐなまなざしが告げる。

「あたし、あなたみたいな勇者になって、きっとたくさんの人を救ってみせる！」

　──心のどこかで、冒ぼう険けん者になどならない方が幸せだと思っていた。危険で、果てが無くて、何より孤こ独どくだ──いや、それは自分に限ったことかもしれないけれど。誰だれも傷つかなくていい世界をつくりたくて、だから自分が救世主になるしかなくて、それは特別な力をもって生まれついた自分の宿命なのだと半ば諦あきらめていて、でも、




「助けてくれてありがとう。見ていて、あたし、きっと大切な人を守れるようになる！　そしてあなたに会いに行くから！」




「……──うん」

　今はその少女の言葉が、ただ純じゆん粋すいに嬉うれしかった。みぞおちで渦うず巻まいていた痛みがふっと和やわらいだ。どこかで傷ついている誰かを守りたい。そうだ、そうだった。俺はそのために勇者になったんだ。

「またいつか、どこかで」

　まっすぐな三対ついのまなざしに告げる。雨はいつか上がる。まだ背中に残るぬくもりを嚙みしめるように、クロノスは闇にけぶる道へと踏み出した。








　第一章　八年ぶりに再会した幼馴染が俺の骨密度まで把握していた









　ばしゃばしゃと水の跳はねる音が響く。白い霧きりの立ちこめる湿しつ地ち帯たいで、四人はモンスターの群れに囲まれていた。

　三さん人にん娘むすめの中でもひときわ小柄な少女──ミアが傲ごう然ぜんと亜あ麻ま色いろの髪を払はらう。

「出たわね、モンスター！　あたしたちを襲おそうなんて、いい度胸してるじゃない！」

　ミアの隣となりで凜りんと弓を構えるのは銀髪の少女、シルフィー。

「わたくしたちに刃は向むかったこと、後こう悔かいなさい！」

　高く結ゆった赤い髪をなびかせて、ライアが剣けんを抜き放った。

「来いっ！　みんなまとめて三枚に捌さばいてやるぞ！」

「行くわよ、みんな！」

『うおおおおおおっ！』

　ミアの号令一下、三人が一いつ斉せいに水を跳ね上げて勇ましい雄お叫たけびと共に殺さつ到とうし──

「やだ、ブーツの中に水がっ……あ、魔法失敗しちゃったっ！」

「あら？　矢の調子が悪いですねぇ。霧のせいでしょうか？」

「こいつすばしっこいぞーっ！　神しん妙みようにお縄なわにつけーっ！」

　ミアの手からは色とりどりのキャンディが飛び散り、シルフィーの放つ矢が見事に何もない虚こ空くうを貫つらぬく。水中のモンスターを追いかけるライアはまるで鮭さけのつかみ取りに挑ちよう戦せんする子どもみたいだ。

　クロノスは額めがけて飛来してきた矢を指で挟はさみながら低く呻うめいた。

「あー……ちょっと難易度上げてみたが、あいつらにはまだ早すぎたか？」

　今三人娘が相手取っているのは、モンスターの中では下級、スライムよりやや手て強ごわい程度。空中を漂ただようイヴルフライはちょっと大きいハエと大差なく、トビテッポウウオは思い出したように跳ね上がっては、ぴょろ～、ぴゅるる～、と申し訳程度に水を吐はく。

「この間の『最強勇者決定戦』では、いい線いったはずなんだけどなぁ」

　クロノスは飛んできたイヴルフライを避よけながら【冒険の書】を開いた。

　三人娘のレベルは20前後、ランクはＣ。初期と比べてレベルもランクもそれなりに上がったのだが、どうも進歩が見られない。前回の最強勇者決定戦での、Ｓランク勇者カグヤとの決勝戦、および魔族蜘蛛女アラクネ戦では多少の成長は見られたと思ったのだが──

「……なんでこんなにセンスないんだろ」

「だから甘やかしすぎなんですって～！」

　クロノスの腕うでにとまった妖よう精せい──ベルが憤ふん然ぜんと肩かたをいからせる。

「ご主人さま、ミアちゃんたちが少しでもピンチだと思ったらすぐ助けに入っちゃうじゃないですか。これも修しゆ行ぎようと思って、少しは放ほうっておいたらどうなんですか？」

「はぁ？　何言ってんだ、俺は泣く子も黙だまるスパルタ鬼おに教官──危ない！」

　クロノスは大剣を抜き放つが早いか、ミアの背後からひょろろ～と水みず鉄でつ砲ぽうを放ったテッポウウオに渾こん身しんの一撃を振り下ろした。ドオォォォン！　と凄すさまじい水柱が噴ふき上がる。気付かず戦せん闘とうを続行しているミアを振り返って、顎あごに滴したたる汗あせを拭ぬぐい、

「危ないところだった……！」

「スパルタとは!?　当たったところでどうってことないでしょ、あんな水鉄砲!?」

「ばか、あいつらが濡れて風か邪ぜでも引いたらどうするんだ！」

「愛まな娘むすめ可愛かわいすぎるお父さんですか、あんたは!?　もー、こんな過保護な冒険聞いたことないですよ！　過保護クエスト！　ファイナル子こ煩ぼん悩のう！　親バカ・サーガ！」

「ありがとう！」

「褒ほめてませんけど!?　これだからミアちゃんたちがいつまで経たっても成長しないんですよ～。どーせこのダンジョンだって仕込み済みなんでしょ？」

　ぷりぷりと腕を組むベルに、クロノスは「まーな」と肩を竦すくめた。雑ざ魚こモンスターしかエンカウントしないのも、昨夜の内に強敵を一いつ掃そうし尽くしたからに他ならない。

「このダンジョン、結構モンスター多くて大変だったんだぞ？　湿地帯だから宝箱を設置するのも一苦労だったし。他にも要所には安全な休きゆう憩けい所を用意し、紛まぎらわしい別れ道には標識を立て、ミアが足を滑すべらせそうな崖がけには頑がん丈じようなガードレールを設け……」

「はじめてのおつかいかな!?　ミアちゃんたちを一人前の勇者にするっていう自分の役目忘れてません!?」

「忘れてねぇよ。ただあいつらがへそ曲げたら面めん倒どうなことになるだろ？　俺はそうならないように細心の注意を払って、あいつらを守り導くためにだなぁ──」

　その時、鋭するどい叫びが戦場を切り裂いた。

「下げ僕ぼく、危ない！」

　クロノスが振り向く前に、死角から飛来したイヴルフライの群れを巨きよ大だいなキャンディが直ちよく撃げきした。討うち漏もらした残党をシルフィーの矢が貫き、ライアの剣がはじき飛ばす。

「！」

「クロ、ぼーっとしてたら危ないぞ！」

「『レベル１のむらびと』さんはおとなしく隠かくれていてください！」

「あっ、荷物濡らしたら承知しないからねっ！」

「…………」

「助けられちゃいましたね？」

　守り導くんじゃないんですか～？　と言わんばかりのベルの視線から、クロノスは顔を背そむけた。魔法と矢と水しぶきが飛び交かう混戦模様を見み渡わたす。

「……ま、なんだかんだいって、ちょっとは成長してんだよな」

　まだムラはあるものの、細かい所作を注意して見れば分かる。彼女たちは着実に力をつけてきている。三人娘の成長が嬉しい反面、少し寂さびしくもある。

「いやいいんだけどさぁ……俺としては願ったり叶かなったりだし？　あいつらが手が掛かからないようになれば、俺もこんな面倒な役目お役やく御ご免めんだしぃ……」

　歯切れ悪く呟つぶやくクロノスの様子を見て、ベルがやれやれと首を振った。

「ミアちゃんたちには、まだまだご主人さまが必要だと思いますよ～？」

「だ、だよなっ!?　やっぱ俺が裏から支えてやらないとな、下僕として！」

「もうすっかり下僕が板についてきましたね。最強勇者としてまっとうに導くって方法は諦めたんですか？」

「そんな可能性はとっくに捨てたし、俺が下僕なんてする羽目になってるのは最悪なファーストコンタクトを仕掛けたおまえの上司のせいだからね？」

　そうだ。気位の高い彼女たちのことだ、散々下僕扱あつかいしてきたクロノスが最強勇者だったなんて今さら知ったら、絶対にヘソを曲げて今以上に言うことを聞かなくなること請うけ合いだ。だからこそ何としても自分の正体がバレるわけにはいかないのだ。

「正体を明かしたところで、案外受け入れてくれると思うんですけどねぇ」

「ん？　なんか言ったか？」

「いえいえ、何でも～」

　モンスターをあらかた平らげて、ミアが額の汗を拭う。

「ふう、やっと片付いたわ。それにしても足場が悪いわね。下僕、地面になりなさいよ」

「おまえホント息をするように無茶ブリするよね」

「え？　あんたって生まれ変わったら道になりたいタイプじゃないの？」

「どんな特とく殊しゆ性せい癖へきなんだ、それは。それより全員ケガはないか？」

「平気だぞ！　これくらい楽勝だ！」

「クロちゃんは心配性しようですねぇ」

　無事を確かめて湿地を歩き出す。霧は濃こく、ダンジョンの全ぜん貌ぼうはようとして知れない。

「それにしても、魔ま王おう城も神器もどこにあるのかしら？」

「旅をはじめてからけっこう経ちますが、気配すらありませんねぇ」

「前回の神器は魔族の罠わなだったしな。普ふ通つうのダンジョン攻こう略りやくも飽あきてきたぞ！」

　三人娘は代わり映ばえのしない冒ぼう険けんにご不満のようだ。

「魔王城ねぇ」

　それが分かれば苦労しないんだよなぁ、とクロノスは頰ほおを搔かいた。なにせ魔王城に一番近い男と呼ばれた自分でさえ、手がかりの片へん鱗りんすら摑つかめなかったのだ。

　ポニーテールを弾はずませながら、ライアが首をひねる。

「魔王って、本当にいるのかなぁ？」

「…………」

　クロノスは行く手に拡がる闇やみを睨にらみ付けた。この世のすべての命と対立し、魔を統すべるもの。二千年前に女め神がみの手によって封ふう印いんされ、そして今復活間近とささやかれる魔王──

「ッ、……！」

　不意に焼けるような痛みが走って、左手を見下ろした。半月前、蜘く蛛もの形をした魔族に貫かれ、黒く変色した傷口。

《疾とく墜おちて来い、人の子よ》

　頭の芯しんが重苦しくうずく。凄まじい強さでクロノスを絶命寸前まで追い詰つめた四天王が一、アラクネ。自分を『器うつわ』と呼んだそのしゃがれ声を思い出す。

　……あれはいったいどういう意味だったのだろう。

《我らは待っておるぞ、魔王城に一番近い男よ──！》

　地の底から響ひびくような声こわ音ねが耳に蘇よみがえって、全身がぶわりと粟あわ立だち──

　──つんつん。

「ふぇひ!?」

　脇わき腹ばらをつつかれて跳とび退しさる。

「シシシシルフィー!?　なっ、何して……！」

　いつの間にか隣に立ったシルフィーがさらりと銀ぎん髪ぱつを揺ゆらしてクロノスの眉み間けんを指さす。

「クロちゃんったら、また眉間にしわが寄ってますよ～？　そんな怖こわい顔をしていたら、幸せが逃にげてしまいます。笑ってください、ね？　ほーら、ほーら」

　細い指に脇腹をくすぐられて、たまらず身み悶もだえる。

「ちょ、待っ、ふはっ！　シルフィー！　っ、くく……！」

「えー、クロ、くすぐったがりなのか!?　どこ、ここ～!?」

「ライア、待てって！　おま、っ、この！　あんまりいい気になるなよ!?」

「あっ、あ、クロちゃん、だめです、そこは……っ！　メッ、ですよ……！」

「ひゃう！　ひゃはははっ！　あっ、クロ、だめ、やだ、やだぁ……！　んにゃっ！」

「ふははは、どうだ！　俺が本気を出したらざっとこんなものだ！」

　ライアとシルフィーを返り討ちにして満足していると、ミアがそわそわとこちらを窺うかがっていることに気付いた。目が合うなりぷいと顔を逸そらしてしまったミアに、声を掛ける。

「ミア」

「何よ」

「そこ、足あし下もとぬかるんでるから」

　手を差し出すと、ミアは口をとがらせながらも黙って摑まった。思わず苦く笑しようが漏れる。

「おまえはいつまでたっても甘え下手だなぁ。仲間に入れてほしいなら言えよ」

「はあ!?　誰だれがっ！　あたしもくすぐってほしいだなんて思ってないんだからねっ！」

　ミアは頰を膨ふくらませてぷんすこしているが、試ためしに繫つないだ手に力を込こめてやると煙けむりでも出そうなくらいに真っ赤になった。あまりに分かりやすくてほほえましい。……ミアが怒おこってる時って、だいたい照れ隠しなんだよなぁ。

　二人の様子を見て、シルフィーが嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「ふふ。クロちゃんも、ミアのこと分かってきたみたいですね」

「まー、なんだかんだ付き合い長いからな」

　こいつらも少しは頼たよってくれるようになってきた気がするし……それもこれも少しずつ信しん頼らいを積み上げてきた結果だ。この関係を壊こわさないためにも、俺の正体は絶対に隠し通さなきゃな──

　クロノスがそう胸に誓ちかった時、ふとライアが耳をそばだてた。

「……なんか、声が聞こえないか？」

「えっ？」

「か細い、うめき声みたいな」

「今このダンジョンにいる冒険者は、わたくしたちだけのはずですが……」

「聞こえるって、ほら」

　耳を澄すまし、戦せん慄りつする。水音に混じって、確かに遠く風が鳴くような音がしていた。

「や、やだ……何？　何なのよ……！」

　ミアがクロノスに身を寄せて肘ひじを摑んでくる。こいつ、気が強そうに見えて実は怖がりなんだよな。ふふ。こんなところがまた可愛い──

「いだだだ！　ミア、骨！　骨砕くだける！　ミア！　肘！　離はなして！」

「行ってみよう！」

　ライアの叫さけびを合図に、微かすかな声を頼りに走り出す。行く手の霧きりが徐じよ々じよに薄うすれ、切り立った崖が姿を現し──シルフィーがその一角を指さした。

「あれは!?」

　頭上に目をこらす。崖にへばりついている、小こ柄がらな人ひと影かげ──

「女の子です！」

「どうしてダンジョンに!?」

　崖によじ登った少女は、頭上に咲さいている花にめいっぱい手を伸のばしている。

「あっ、危ないぞ！」

　ライアが叫んだ瞬しゆん間かん、少女が足がかりにしていたくぼみがごそりと崩くずれ──

「きゃ……きゃあああああああ!?」

　クロノスは悲鳴よりも早く地を蹴けっていた。

「下げ僕ぼくっ！」

「分かってる！」

　引き千切れるほど四し肢しを駆かって、落ちてきた少女を間かん一いつ髪ぱつで受け止める。間に合ったと安あん堵どする暇ひまもなく無数の土ど砂しやと石が崩れかかってきた。とっさに少女を庇かばって背を丸める。

「っ、く……！」

「下僕、生きてる!?」

　砂すな煙けむりの向こうから近づいてくる三さん人にん娘むすめに「ああ！」と声を投げて、少女をのぞき込む。

「おい、大だい丈じよう夫ぶ、か──」

　呼びかけた声が口の中でかき消えた。あれっ？　この子、よく知ってるような……？

「ん……」

　腕うでの中で少女が身じろぎする。気弱そうに下がった眉まゆ、ふっくらと滑なめらかな頰、小動物のように可愛かわいらしい顔立ち。水の底から浮うかび上がるようにして懐なつかしい記き憶おくが蘇り──

「ゆ……っ!?」

　目を見開く。こんなところにいるわけがない、だがまさか、そんな、──！

「ユズ……!?　な、な、なな、何で……っ！」

　胸ポケットのベルが異変を察知して顔を出す。

「知り合いですか、ご主人さま？」

　まさに腕の中で巻き起こっている事態が自分でも信じられず、かすれた声で答える。

「こ、こいつはユズハ……お、俺の幼おさななじみだ……っ！」

「ええっ!?　なんでダンジョンなんかに!?」

「それは俺が知りたいよ！　はっ、まさか夢!?　ベル、ちょっとほっぺ抓つねってくれ！」

「あいあいさー！」

「いだだだだだ！　おい、やめ、やめろっ……引きちぎれとは言っていない！」

　どうやら夢ではない。八年前に故郷で別れて以来会っていない幼なじみ、のんびりしていて泣き虫で、冒険とは世界一縁えん遠どおいであろうユズハがいったいなぜこんなところに!?

「二人とも無事!?　ケガはない!?」

「ほあっ!?」

　ミアたちが駆け付けてきて、戦慄する。まずい！　ユズは俺が最強勇者だということを知っている！　このままでは俺の正体が三人娘にバレてしまうっ……!?

「ちょっ、待っ、ど、どどど、どうっ……!?」

　と、閉とざされていたまぶたがうっすらと解ほどけ、懐かしい栗くり色いろの瞳ひとみがクロノスを見上げた。

「ぁ……私……？」

　こぼれ落ちそうに大きな双そう眸ぼうに一瞬魅み入いりそうになって、慌あわてて顔隠かくしのマスクを鼻の上まで引き上げる。

　ユズハは何が起こったか思い出したらしい、クロノスを見上げて気弱そうに微笑んだ。

「あっ、あの、ありがとうございました。何てお礼を言ったらいいのか……」

「い、いや、たいしたことは……っ」

　懐かしい声、懐かしい瞳。クロノスはその澄み切ったまなざしからとっさに顔を逸らし──刹せつ那な、ユズハの双眸が大きく見開かれた。
















「……クロノス、くん……？」

「！」

「えっ……噓うそっ……!?　クロノスくん!?　クロノスくんだよねっ!?」

　ユズハががばりと身を起こす。細い手が襟えり首くびを摑んだ。

「ぐえっ！　あっ、いや、ち、違ちがっ……！」

　二人のただごとでない様子を見て、ミアたちが首を傾かしげる。

「？　下僕、知り合いなの？」

「いやっ、その……！」

「クロノスくん、どうしたの、今までどこで何してたの!?　連れん絡らくが途と絶だえちゃって心配してたんだよ!?　どうして半年間も手紙くれなかったの!?」

「えーと、ひ、人違いでは……っ!?」

「会いたかった、クロノスくんっ！」

　涙なみだぐんだユズハに抱だきつかれてつんのめり、慌てて壁かべに手を突つく。

「うおっ、ちょ、離しっ……！」

　はからずも壁ドンの体勢になったクロノスを見て、ミアがピャー！　と髪かみを逆立てた。

「あっ……あんたどさくさに紛まぎれてなにしてんのよ!?　出会ってすぐかかかか壁ドンとかっ……！　破は廉れん恥ち！　節操なし！　女ったらし！　トーテムポール！」

「違う、誤解だ！」

「ああ、クロノスくんっ、クロノスくんっ！　やっと会えた……！」

　子犬みたいに頰をすり寄せるユズハを見て、シルフィーがいよいよ首を傾げる。

「お二人はどのようなご関係なのですか？」

「あ、あはは、いや、関係っていうか初対面──」

　クロノスが否定するよりもユズハの反応が早かった。

「この人は私の婚こん約やく者ですっ！」

『ッ!?　!?　!?』

「ここここ婚約者っ!?　あ、あんたっ、婚約って……!?」

「い、いやいやいや！　してないしてない！」

　クロノスは全力で首を振ふった。いやマジで婚約なんかした覚えないんだけど!?

「ねえ、クロノスくんでしょ？　クロノスくんだよねっ、最強勇者の！　村の英えい雄ゆうの！　八歳で勇者として旅立ち、幼くして伝説にまで登り詰つめたあのクロノスくんだよね!?」

「ひ、人違いです！」

「噓！　百年に一人の逸いつ材ざい、女め神がみさまの加護を受けてこの世に遣つかわされたクロノスくんでしょ!?　五歳でドラゴンを倒たおして村を救ったクロノスくんでしょ!?　四精せい霊れいを使いこなし、精霊の申し子と呼ばれた、神童の誉ほまれ高いクロノスくんでしょ!?」

「人違いですッ！」

「おばちゃんたちのアイドル、麗うるわしの麒き麟りん児じクロノスくんでしょ!?　おまえみたいなガキが最強勇者なんて生意気だってイチャモンつけてきたヤンキー冒ぼう険けん者を残らず総ナメにして追い返したクロノスくんでしょ!?　お風ふ呂ろに入る時は必ず右腕から洗うクロノスくんでしょ!?　寝ねる時は右を向いて手足を丸めて眠ねむるクロノスくんでしょ!?」

「待って、聞いて!?　俺の話を聞いて!?」

　やばいぞ、どうする、どう切り抜ぬける!?　クロノスは逃にげ道を探して視線をさまよわせ──思いがけず助け船を出したのはミアであった。

「えっと、感動しているところ悪いんだけれど、人違いよ。こいつは『レベル１のむらびと』で、あたしたちの下僕よ。そんなスゴイ人なんかとはほど遠いわ」

「そ、そうそう！　最強勇者なんてとんでもない！　俺はしがない下僕でっ──」

「お風呂に入る時は首から洗う派ですしねぇ」

「寝る時はうつぶせだしな！」

「なんでおまえらは俺のプライベートを把は握あくしてるの!?　どこかから監かん視ししてるの!?」

　確かにいつからか首から洗うようになったけれども！　寝ね相ぞうも胎たい児じ型からうつぶせ派に寝返ったけれども！　寝返りだけに！　ってやかましいわ！

　しかしユズハはますます頑かたくなに食い下がる。

「ううん、人違いなはずないよ！　だって、この手！」

「うおっ!?」

「この爪つめの形！　手の筋！　指し紋もんっ！」

　ユズハはクロノスの手を引き寄せると舐なめるように顔を近づけ、それだけでは飽あき足らず伸び上がってぺたぺたと顔に触ふれてきた。

「ちょっ、おい……!?」

「このぬくもり、この脈みやく拍はく、この髪かみ質しつ、この骨密度っ……私の幼なじみで村の英雄、魔ま王おう城に一番近い男と名高いクロノス・ヴォルクオルデンくんに間違いないよ！」

「人違いですっ！」

　なんで骨密度まで把握されてんの、怖こわい！

　怯おびえも手伝って強く否定すると、とたんにユズハの顔が崩れてぐすりと鼻を鳴らした。

「クロノスくん……わたしのお兄ちゃん代わりだったの、忘れちゃった……？」

　その泣き出す寸前の表情に「うぐ！」と胸が詰まる。ユズハは昔から泣き虫で、頭を撫なでて慰なぐさめるのはいつも自分の役目だった。ううっ、やめてくれ、おまえの涙には弱いんだよ……鎮しずまれ俺の右手ぇぇえ……！

　右手を必死に押さえ込むクロノスの隣となりで、ライアが困ったように眉を下げる。

「うーん、本当に人違いだと思うぞ？　名前は似てるような気がするけど……そういえばクロの本名って何だっけ？」

「えっ!?　わ、わわ、忘れたなあ!?」

「自分の本名忘れたの？　すごいわね、あんた」

「確かそのクロノス・なんとかさんと同じだったような気がしますが……」

「エ、エーッ!?　うふふふそうだったかな!?　すごい偶ぐう然ぜんだなぁ、うふふうふふ！」

　完全に挙動不ふ審しんに陥おちいっているクロノスを見やって、ミアがため息を吐つく。

「やっぱり人違いよ。見ての通り、こいつはただのへたれな下僕だもの」

「で、でもっ、私がクロノスくんを見間違えるはずないよ！」

「うーん、困ったわね。そのクロノスくんとやらの似顔絵とかないの？」

「あるよ！　いつも持ち歩いてるの！」

　ユズハが嬉き々きとして袖そでの中を探さぐり始めて、クロノスはおののいた。

「や、やめろ！　似顔絵なんか見られたら一発でバレる……！」

「これだよ！」

　ああっ、ついに正体がバレてしまうのかっ……!?　ユズハが取り出したくたびれた紙を三人娘が取り囲み──そこに描えがかれていたのはキラキラ光る黒い瞳、無む垢くで愛らしい微笑ほほえみを浮かべる口元、艶つやめく黒髪──血統書付きの子犬のような麗うるわしき美少年であった。

「これは別人ですねぇ!?」

「月とすっぽんだわ!?」

「逆になんで同一人物だって言い張れるか分からないぞ!?」

　バレなかったぁぁぁ、よっしゃコラちくしょぉぉおおおどうせすっぽんだよちくしょおおおお！

「何ガッツポーズしながら泣いてんのよ、キモチワルイ」

　静かに目め尻じりの涙を拭ぬぐっていると、ベルが耳にささやきかけた。

「むしろこれだけ変わっててもご主人さまだと見抜いたユズハちゃんがすごいですね」

　それは言える。ユズのやつ、昔から抜けてるように見えてけっこう鋭するどいんだよな……。気弱そうなユズハの姿を見て苦く笑しようする。逆に、ユズハはちっとも変わってねぇなぁ。

　ミアたちは絵の中から光を放つ儚はかなげな美少年をしげしげと眺ながめている。

「ずいぶんお可愛かわいらしい方ですねぇ。本当にこの方が最強勇者なのでしょうか？」

「そういえば、この顔なら前にもどこかで見たことあるわね。史上最年少の最強勇者……確か半年くらい前から行方ゆくえ不明なんでしょ？」

「そうなの。手紙もぱったり途絶えちゃって……」

　しょんぼりするユズハの肩かたを、ミアが申し訳なさそうにさする。

「力になれなくてごめんね？　でも、やっぱり別人だわ。だってこいつ、美少年の片へん鱗りんもないもの」

「うん、そうだな。別人だ。俺は美少年のビの字もないからな。ホント月とすっぽん～、ＨＡＨＡＨＡＨＡ！」

「そっか……私ったら、つい興奮しちゃって……ごめんなさい」

　見慣れた幼なじみの童顔が心底悲しそうで、ちょっと心が痛む。

「あー、いや、いいんだ……誰だれにでも間違いはある──」

「私、ちょっとクロノニウム不足でおかしくなってたみたい」

「え、く、クロ、クロノニ、え、何て？」

　落ち込むユズハを励はげますように、ミアは笑顔を咲さかせた。

「ここで会ったのも何かの縁えんだわ。あたしはミア。こっちはライアとシルフィー。みんな勇者よ！」

「えっ!?　女の子なのに？　三人とも？」

「そうよ、よろしくね！　それで、これがあたしたちの下げ僕ぼくよ」

「あー、く、クロノスだ！　君の幼なじみと同じ名前みたいだな!?　いやぁ、すごい偶然だなぁ、はははは！」

　ユズハは人違いだったショックも大きいだろうに、健けな気げに笑顔を作った。

「私はユズハ。ユズハ・ローレンフォート。故郷の村で神しん殿でんの巫み女こをしているの」

「巫女さんですか？」

　シルフィーが目を見張る。巫女は神に祈いのりを捧ささげる職業で、基本的に仕える神殿から出ることはあまりない。まして産まれた村を離はなれるなどよほどのことだ。

「巫女さんがダンジョンで何をしてたのですか？　危ないですよ？」

「実は故郷の村で、三週間後に『最強勇者大感謝祭』っていうお祭りがあって」

「『最強勇者大感謝祭』？」

「うん、うちの村の自じ慢まんの、すごいお祭りなんだよ！　村をあげて、村の英雄である最強勇者クロノスくんをたたえるの！　三日三晩、不ふ眠みん不ふ休きゆうで！」

「あの狂きよう気きじみた祭りまだやってんの!?」

「え？」

「い、いや、何でもない」

　慌あわてて口を閉じたクロノスから視線を戻もどして、ユズハは説明を続ける。

「それでね、『最強勇者大感謝祭』では、特別な料理が振る舞まわれるの。今年は特に大事な節目になるから、三つの神聖な食材が必要で。そのひとつがこの辺にしか生息しない幻まぼろしの香こう草そう『星明かりのハーブ』。今の季節はこのダンジョンにしか生えてないみたいなの」

　なるほど、それでダンジョンで崖がけ登りというわけか。……しかし、大事な節目ってなんのことだ？　しかも巫女のユズハに食材を集めさせるなんて……

　崖の上でうすぼんやりと光を放つ草を、三さん人にん娘むすめは難しい顔で見上げる。

「少し高いですねぇ」

「あたしの魔法でなんとかなるかしら？」

　真しん剣けんに悩なやむ三人娘を、クロノスは遮さえぎった。

「あー。あれは湿しつ度どの高いところに生えるから、奥に行けばもっと群生してるはずだ」

　実際、昨日の仕込みでいくつか見た気がする。ふと視線を感じて振り返ると、ユズハがきらきら目を輝かがやかせていた。

「そうなんだ、知らなかった！　物知りなんだね！」

　その無む邪じや気きな笑顔に口元がほころぶ。そういえば幼い頃ころ、よく二人で神殿を抜け出してはこうして森の植物なんかを教えてやっていた。ユズハは何が嬉うれしいのかいつもにこにこしながら俺の話を聞いていたっけ。

「でも一人でダンジョンを歩くのは危ないぞ、一いつ緒しよに行こう！」

「あ、ありがとう！　心強いよ！」

　ユズハを囲むように歩きながら、ミアが腕うでを組んで口を尖とがらせる。

「それにしたって、女の子を一人で旅に出すなんてひどいわ。巫女ってそんなことまでしなきゃならないの？」

「いつもはそんなことないんだけど、今回は最近新しく赴ふ任にんされた司祭さまのお達しなの。今年は特別なお祭りになるから、巫女である私が大陸各地を巡めぐって集めなさいって」

　クロノスは眉まゆを寄せた。司祭？　うちの神殿にそんな役職あったか……？

「でも、そのクロノスくんっていう最強勇者はもう村にいないんでしょ？」

「それがね、司祭さまが、今年こそはきっと帰ってきてくれるはずだからって」

　俺が帰る？　故郷に？　クロノスはいよいよ不審を強めた。俺はミアたちを育てるので手て一いつ杯ぱいだ、帰郷している余よ裕ゆうはねぇぞ……。その神官とやらは何者だろう。ユズハを一人で危険な旅に出す時点でとてもまともな人物とは思えないが……どうもキナ臭くさい。

「特に今年は神器もあるから、みんな張りきってて」

『神器!?』

　四人の叫さけびがきれいに重なり、ユズハが「あっ、いけない！」と口を押さえた。

「あなたの故郷に神器があるの!?」

「え、えっと……そのぅ……」

　魔王を倒たおすための神器、大陸を統すべる女め神がみですら実体を把握していないという代しろ物ものが、俺の故郷に!?

　四人に注目されて、ユズハはしょんぼりと俯うつむく。

「司祭さまに、無む闇やみに口外しないようにって釘くぎを刺さされてたのに……」

「じゃあ、本当に……」

「うん。司祭さまが、近くの洞どう窟くつから見つけたんだって。今は村の神殿に飾かざってあるよ。でも肝かん心じんのクロノスくんは音信不通だし……早く取りに来てくれないかなぁ」

　一行は顔を見合わせ──代表して口を開いたのはミアだった。

「えっとね、驚おどろかないで聞いて欲しいんだけど……実はあたしたち、女神さまから命を受けた救世主なの」

「えっ!?」

「そして神器は、私たちにしか扱あつかえないみたいなんだ！」

「えっ、えっ……で、でも、世界を救うのはクロノスくんで……っ！」

「信じられないのも無理はございません。けれど、こちらをご覧ください──ベルちゃん、いらっしゃい」

「は～い！」

　ベルはクロノスの胸ポケットから飛び出すと、シルフィーの肩に座った。

「よ、妖よう精せいっ!?」

「知っての通り、妖精は女神さまのお使い。これで信じていただけましたか？」

　ユズハは凍こおり付いたまま動かない。

「そんな……じゃあ、クロノスくんは……」

　そのか細い声に、クロノスの胸がずきっと痛みを訴うつたえる。幼い頃からクロノスこそが世界を救うのだと信じて疑わなかったユズハ。その期待に応こたえられなかった自分が今さらのように歯がゆい──

「救世主が私たちだけとは限らないぞ！」

　明るい声にはっと顔を上げる。ライアの跡あとを継ついで、ミアが続けた。

「そうよ。あたしたち、これからその最強勇者って人に会って、一緒に世界を救うことになるのかもしれないわ！」

「味方は多いほうが心強いですものね」

　その屈くつ託たく無い笑顔に溶とかされるように、強こわばっていたクロノスの肩が緩ゆるんだ。口の端はしに笑みが上る。……ほんっとに、こいつらは……

　ユズハは大きく目を見開き、「……うん」と嬉しそうに微笑んだ。

「確かにあなたたち、精せい霊れいにすごく愛されてるみたい」

「精霊が見えるの？」

「うん、少しだけどね」

　ユズハが優やさしいまなざしで周囲を見回す。そういや、小さい頃は俺がよく精霊にたかられるもんで、楽しそうにしてたっけ。

　目で精霊を追っていたユズハが不意にクロノスを見上げ──その顔が凍り付いた。

「？　どうした？」

「な、なんでもない」

　ユズハは何かを振ふり切るようにぷるぷると首を振って、笑顔を作った。

「じゃあミアちゃんたちは、魔ま王おうを倒すために神器を探してるんだね」

「そうなの。ユズハちゃんの故郷にあるっていう神器をひと目だけでも見たいんだけど、お願いできるかしら？」

　ユズハは難しい顔で考え込んだ。

「そうしてあげたいんだけど、簡単に他ほかの冒ぼう険けん者に神器を見せてくれるかどうか……うちの村の人たち悪い人たちではないんだけど、クロノスくんに関することになるとちょっと過激で……それに神器は司祭さまが厳重に管理していて、私も見たことがなくて……」

　三人娘は顔を見合わせて考え込み──そして同時にぽんと手を打った。

「ならお祭りの食材集め、あたしたちも手伝うわ！」

「えっ？」

「幻の食材を手て土産みやげにお願いにあがるというのはいかがでしょうか？」

「で、でも、悪いよ！　せっかく来てもらっても無む駄だ足あしになっちゃうかも……！」

「それならそれでいいんだ。ユズハのこと、放ほうっておけないしな！　たとえ神器が手に入らなかったとしても、ユズハを村まで送り届けるのが勇者である私たちの使命だ！」

　クロノスは頭を搔かいて苦く笑しようした。ま、こいつらのことだ、そうなるわな。

　冷静に考えれば、ユズハと共に行動すれば自分の正体を見破られるリスクは格段に上がる。だがそれ以上に、箱はこ入いり娘で妹同然のユズハを一人旅なんてさせるわけにはいかない。そして慣れない危険な一人旅をする女の子を放っておける三人娘ではない。

「あたしたちこう見えてベテラン勇者だから、頼たよりにしてくれていいわよ！」

　ミアは自慢げに胸を張った。ユズハの目に、みるみる涙なみだが盛り上がる。

「あ、ありがとう……嬉しい」

　やはり初めての一人旅で心細かったのだろう、その笑え顔がおは本当に安心したような色が浮うかんでいた。

「じゃあ、これからよろしくね！　えーと、なんて呼べばいいかしら？」

「あ、私、クロノスくんの他に歳としが近い子がいなかったの。だから、慣れてなくて……」

「なら、ユズちゃんって呼ぶわね！」

「うんっ！　えと、えっと、じゃあ……ミア……ちゃん……」

　言ってから、ユズハは両手で火ほ照てった頰ほおを包む。

「えへへ。と、友達ってくすぐったいね！」

「それではわたくしはユズハさんと呼ばせていただきますね」

「よろしくな、ユズハ！」

「見た目はちっちゃいけど、ベルのこと頼りにしてくださいね～、ユズハちゃん！」

「よろしく、シルフィーさん、ライアさん、ベルさん！」

　ああ、あの内気なユズハに友達が……！　こみ上げる感動を嚙かみしめていると、裾すそを引かれた。振り返るとユズハが上目使いに見上げていた。

「えっと、なんて呼べばいいかな？　名前、クロノスくんと同じだから、なんだか変な感じがして……」

「ああ、好きなように呼んでくれていいぞ」

「じゃあ──下げ僕ぼくくん？」

「おいミア、責任とれ」

「何よ、下僕は下僕でしょ」

　ユズハはもじもじと指をすり合わせる。

「じゃあ……クロ、さん？」

「[image: ん゛][image: ん゛]……っ」

　幼なじみにさん付けされるというのは少しこそばゆいが、これはこれで悪くない。

「口緩んでるわよ、だらしない」

「てっ！」

　ミアに足を踏ふみつけられて、咳せき払ばらいする。

「あー、それで？　食材ってのは、他に何が必要なんだ？」

「あ、うん。お祭りの料理に必要なのは三つ、『星明かりのハーブ』と『永遠雪の結けつ晶しよう』、そして『聖海の塩』だよ」

　……何を作るつもりなんだろう。俺に捧ささげられる供く物もつだよね？　そんなハーブとかスパイスとかばっかり集められたって、最強勇者もさすがに塩とか食べたら身体からだ壊こわすよ？

「それでは、まずはこのダンジョンで『星明かりのハーブ』を手に入れましょう！」

「ついてきて、ユズちゃん！　ダンジョン攻こう略りやくのノウハウを教えてあげる！」

「うん！　冒険って初めてだから、楽しみだよ！」

「ふふふ、私たちのベテラン冒険者っぷり、見せてあげるんだぞ！」

　三さん人にん娘むすめがいつになく張りきっていて微笑ほほえましい。ユズハの瞳ひとみもきらきらと輝いている。

　ダンジョンの奥を目指して三人娘が歩き出す。クロノスはパーティーのしんがりを歩きながら、固く拳こぶしを握にぎりしめた。なんといってもユズハは俺の骨密度まで把は握あくしている幼なじみ、ここから先は少しのボロも許されない。大だい丈じよう夫ぶだ、絶対に正体を押し隠かくしながら、無事にユズハを村まで送り届け、あわよくば神器も手に入れるっ！

　ユズハが厳おごそかなまなざしで白い霧きりの先を見み据すえる。

「ダンジョン攻略……暗く冷たく助けはなく、常に危険と隣となり合わせだってクロノスくんのお手紙に書いてあった……一体どんな厳しい試練が待ち受けているんだろう……！」

　ごくりと喉のどを鳴らすユズハに、鷹おう揚ように微笑みかける。

「大丈夫だユズハ、俺たちがついてるさ」

「……あれ？　でもご主人さま、このダンジョンって──」

　ベルが何か言いかけた時、ミアが行く手を示した。

「見て──宝箱よ！」

　その指が示す先、豪ごう華かな宝箱が鎮ちん座ざしているのを見て、ユズハが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「えええええっ!?　た、宝箱!?　ど、どうしてダンジョンに宝箱があるの!?」

「え？　普ふ通つうあるわよね？」

「な、ないよ!?」

　クロノスは内心でしまった！　と呻うめいた。このダンジョンは仕込み済み、三人娘仕様になっている！　すでにこれが日常と化してマヒしていたが、ダンジョンに宝箱なんて通常ならあり得ないっ……！

「ダンジョンにあんな綺き麗れいな宝箱があるなんて絶対何かの罠わなだよ！　開けない方がいいよ！」

「ああ、ユズちゃんは初めての冒険だから知らないわよね」

　もっともすぎる的確なツッコミをするユズハに、ミアが物知り顔で講こう釈しやくを垂れる。

「ダンジョンにはところどころこうして宝箱が用意されてるのよ。その中身はさまざま、時には近きん隣りんの町で売ってるのより強い武器が入ってることもあるの。だから新しい町に着いたからって無闇に装備を新調しないほうがいいわ。お金が無む駄だになっちゃうからね！」

「そんな『冒険あるある』みたいな感じで言われても!?」

　ユズハが動どう揺ようしている間にあっさり宝箱を開いたライアが、青々とした草の束を掲かかげる。

「おっ、薬草だぞ！」

「薬草って、あの薬草!?　体力を回復するあの薬草!?」

「ええ。体力が危なくなりそうな頃ころに、さりげなく準備されているのですよ」

「な、なんで!?　なんでダンジョンの宝箱に新しん鮮せんな薬草が入ってるの!?　モンスターと魔族しかいないのに、こんな冒険者に都合のいいアイテム、一体誰だれが入れてるの!?」

　うん、俺だね！　と合いの手を入れそうになって、クロノスは慌あわてて割り込んだ。

「お、落ち着けユズハ！　これが最近のダンジョン事情だ！」

「そ、そう、なん、だぁ……っ!?」

　やばい、混乱のあまり目の焦しよう点てんが合っていない！

「どうするんですかご主人さま!?」

「どうするったって、このまま押し切るしかないだろ！」

　先回りしてすべての仕し掛かけを回収することも不可能ではないが、そうすればミアたちがあっさり全ぜん滅めつする。クロノスは人知れず歯がみした。くそ、迂う闊かつだった！　頼たのむ、どうか何事もなく切り抜ぬけてくれ……！

　湿しつ地ちを歩きながら、ユズハがおそるおそる周囲を見回す。

「ま、魔ま族ぞく、出てこないね……」

「？　そりゃそうよ。ダンジョンのど真ん中で魔族が出てきたら大変だわ」

「え？　でも魔族って、ダンジョンをうろついているものなんだよね？」

　ミアは「え？」と首を傾かしげ、

「普通、魔ボ族スは一番奥で待ち構えてるものでしょ？」

「敵がわざわざ奥で待ってくれてるの!?　なんで!?」

「？　そういうものだからよ？」

「お、おかしいよ！　それって冒険者が殺しにくるのを手をこまねいてるってこと!?」

「まあ、ボスとしての礼れい儀ぎよね」

「ボスとしての礼儀って何!?」

「ほら、よくあるじゃない。こっちが変身してる間は攻こう撃げきしてこない的な」

「変身って何!?　ミアちゃんたちの常識ってちょっとズレてないかなっ!?」

「やっぱり救世主ともなると、冒険もひと味違ちがうものよ」

「そ、そうなの……!?」

　混乱しているユズハを気き遣づかったのか、シルフィーがおっとりと微笑む。

「この辺で休きゆう憩けいしましょうか。けっこう奥に来ましたし、そろそろアレがあるはずです」

「あれ？」

「ええと──あっ、ほら」

　ほっそりとした指が、行く手にあるため池を指さした。

「回復の泉ですよ」

「回復の泉って何!?」

「飲むと体力と魔力が全回復するのです」

「なんで!?　そんな冒ぼう険けん者に親切なダンジョン聞いたことないよ!?」

　ごもっとも！　しかしミアは物知り顔で指を立て、

「ユズちゃん。回復の泉はあくまで飲用よ。全ぜん裸らで浸つかったりしちゃダメだからね！」

　いやそれやったのおまえらだからね!?

「さあユズちゃんも、レッツ☆ドリンキング！」

「いやだよそんなダンジョンにある得体の知れない液体飲むの！　さ、さっきからなんなのこの謎なぞシステム！　誰が造ってるの!?　うっ、やめて、飲みたくない……むぐぐ！」

　最終的に無理やり回復の泉を飲まされているユズハに、心の中で手を合わせる。ごめんユズハ、辛つらいと思うが耐たえてくれ……！

「ん、待てよ？　回復の泉があるってことは──」

　ライアがきょろきょろと周囲を見回して、白い魔ま方ほう陣じんを指さす。

「あった、セーブポイントだ！」

「セーブポイントって!?」

「ここでセーブしておけば、全滅してもここからやり直せるんだ！」

「何そのご都合設定!?」

「え？　だってうっかり全滅したら死んじゃうだろ？」

「冒険ってもともとそういうものじゃないの!?　誰が何のために設けてるのこんな便利システム!?」

　うん、俺がこいつらのために設けてるね！

「よーし、ガンガン行くぞーっ！」

　再び奥へ向かおうと歩き出した一行を別れ道が迎むかえた。

「み、道が分かれてるね。どっちに行けばいいんだろう」

「ふっふっふ。見てなさい、ユズちゃん。あたしたち救世主にとっては、数ある分ぶん岐き点から正しい道を選ぶなんて朝飯前よ」

　ミアの凜り々りしい顔つきに、ユズハの表情が明るくなる。

「あの自信に満ちあふれた顔！　ついにベテラン冒険者のノウハウが火を噴ふくんだね!?」

「こういうときはね──これを参考にするのよ！」

　ミアが指さしたのは、『ボス、コッチ[image: やじるし]』と書かれた看板であった。

「立て札ぁぁぁあああ！」

　ユズハがずしゃぁぁぁあ！　と崩くずれ落ちて、クロノスは慌ててその腕うでを引っ張り上げた。

「ユズハ、しっかりしろ！　おまえ結構いいリアクションするな!?」

　こんなアクティブなユズハ初めて見たよ！

「お、おかしいよ！　何コレ!?　立て札って何!?　明らかに人の手が入ってるよ!?　私が知ってる冒険と違うよー!?」

　三人娘が意い気き揚よう々ようと声をそろえることには、

『ダンジョンはそういうものだから！』

「……ベル。俺はあいつらを甘やかしすぎたのかもしれない」

「だから日ひ頃ごろからそう言ってるじゃないですか！」

　ついに混乱が頂点に達したらしい、ユズハは髪かみを振ふり乱して叫さけんだ。
















「どういうこと!?　絶対におかしいよ、冒険ってこんなにぬるいものなの!?　クロノスくんのお手紙に書いてあった『毎日大変だけどがんばってるよ』っていうのは噓うそだったの!?　『今日は死にかけたけどなんとか生きてたよ』っていうのは見み栄えだったの!?」

「お、落ち着けユズハ！　今時のダンジョンはこんなもんだ──」

「ダンジョン攻略がこんな簡単なワケないよっ！　きっと誰かがミアちゃんたちの冒険を陰かげながらサポートしてくれてるよ！　その人の優やさしさに気付いたほうがいいよ！」

「待て、そんなことないぞ！　サポートの人なんていない、中の人なんていないんだ！」

　混乱してんのにすげぇ核かく心しん突ついてくるな!?　勘かんが鋭するどすぎて怖こわいわ俺の幼おさななじみ！

「ううっ、クロノスくんっ、クロノスくんどこぉぉぉお!?」

　荒あらぶる背中をさすっていると、唐とう突とつにユズハの手が伸のびてきて襟えり首くびを摑つかまれた。がくがくと揺ゆさぶられる。

「う[image: お゛]っ!?」

「どこなの、クロノスくんどこにいるのっ!?　撫なでて、ユズの頭撫でてよぉおおお！」

「ど、どうした、落ち着けユズハ!?」

　混乱しながらも栗くり色いろの髪をぐしゃぐしゃと撫でてやると、次し第だいにユズハの様子が落ち着いてきた。我に返ったのかようやく手を離はなす。

「あ、ご、ごめんなさい……っ」

「い、いや、別に構わないが……急にどうした？」

「……実は、半年前にクロノスくんからの連れん絡らくが途と絶だえてから、クロノニウムが足りなくて……」

「そのクロノニウムって何!?　成分的な!?」

「うん。クロノスくんから発せられる癒いやし物質だよ」

　俺そんなん発してた!?

「今でもパニックになると、禁断症しよう状じようが出ちゃって……」

「それもう中毒じゃない!?」

　一心不乱に撫でてやると、ユズハは目め尻じりの涙なみだを拭ぬぐってか細い息を吐はいた。

「ふう。ありがとう、だいぶ落ち着いてきたよ……」

「代だい替たい品でも効くみたいね、クロノニウム」

「う、うん……でも、初めてだよ。今まではこんなことなかったんだけど……」

　まあ本人だからねぇ！　クロノスは不思議そうに見上げてくるユズハから顔を背そむけた。

　ミアがまだ涙目になっているユズハの頭を撫でる。

「ごめんなさい。あたしたちの冒険は、初めてのユズちゃんにはちょっと刺し激げきが強かったかもしれないわね。でも大だい丈じよう夫ぶ、ユズハちゃんのことはあたしたちが守るわ！」

「ミアちゃんっ……[image: う゛][image: ん゛]………っ」

　いや、ユズハが混乱してるのはこいつらが元げん凶きようなんだけど……ユズハも大丈夫か、ちょっと雰ふん囲い気きに流されやすすぎやしないか……？

　冷ひや汗あせを垂らすクロノスの耳にベルがささやいた。

「問題はこの先ですね！」

「ああ……！」

　一行はいつの間にか、重厚な扉とびらの前にたどり着いていた。

「こ、これが魔族の住すみ処かなの……？」

「ええ。いよいよ決戦よ。ここから先は厳しい戦いになるわ……！」

「さがっていてください、ユズハさん」

　緊きん張ちようが張り詰つめる中、ライアが扉を開く。

　息を詰めて目をこらす五人を、黒い獣けものが迎えた。鎌かまのような爪つめ、ムチのごとくしなる長い尾お。人の背せ丈たけほどある、猿さるのようなシルエット。鋭い牙きばの間から黒い霞かすみが噴き出す。

「これが魔族……！」

「いいかおまえら、連れん携けいを忘れるなよ」

　三さん人にん娘むすめに低く言い聞かせながら静かに身構える。もはや陰からのサポートは慣れたものだが、今回はユズハがいるため迂闊な動きはできない。その上普ふ段だんなら魔族のＨＰをぎりぎりまで削けずっておくのだが、今日はよりにもよっていつもより多めにＨＰを残していた。

「集中しろ。周りをよく見るんだ。特に単独行動は厳禁──」

「魔族め、覚かく悟ごーっ！」

「おいいいいいいいいい!?」

《ギィイイイイイイイ!!》

　両者がぶつかり戦せん況きようが入り乱れる。いつもなら死角からサポートするところだが、ユズハが見ている以上下手な真ま似ねはできない。クロノスは舌を打つなり地を蹴けった。

「行くわよぉぉおおお！」

　正面から特とつ攻こうを仕掛けたミア目がけて、黒い腕が振りかざされ──クロノスはその一いち撃げきの前に生身で割って入った。激しい殴おう打だをまともに食らい、ずしゃああ！　と地面をスライディングする。

「う、うわああああ、やられたあああああ！」

「クロさぁぁあああん!?」

　地面に四し肢しをつきながら口元を拭う。

「へ、へへっ、ドジ踏ふんじまったぜ……」

「隠かくれてなさい下げ僕ぼく、危ないわ！」

「いやおまえが危ねぇわ！　なんで一人で特攻かますんだ！」

　俺じゃなきゃ死んでたからね！　と突つっ込んでいる間にも三人娘は無む謀ぼうな攻撃を仕し掛かける。クロノスはその度たびに盾たてとなっては吹ふっ飛ばされた。

「クロのカタキっ！　てぇぇぇえい!!」

「うわああああ、やられたぁぁああ！」

「お仕置きですよ、食らいなさい！」

「ぐ、ぐあああああ！　痛ぇええええ！」

「救世主の本気、たっぷり味わいなさい!!」

「ちょ、待っ！　いい加減態勢立て直せ!?　ほとんど俺が味わってるから！」

　最近ではもっと連携を取れるようになったハズなのだが、ユズハにいいところを見せようとしているのかいつになく浮うわついている。これじゃ俺の身体からだが保もたねぇぇぇ……！

　クロノスは束つかの間思案し──刹せつ那な、視界の端はしで魔族の長い尾がヘビのようにのたうった。

「チッ！」

　とっさに背中の柄つかに手を掛けた。シルフィー目がけて飛来した尾を唸うなる大たい剣けんで両断する。

《ギアアアアアアアア!?》

　クロノスは戦況に目を走らせながら剣を収め──腰こしに何かがぶつかってくる。

「クロノスくん!?」

「うおっ！　ユズハ!?」

「その太た刀ち筋すじ、クロノスくんだよね!?」

「!?　ち、違ちがいますっ！」

　しかし腰に回された細腕にはますます力が籠こもる。

「ううん！　その剣の握にぎり、斜ななめに斬きり上げる角度、突きに入るまでの体重のかけ方、踏み込む直前に鋭く息を吐く癖くせっ……絶対クロノスくんだよ！」

　ヤバい怖い、俺の剣筋めっちゃ見破られてる！　下手な剣士より鋭い！

「だから違うって──ちょ、く、苦しい！　腰よう椎ついが！　俺の腰椎がメキメキ言ってる！」

　と、苛いら立だちも露あらわなミアの声がした。

「もうっ、手て強ごわいわねこの魔族！　いい加減ケリをつけるわよ！」

　亜あ麻ま色いろの髪がぶわりと逆立ち、凄すさまじい殺気がミアの周囲に渦うず巻まく。

「す、すごい！　精せい霊れいたちが集まって……！」

　息を吞のむユズハの横で、クロノスも圧あつ倒とうされていた。なんつー集中力……っ！　これはもしかすると、とんでもない魔ま法ほうが発動するんじゃ──！

「精霊よ、私の声に応こたえて！　出いでよ──バナナ！」

「バナナ!?」

　刹那、空中から大量のバナナが湧わいて出てミアの周囲を埋うめ尽つくした。

「やった、成功だわ！」

「いや成功はいいけど、なんで!?　なんでバナナ!?」

「猿の好物だからに決まってるじゃない！」

「おまえ魔族がバナナで喜ぶとでも思ってんの!?」

　初めてミアの魔法を目まの当たりにしたユズハは感動に打ち震ふるえている。

「す、すごい……火、風、水、土の四元素からどうやったらバナナが精製されるの!?」

　ごもっとも！

「いや待て待て、だからって魔族が食いつくワケ──！」

《ギギイイイイ！》

　それまで三人娘を歯し牙がに掛けようと猛たけり狂くるっていた魔族が、足あし下もとのバナナに飛びついた。

「食いついた！　普ふ通つうに食いついた！」

「ほら、やっぱり猿じゃない！」

　魔族ってモノ食べんの!?　知らなかった！

　魔族は嬉き々きとしてバナナを手に取り──ユズハが叫ぶ。

「待って、このバナナ──皮だけだよ！」

「なんでだぁあああああ！」

　皮だけ召しよう喚かんするとか逆に器用だな!?

《グギイイイイイイ！》

　怒いかり狂った魔族がバナナの皮を投げ捨て、ミア目がけて疾しつ走そうする。

「ミア、避よけろ！」

　しかしミアの顔が絶望に引きつった。

「ダメよっ……バナナの皮で身動きが取れないっ……！」

「アホか！」

　黄色い絨じゆう毯たんの中心で立ち往生するミアに魔族が迫せまり──

「させませんっ！」

　その足下をシルフィーの矢が穿うがった。襲おそい来る矢を避けて、猿が一息に跳ちよう躍やくする。高々と舞まった猿がミアに向かって黒い爪を振ふりかざし、

「ミア──」

　クロノスが叫さけぶ前に。

「悪いがトドメをささせてもらうぞ！」

　声は空中にいる魔族のそのさらに上から。見上げれば、いつの間に登ったのかはるか頭上、岩の上に立つライアの姿があった。

「おい、待てライア──！」

　クロノスの制止など意に介かいさず、ライアはためらいもせず宙を舞っていた。

「うおおおおおおおっ！」

《ギエエエエエエエエエエ!?》

　渾こん身しんの力で振り下ろされた剣に引き裂さかれて、魔族だったものの残ざん滓しが霧きりとなって消しよう滅めつし──クロノスは間かん一いつ髪ぱつで滑すべり込むと、落下してきたライアを抱だき留とめた。

「っ！　ライア～……！」

　地面に降ろして額を小こ突づくと、ライアはえへへ～と頰ほおを緩ゆるめた。

「後先考えずに跳とびやがって！　俺がいなかったらどうする気だったんだ！」

　ライアは「ごめんごめん！」と無む邪じや気きに手を合わせる。まあ、これがこいつの性しよう分ぶんだから仕方ないか……。クロノスはため息を吐つき──

「でも、クロが受け止めてくれるって信じてたから！」

「……っ」

　無邪気な笑え顔がおを向けられて、頰を搔かきながら目を逸そらす。見ればミアもシルフィーも同じような表情を浮うかべていた。こいつらが無条件に俺に寄せてくる信しん頼らいはいったいどこから来るのだろう……。ひどくこそばゆくて落ち着かなくて、思わず咳せき払ばらいする。

「あー、い、いいか、とにかく連携を取ることを忘れずに──」

「っふ……はは、あははっ……！」

　明るい笑い声が響ひびいて振り返る。ユズハが涙なみだを拭ぬぐいながら笑っていた。

「ご、ごめんなさい！　なんか、面おも白しろくてっ……冒ぼう険けんって危険なはずなのに、ミアちゃんたちの周りだと変なこといっぱい起きて……バナナを出したり、危険も顧かえりみず跳んじゃったり……怖こわくて、はらはらして、でもなんだかすごく楽しかった！」

　きょとんとしてから、知らず口の端はしが吊つり上がった。ああ、そうだ。無む鉄てつ砲ぽうで破は天てん荒こうで、常識じゃ考えられないことばっかりで……それがこいつらなりの冒険なんだ。

　その時、ミアが叫びを上げた。

「あっ、あれ！」

　ミアが示した先にあるのは、うすぼんやりと光りながら壁かべを彩いろどる花──

「『星明かりのハーブ』です！」

「やったぁ！」

　ユズハが歓かん声せいを上げて壁に走り寄った。頭上の花を取ろうと懸けん命めいに伸のび上がり──その後ろから手を伸ばすと、『星明かりのハーブ』を摘つんでやる。

「ほら」

「あ、ありがと……優やさしいんだね」

　ユズハはハーブを胸に抱いてくすぐったそうに微笑ほほえむ。

「どうした？」

「あの、村には年の近い男の子がいなくて……男の人って、怖くてちょっと苦手だったけど……でも、クロさんは平気みたい。不思議だね」

「そ、そうか」

　クロノスの肩かたに座ったベルが耳にささやきかけた。

「これは見破られるのも時間の問題じゃないですか～？」

　一人恐きよう々きようとするクロノスをよそに、ミアたちは『星明かりのハーブ』を囲んでいる。

「これで無事にひとつめの食材、ゲットね！」

　クロノスは五人の真ん中に地図を広げ、街かい道どうをなぞった。

「残る食材は二つ。まず北へ行って『永遠雪の結けつ晶しよう』を回収、南下して『聖海の塩』を手に入れてから村に帰──ユズハの故郷に行くのが手っ取り早いな」

「うん！　三週間後のお祭りに間に合わせなきゃ！」

「目指すは北ですね！」

「いざ、幻まぼろしの食材を求めて！」

「えいえいおーっ！」

　元気に拳こぶしを掲かかげる少女たちを見守りながら、クロノスは苦い笑みを浮かべた。果たして手強い幼おさななじみに正体を隠しながら、神器を手に入れることができるのか……！

　こうして大陸を股またに掛けた食材探しが幕を開けたのだった。
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「というわけで神器を手に入れるために幻の食材を集めて俺の故郷に行くことになった」

　こぢんまりと整せい頓とんされた宿屋の一室。

　ベッドの上でクロノスと正座で向かい合い、腕うでを組みながら真しん剣けんな表情で事の経けい緯いに耳を傾かたむけていた女め神がみは、おもむろに口を開いた。

「それ、もうクロノスちゃんが正体を明かして直接神器をもらったほうが早くない？」

「それだけはイヤだ！」

「いや絶対そのほうが早いよ！　なんでそんなに正体を隠かくし通すことに頑かたくななの!?」

　そもそもの元げん凶きようはおまえだろ！　と言いたいのを堪こらえつつ、女神に力説する。

「だって考えてみろ！　あのお嬢じようさまがたに今さら俺の正体がバレたらどんな目に遭あわされるか！」

「うーん、今のミアちゃんたちなら、案外あっさり許してくれると思うけどなぁ。せいぜい三日三晩水責めにされるくらいで」

「人は三日三晩水責めにされたら死ぬんだよ！　だいたいあいつらが機き嫌げん損そこねたら救世主の役目まで放ほうり出しかねないぞ、いいのか!?」

「それは困るよ！　魔王を倒たおす神器を扱あつかえるのはミアちゃんたちだけなんだから！」

「だろ!?　だから何があっても俺の正体がバレるわけにいかないんだ！」

　しかしいつもはそれで引き下がるはずの女神は「……本当にそれだけ？」と首を傾かしげた。

「は？　何が──」

「ミアちゃんたちに正体がバレるのを怖がってるの、本当にそれだけなの？」

「？　そりゃそうだろ、他ほかになにがあるんだ」

　女神は含ふくみのある眼でクロノスを見つめていたが、やがてため息を吐いた。

「でも、ダンジョンで幼なじみの子と再会するなんて、すごい偶ぐう然ぜんだねぇ！」

「ああ。だが、ちょっと腑ふに落ちなくてな。ユズハから故郷の近きん況きようを聞いたんだが……神器の件といい、新しく赴ふ任にんした司祭のことといい、どうもキナくせぇ。そもそも神器が本物かどうかも怪あやしいし……」

「そうだねぇ。そればっかりは何とも言えないねぇ」

「……なあ女神。そもそも三種の神器ってのはどんなものなんだ？」

　魔王を倒すために必要なアイテム。冒険者たちが長年に亘わたり求め続けているがその実体はようとして知れない。果たして武器なのか祭具なのか、あるいは別の何かなのか──

　しかし女神当事者は堂々と胸を張り、

「まったくもって分からないね！」

「うん、威い張ばることじゃないね。でもおまえの前向きなところ嫌きらいじゃないよ」

「ありがとう!!」

　あまりの脳天気さに苦く笑う。

「ま、しばらく様子を見てみるさ。ユズ──ユズハのことも心配だしな」

　と、ランプで暖を取っていたベルが首を傾げた。

「でも、どうして故郷に手紙を送るのやめちゃったんですか？　ユズハちゃんあんなにご主人さまのこと慕したってるのに、なんだか可哀かわい想そうです」

「あー、ミアたちのことで手て一いつ杯ぱいだったんだよ。……それに、その……ちょっと疲つかれたっていうか、後ろめたさもあったっていうか……」

　クロノスは胸にわだかまる靄もやの正体を吐はき出せないまま頭を搔いた。

「せめて俺が昔みたいに魔ま法ほうを使えりゃ良かったんだがな。そうすりゃユズハにバレないようにいくらでも細工できたし、多少はサポートもしやすかったんだが……」

　試ためしに精せい霊れいの気配を探さぐってみるが、ひどく微かすかだ。幼い頃ころはあれほど愛されていたのに、自分はいつからこんなにも精世霊界から遠い存在になってしまったのだろう。

　──と、不意に柔やわらかな手が頭に置かれた。視線を上げると、どこか寂さびしそうな双そう眸ぼうと目が合った。

「……なんだよ」

「んー？　たまにはお姉ちゃんに甘えていいんだよ？」

「こんなポンコツな姉を持った覚えはない」

「ひどい！」

　憎にくまれ口を叩たたきつつも、頭を撫なでるぬくもりを黙だまって受け入れる。

　ふと左手に目を落とした。まるでタールみたいにべっとりとこびりついた黒いアザ。

《疾とく堕おちてこい、人の子よ──》

　アラクネの声が蘇よみがえり、血潮がざわりと湧わき立つ。指先にバチッと黒い火花が飛んで、ベルがびくりと身を竦すくませた。いつからか自分に宿る闇やみの力──この力は何だろう。長いこと目を逸らし続けてきた、この力の正体は──

「……なあ。どうしてあいつらが救世主なんだ？」

　髪かみを梳すいていた指がぴたりと止まった。

「クロノスちゃん……？」

　声を詰つまらせる女神を見み据すえ、とつとつと言葉の雨を降らせる。

「救世主ってのはなんだ。魔王城はどこにある？　魔王ってのは、何だ？　そもそも本当に存在するのか？　──なぜ俺が、あいつらの導き手に選ばれたんだ」

「それは……それ、は……っ」

　琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが泳ぎ──

「あっ、く、苦しい！　持病の恋こいの病がーっ！」

「あー、はいはい」

　本当に話を逸らす気があるのかも分からない下手な仮病だったが、クロノスは黙ってその背中をさすってやった。申し訳なさそうに俯うつむく女神の横顔を横目に見ながら、吐と息いき混じりの笑みを零こぼす。

「……ま、つべこべ言わずにやるしかないか」

「えっと……深く聞かないの……？」

「おまえ自身分からないことも多いんだろ？　いいさ、俺は俺なりに道を切り開くよ」

「で、でも、私、女神なのに……何一つ、答えてあげられなくて……」

　肩を落とす女神の頭を、今度は逆に撫でてやる。

「いいって。女神だからって、何でもかんでも期待を託たくすのは筋すじ違ちがいってもんだろ。こんな細い肩に世界のすべてを背負わせるなんて逆に心配だよ。そこはホラ、うまいこと分担していこうぜ。おまえ一人が傷つく必要はないよ」

「クロノスちゃん……」

「俺は最強勇者だぞ？　任せとけって」

「……ん……」

　励はげますために笑ってみせたのに、女神はなぜか辛つらそうに微笑み──滑なめらかな手が頰ほおを包み込んだ。

「でもね、クロノスちゃん。本当は、私、ずっとクロノスちゃんに……──」

　その時ピルルルルル、と場違いな高音が鳴り響ひびいた。女神がローブからわたわたと水すい晶しよう板を取り出す。

「あっ、天界神さまからの呼び出しだっ！　それじゃ、幻の食材集め、がんばってね！」

「おう」

　片手を上げるクロノスに、女神は微笑んで両手を広げた。その姿は、まるで生きとし生けるものを包み込む大樹のようで──

「私はいつも見守っていますよ、勇者クロノス。運命に選ばれし勇者──私の愛いとし子よ」

















　第二章　俺女子じゃないから分からないけど、女子会ってこんなに殺伐としてるものなの？









　数日後、五人は吹雪ふぶきの雪山にいた。

「寒ィィィィィイイ！　何コレ死人が出るよマジでぇぇぇえええ！」

　頰に氷混じりの雪がびしびし当たってくる。寒いというかもはや痛い。

「何だよこの吹雪、どういうことだよ!?　さっきまで晴れてたじゃん！」

「山の天気は変わりやすいんですよ！」

　クロノスは今にも吹ふき飛ばされそうなベルを防寒具のポケット深くに押し込めて、なぜこんなことにと歯を食い縛しばりながら、数時間前の麓ふもとの町でのやりとりを思い出した。




「おー、白い町だー！」

「これが雪!?　すごいね、きれいだね！」

　純白の雪に覆おおわれた町並みを見み渡わたして、ユズハが真っ白い息を吐はく。

　幻まぼろしの食材を求める旅、一週間目。道中聞いたところによると、『永遠雪の結けつ晶しよう』は年中雪の降るこの町の名産らしい。希少性の高さからわざわざ遠方から訪おとずれる冒ぼう険けん者も多いとか。

「さっそく買うぞー！」

　しかし勇んで押しかけた道具屋の店主は、申し訳なさそうに頭を搔かいたのだった。

「すみません、あいにく切らしていまして……『永遠雪の結晶』は、雪山に住む淡あわうさぎという珍めずらしい動物から取れる粉なのですが、非常に警けい戒かい心が強くて、特にここ最近はなかなか出会えませんで……。我々も大事な観光資源を切らしてしまって困っているのです」

「それは大変ですねぇ」

　ここまで来たら流れは決まったようなものだった。

「なら、あたしたちが取ってきてあげるわ！」

　もちろんクロノスは止めたが、町の窮きゆう地ちと聞いて黙っていられる三さん人にん娘むすめではない。

　さっそく防寒具を買い求めて登山を開始、もらった地図を頼たよりに淡うさぎの出しゆつ没ぼつポイントをいくつか巡めぐった頃、急に空に影かげが差したかと思うと見る間に吹雪となった。

「おまえら、生きてるか──」

　横よこ殴なぐりの風に逆らって振ふり返ると、少女たちはもれなく雪に埋うもれかけていた。

「うふふ、おじいちゃん、今そっちに行くよぉ……」

「寝ねるなライア！　寝たら死ぬぞ！　シルフィーも！　しっかりしろ！」

「あっ……い、や……だめですクロちゃん、ぁ、ぁっ……そっ、そんなに擦こすったらっ……──ライアのおじいさんが燃えてしまいますっ！」

「どういう幻げん覚かく!?　ミア、ほら！　歩け！　死んでも歩け！」

「あたし、この雪山から生きて帰ったら、故郷に妻子を残してマグロ漁船に乗るの……」

「わけのわからんフラグを立てるな！」

「ボブもきっと許してくれるわ……」

「ボブって誰だれ!?」

「ライアのおじいちゃん……」

「そうなの!?　おまえとライアのおじいちゃんはどういう関係にあるの!?」

　やばいぞ、こいつら寒さのあまりワケの分からん幻覚を見はじめた！　クロノスは防寒具でもこもこしている三人娘を引っ立てながら隣となりを見み遣やった。

「ユズハは!?　眠ねむくないか!?」

　ユズハは歯を鳴らしながらも健けな気げに頷うなずく。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ！　私、クロノスくんに対する熱い想おもいを日記帳五ページに亘わたってぎっしりしたためて、脳がすり切れるまで祈いのりを捧ささげてからじゃないと眠れないからっ……！」

「難なん儀ぎだね!?」

　そして若じやつ干かんの狂きよう気きを感じる！

「あと少しで山小屋がある！　そこまでの辛しん抱ぼうだ！」

　耳を引きちぎるような暴風雪の中、折りたたんだ地図を必死に辿たどる。目指す小屋は山の中腹にあった。半ば凍こおり付いているドアを蹴け破やぶって転がり込む。身を切る雪と風が止やんで、ようやく一息ついた。

「これじゃ淡うさぎ探しどころじゃないな。吹雪が止むのを待つしかないか……」

　着込んだ服は中まで濡ぬれている。魔法で乾かわかせればいいのだが、ミアの魔法はどう暴走するか分からないし、こんなに消しよう耗もうした状態で生命力魔力を使わせるわけにいかない。自分の魔法が使えればいいのだが──

「ユズハ。精霊の様子はどうだ？」

「あんまりいないね。特に火の精霊は少ないみたい」

　内心で歯がみする。昔ならまだしも、今の自分では精霊の少ない状態では火の粉ひとつ出せないだろう。

　窓の外はひどい暴風雪だ。小屋はずいぶん長いこと使われていなかったらしく、隅すみに設けられた簡易暖だん炉ろには埃ほこりと灰が積もっていた。

「薪まきがしけってるな……量も少ないし、あんまり無む駄だ遣づかいできねぇな」

　なんとかいい薪を選んで火を起こす。前まえ髪がみから垂れてくる雫しずくを拭ぬぐいつつ、蒼そう白はくな顔でうずくまっているユズハを振り返った。

「無理してついてくることなかったんだぞ？」

　森育ちのユズハに雪山登山は過か酷こくだろう。麓の町で待っていてもいいと言ったのだが、泣き虫だったはずのユズハは蒼白な顔で健気に微笑ほほえんだ。

「でも、ミアちゃんたちに任せっきりにするわけにいかないよ。それに、こうしていろんなところを旅していたら、どこかでクロノスくんと会えるかもしれないし……」

　そういえば、行く先々や麓の村でも、クロノスの似顔絵を見せて手がかりを探していたようだった。……本人が傍そばにいるとも知らずに。

　ごめんな、と口の中で呟つぶやく。ユズハには悪いが、今の俺にはミアたちを一人前にするっていう使命があるんだ。そう自分に言い聞かせながら視線を移し──死んだように眠る三人娘を発見した。

「おい、まだ寝るなって！　ほら、ホットミルク作るから！　何入れる!?」

「あたし、はちみつ……あとシナモンたっぷりの……ミアスペシャル……」

「わたくしはジンジャーシロップで……」

「チョコレートがいいぞ……マシュマロも忘れずに浮うかべてね……」

「おう。ユズハは？　キャラメルか？　それともコーヒーミルク……──」

「いやいやいや待って!?　なんで下手なカフェより品しな揃ぞろえ豊富なの!?　なんではちみつとか普ふ通つうに持ち歩いてるの!?」

「そりゃ、こいつらがいつでも好きなものを飲めるように……」

「ミアちゃんたちの冒険が恵めぐまれすぎていてスゴイ！」

　温めたミルクを配り、ユズハにもカップを差し出す。

「ほら。いちごミルク。好きだろ？」

「……なんで知ってるの……？」

「……[image: あ゛]っ!?　い、いや、なんとなく、いちごって気分かなって思って!?　こう、雰ふん囲い気きがいちごめいていたというか……!?」

「……ありがとう」

　ユズハは湯気を立てるカップを一口含ふくんでほうと目を細める。

「おいしい。クロさんは、コーヒー？」

「ん。牛乳あんまり得意じゃなくてな」

「……そっか。そういえば、クロノスくんも牛乳苦手だったなぁ」

「ぶっ！」

　思わず噎むせる。しまった、ユズハは俺の好き嫌きらいを熟知してるんだった……！

「クロノスくん、背が伸のびないの気にしてたなぁ。それでもやっぱり牛乳は飲みたくないって駄だ々だ捏こねて……クロさんも牛乳嫌いなのにそんなに背が伸びたなんて、不思議だね」

「あ、ああ、クロノスくんって人に、牛乳と身長は関係ないよって教えてやりてぇな！」

　ユズハは笑って夢中でこくこくと喉のどを鳴らした。安あん堵どしつつも肝きもが冷える。今のは完全に墓ぼ穴けつだった。そのうち思わぬところでボロを出しそうな気がする。

　暖炉の火はちろちろと申し訳程度にくすぶるばかりで、部屋はいっこうに暖まらない。濡れた服から寒さが芯しんまで染しみ込んでくる。

「ね、ねえ、今にも火が消えそうなんだけど！　他ほかに暖める方法はないの!?」

「ここここのままじゃみんなななな死ぬぞぞぞぞぞ！」

「ライアちゃんがバイブ機能搭とう載さいみたいになってる！」

「どうにかして部屋を暖める方法を考えましょう！」

　五人身体を丸めて、「何かあったかそうなもの、あったかそうなもの……っ！」と譫うわ言ごとのように呟きながら凍りかけの脳みそをフル回転させる。

　シルフィーが手を叩たたいた。

「そうです、女子会をしましょう！」

「雪山で!?」

「ええ！　火を噴ふく舌ぜつ鋒ぽうで熱い議論を戦わせ、ホットな話題をこねくり回すのです！」

「なんか俺の知ってる女子会と違ちがう！」

　しかし四人の女子たちは全力で乗ってきた。

「女子会か、面おも白しろそうだぞ！」

「ナイスアイデアだわ！」

「ユズハさんも参加してくださいね！」

「う、うんっ！　女子会って初めてだけどがんばるよ！」

「下げ僕ぼくは外で待ってなさいよ、女子会なんだから」

「凍とう死しするよ！　殺す気なの!?　隅っこでいいからここにいさせて!?」

　こうして女子会　in　雪山が幕を上げた。まずはミアが意い気き揚よう々ようと口火を切る。

「ツイードネイル、今年もはやってるわね！」

「そうですねぇ。ベルベットマテリアルを取り入れたりしてアレンジしても可愛かわいいですよね！　あ、食べ物ですとココナッツオイルもホットですね！」

「えっと、ろ、ロカボ食とかもいいよね！」

「そうね、ホットね、キてるわね！　ダイエットといえば○イザップとか！」

「うん、あとはトキメキ片付け術とか！」

「髪型ならシースルーバングが人気ですね！」

「透すけ感あって可愛いわよね！　ライアはどう？　最近流は行やってるものといえば!?」

　話を振られたライアは目を輝かがやかせながらこくりと頷き、

「インフルエンザ！」

「おまえら、流行りの話はやめろ！　ライアだけついて行けなくて笑しよう点てんみたいになっちゃったじゃん！　落語みたいなオチがついちゃったじゃん！」

　発言できて嬉うれしそうなライアをたまらず抱だきしめるとミアが目を吊つり上げた。

「ライアは天使だから何でも許されるの！　っていうかライアを離はなしなさいよ!?」

「とにかく女子会は中止だ！　俺もほとんどついて行けなかったし！」

「では他に空気が暖まる、ホットな話題を探しましょう！」

「ホットな話題、ホットな話題……！」

　五人で車座になってめまぐるしく話題を探す。

　膝ひざを抱かかえて一点を見つめていたミアが唐とう突とつにつらつらと語り出した。

「経済において需じゆ要ようと供給の流通バランスって大事だと思うの。でも昨今の上流階級の腐ふ敗はいには目に余るものがあるわ。そもそも商売とは消費者の需要に対して──」

「冷え込む冷え込む！　なんでそんな話題を選んだ!?　もっとあったかくなる話をしようぜ!?」

「雪山で話す話題なんて他に知らないわよ！」

　そういやこいつ大商人の娘むすめだったね！

　しばし寒々しい沈ちん黙もくが続いた後、シルフィーが白い息と共にぽつぽつと言葉を零こぼした。

「……雪に閉とざされた山小屋……断たれた連れん絡らく手段……一人ずつ消えていく宿しゆく泊はく客……」

「やばいやばいやばい、急に連続殺人事件の様相を呈ていしてきた！　やめよう、そういうかまいたちの夜的なのはやめよう、怖こわい！」

「ではおかまたちの夜でしたらいかがでしょうか!?」

「もっと怖い！　聞きたくない！」

「洗面所に放置された口紅とウィッグ……時と共に現れる青いあごひげ……トイレから聞こえてくる『次誰を食べちゃう～？』というひそひそ話……」

「聞きたくないって言ってんじゃん！」

「一人ずつ消えていくクロちゃん……」

「俺何人いるの!!」

　一ひと際きわ強いすきま風が吹ふき込み、暖炉の火が力なくまたたいた。

「まずいぞ、火が消える！　おまえらもっと暖めろ、場を暖めろ！」

「だんだん目的が違ってきてるよ!?」

　ミアががちがちと歯を鳴らしながら口を開いた。

「こ、こここここはやっぱり、恋こいバナかしら……っ」

「ま、まあ、華はなやぎそうだな！」

　この際なんでもいい。女の子たちがきゃっきゃするのは目の保養になりそうだしね！

　ミアが今にも霜しもが降りそうな床ゆかをじっと見つめ、

「……恋って何かしら……」

「……哲てつ学がくだな……」

　こんな重たい切り口の恋バナ、ある……？

　湿しめった山小屋に、女の子たちの声がとつとつとこぼれては溶とけ消えていく。

「そもそも恋と愛って何が違うの……？」

「……重さ、じゃないかなぁ……」

「では、どちらが重いのでしょうか……？」

「字だけ見ると、愛の方が重そうだぞ……」

「……画数多いもんね……」

「おまえら何言ってんの!?」

「えっと……恋は一人でするもの、愛は二人でするものだって言うよね……」

「待ってください。それでは、恋は最悪独りよがりでも許されると……？」

「……男なんて所しよ詮せんはそんなもんよ」

「ちょっと待って！　待って、待って！　俺の知ってる恋バナと違う！　心がめっちゃ寒いんだけど！　ぜんぜん華やがないんだけど！　恋バナ中止、誰だれか次の企き画かく！」

　と、ライアが手を打った。

「そうだ、ゲームをしよう！」

「ゲーム？」

「そう！　古今東西ゲーム！」

　ライアの提案に女の子たちも賛同する。

「えっと、確かお題に沿って順番に答えていくゲームだよね？」

「おもしろそうですね！」

「じゃあ、『古今東西、女の子が男の子に言われたい告白フレーズ』でいきましょう！」

「そんな合コンみたいな!?」

「場をあっためるには最適じゃない」

「な、なるほど一理あるのか……？」

「あんたも女子の気持ちで参加するのよ！」

「俺も!?」

「よーし、じゃあ行くぞーっ！」

　ライアが勇んで手を叩く。

「『古今東西、女の子が男の子に言われたい告白フレーズ～！』　はい、クロから！」

「俺!?」

　いきなり指名されて度ど肝ぎもを抜ぬかれる。女の子が言われたい台詞せりふなんて知らねーよ！

「ま、待て、せめてヒントをくれ！　その男はどんなキャラ!?　優やさ男おとこ系!?　気弱な後こう輩はい系!?　それとも朗ほがらかお兄ちゃん系──」

「つべこべ言わない、告白する男になりきって、さんはいっ！」

「お、『俺のものになってくれ』……！」

　次の回答者ミアはゆっくりと顔を覆おおい、

「……パス」

「ネタ切れ早くない!?」

「ロマンチック乙女おとめの称しよう号ごうはあんたに譲ゆずるわ……っ！」

「いらねぇよ！　いつ始まってたんだよそんな大会!?」

　女子が四人いて俺が一番ロマンチック乙女ってどういうこと!?

「うう、不意打ちでした……まさか俺様系で来るとは……！」

「なんかお腹がぷわぷわするんだぞ……」

「ギャップ……普ふ段だんは下僕に徹てつしている世話焼きなクロさんとのギャップ……！」

　見れば女子たちは耳まで真っ赤になって五体投地し、あるいは安らかに仰あお向むけになってことごとく脱死落亡していた。まずい、このままじゃ凍死する！

「おい、おまえらの実力はこんなもんか!?　立ち上がれ！　女子力見せろ！　来いよ、恥はじなんか捨ててこのロマンチック乙女王に掛かかってこい！」

　捨すて鉢ばちの煽あおりが功を奏したらしく、ミアが息も絶え絶えになりながら身を起こす。

「り、リベンジよみんな！　女子として負けていられないわ！」

「いいだろう、返り討うちにしてやるぜ！　束たばになって掛かってこい！」

「いくわよ！　『古今東西、理想のプロポーズの言葉』！　はい下僕っ！」

「『一生俺のことだけ見てろ』！」

　少女たちが春を迎むかえた雪像のように崩くずれる。

「「「「……パス」」」」

「おいどうした！　女子力見せろよ！　もっと熱くなれよ！」

「くっ、なんでことごとく俺様系なのよ……やめてよ、無む駄だにイケボなのやめて……！」

「耳が天国に行っちゃうんだぞ……」

「ああ、堕おちてしまいます……おかあさまごめんなさい、わたくしは淑しゆく女じよ失格です……」

「プロポーズに夢見ちゃってるクロさん……うっ……」

「だから何なのこれ!?　俺だけ晒さらし上げられてすげー恥はずかしいんだけど!?」

「うるさい！　普段のあんたとギャップがありすぎんのよ！」

「俺はやる時はやる男だよ！」

　相変わらず濡ぬれた服は冷たいが、気がつくと寒さが薄うすれてきている。

「よしいいぞ、よく分からんがだいぶ暖まってきた！　この流れで次の企画、誰か！」

　口を開いたのはシルフィーだった。

「ではいっそダイレクトに恥ずかしいエピソード暴ばく露ろ大会でいかがでしょうか？　文字通り、本人も周りも恥ずかしくなるようなエピソードを一人ずつ暴露していくのです！」

「な、なんという恐おそろしい企画……！　それは心も体も熱くなりそうだ……っ！」

　己おのれの恥と引き替かえに周囲を暖める諸もろ刃はの剣つるぎ、その一いち番ばん槍やりを買って出たのはライアだった。

「はいはいはーい！　私から行くぞ！」

　まさかのダークホース！　ライアの恥ずかしいエピソードって何だ!?

　全員が息を詰つめて耳を傾かたむける中、ライアはおもむろに咳せき払ばらいし、

「『こんな保護者風吹かせてるけど、実はクロは雷かみなりが怖い』っ！」

「それ俺の恥ずかしいエピソードじゃね!?」

「この前あった雷らい雨うの日、夜中に宿の廊ろう下かで震ふるえてるの見つけて初めて知ったんだぞ！」

「え、ちょ、ライア、やめて、それ以上はやめ……！」

「声を掛けたら、『みんなには言わないでくれ……！』って懇こん願がんしながら一晩中私に抱だきついてぶるぶるしてた！」

「いや言ってんじゃねーか!!　待って、おかしくない!?　普ふ通つう暴露するなら自分のエピソードだよね!?」

　激しく取り乱すクロノスの隣となりで、シルフィーがにっこりと小首を傾かしげた。

「あらクロちゃん、そんなに恥ずかしがらなくても、人間怖いもののひとつやふたつあるものですよ？」

「し、シルフィー……っ！」

「そういえばクロちゃん、おたまじゃくしも苦手でしたね。先日魚を捕とろうとして間ま違ちがっておたまじゃくしに触さわった時は、わたくしに縋すがり付いて絶ぜつ叫きようしていましたっけ」

「うおおおおおい！　ちょ、なんっ、みんなには黙だまっててくれるって言ったじゃん！」

「あらごめんなさい、クロちゃんの泣き顔があまりにも可愛かわいかったもので」

「なななな泣いてねーしっ!?　ちょっと目に涙なみだが入っただけだし!?」

「それ普通に泣いてますよねご主人さま」

　必死に見み栄えを張るクロノスに、ミアが牙きばを剝むく。

「な、なによ、二人ばっかりずるいわっ！　下げ僕ぼく、あたしにも弱味を教えてよ！　それをネタに一生強請ゆすりたかりを働くから！」

「そんな物ぶつ騒そうなおねだり聞いたことねぇよ！」

「あたしだって何か、あんたの恥ずかしい一面っ……はっ！　そういえばこいつこの前、何もないところでつまずいて、『……風のいたずらか……』て呟つぶやいてた！」

「ああああやめてぇぇぇええお願いいいいいいいい！」

　これもうただの俺の恥ずかしいエピソード暴露大会ぃぃぃぃいいい！

「いい感じに暖まってまいりましたねっ！」

「待って、おかしくない!?　主しゆ旨し違ってきてない!?」

「さあ、ユズハちゃんも何か恥ずかしいエピソードを暴露するのよ！」

「えっ!?　わ、私っ!?」

　突とつ然ぜんの無茶ブリに、クロノスは慌あわてて割り込んだ。

「待て、ユズハはこういう茶番に耐たい性せいないから……！」

「じゃ、じゃあ、ユズハ、とっておきの恥ずかしいエピソードを暴露しますっ！」

「あんのユズハ!?　とっておきがあんの!?」

　恐きよう々きようとするクロノスにユズハが向き合った。その真しん剣けんな表情に全員が固かた唾ずを吞のんで見守る中、ユズハは一いつ生しよう懸けん命めい息を吸い込み、

「っ、ぱ……ぱぱぁ……っ！　……──[image: う゛]っ！」

「待って待って！　ごめんユズハ、恥ずかし死してるところ悪いけどイマイチ伝わってこなかった！　今のどういう恥ずかしさ!?」

　クロノスが抱だき起こすと、ユズハは息も絶え絶えに声を震わせた。

「こ、これは……私が新任の先生をお父さんと間違えて呼んじゃった時の再現で……しかも、内ない緒しよにしてたパパ呼びが村のみんなにバレちゃったという……」

「あー、たぶんそれ最初に説明しておいたほうが良かったかな!?」

「わ、私も何か面おも白しろいことしなきゃと思って……ひねりを、入れてみたよ……」

　無理しなくていいのに！　でもなんとなく身体からだ暖まったわありがとう！

「いいわ、ユズちゃん！　いい感じよ！」

「かなりあったかくなってきたぞ！」

　ミアが頰ほおを上気させながら指を突つきつけてくる。

「さあ下僕、あんたの番よ！」

「俺あんだけ恥ずかしい思いしたのにまだ恥を晒さなきゃいけないの!?」

「大トリだからなっ！」

「期待していますよ！」

「聞かせてちょうだい、あたしたちまで暖かくなるような恥ずかしいエピソードをっ！」

　くっ、こいつらを凍とう死しさせないためだ、背に腹は替かえられないか……！　恥ずかしい話……最近のエピソードの方が威い力りよくがあるよな、きっと……

　クロノスは目を閉じて記き憶おくを手た繰ぐると、苦々しい声を絞しぼり出した。

「……こ、このまえ、市場バザール行ったろ？　結構でかいやつ」

「ええ」

「でさ、おまえらってさ、よく俺のまわりうろついてんじゃん？」

「そうでしょうか？」

「そうなんだよ。そんで、なんか袖そでひっぱられたから、何も考えず手を繫つないだら、」

「うん」

「知らない子どもだった」

「…………」

「女の子」

「…………」

「なんか、あっちも親だと勘かん違ちがいしてたみたいで、お互たがい気付かないまま……一時間くらいかな、買い物して」

「……い、いつ気付いたの……？」

　当時の羞しゆう恥ちが蘇よみがえって、クロノスは奥歯を嚙かみ、

「気付く前に通報された」

「……だからクロ、しばらく見当たらなかったんだぁ……」

　水を打ったような沈ちん黙もくを経へて、ほんのり頰を赤らめたミアが髪かみを振ふり乱す。

「ちょっと待って、今の話何なの!?　どういう感情になればいいの!?」

「いや恥ずかしい話だよ普通に！　不信感丸出しの警備兵に事情を聞かれて、『いや、あの、うちの子だと思って……』って答える時のいたたまれなさ、おまえ想像してみ!?」

「ちっちゃい子が母親と他人を間違えちゃうとかは鉄板だけど、その反対なんて聞いたことないわよ恥ずかしいわね!?」

「だから恥ずかしい話だって言ってんじゃん！」

「第一あんたは親でもなければあたしたちは子どもでもないわよ！　っていうかそんなちっちゃい子と間違うってどういうこと!?　何知らない間に幼女とデートしてんのよ!?　一時間も気付かないって何なの、そんなことある!?　脳みそパンケーキなの!?　それがあたしでも手を繫いでデートしてたってこと!?　一時間!?　ありがとね!?　何この感情、憤いきどおればいいのかほっこりすればいいのか萌もえればいいのか分からない!!」

「いろんな感情がない交ぜになって、総じてわたくしたちまで恥ずかしいです……！」

「い、いや、この話のすごいところは、クロが私たちと手を繫ぐことを普通だと思ってることじゃないか!?」

「クロさん……ポンコツ愛いとおしい……」

　少女たちはめいめいに両手で顔を覆おおってうずくまっている。現場はさながら死し屍し累るい々るいだ。

「いや何だよこの光景!?　まんま雪の山さん荘そう殺人事件だよ！　寒々しいにも程ほどがあるよ！　やっぱ恥ずかしいエピソードで暖まろうなんて最初から無理があったんだよ！」

　しかしミアは顎あごを拭ぬぐいながらよろよろと立ち上がった。

「はあ、はあ……だいぶ暖まったわね……！」

「どこが!?　寒さのあまり幻げん覚かく見えてない!?」

「どうですか、ユズハさん？　少しは暖まりましたか？」

「う、うん！　ついさっきまで指先が痺しびれるくらい寒かったんだけど、不思議と寒くなくなってきたよ！」

「それたぶん寒すぎて感覚マヒしてるんじゃないかな!?」

「でもすごく楽しかった！」

「ホントに!?　無理してない!?」

　ユズハは明るく笑って頷うなずいた。

「私、クロノスくん以外の友達いなかったから……こんなに笑ったの、久しぶりだよ」

　そう言って頰を上気させるユズハを見て、シルフィーが目を細めた。

「ユズハさんは、その幼なじみの最強勇者さんのことが好きなのですか？」

『ぶはっ！』

　クロノスとユズハが同時に噎むせる。

「うふふ、恋こいバナの続きですよ～。それで、お好きなのですよね？」

「すっ、すすすすす好きだなんて、そんなっ！」

「そそそそんなわけないよな、なあユズハっ!?」

「なんであんたまでうろたえてんのよ」

　ユズハは微笑ほほえみ、「でも、そうだね……」と膝ひざを抱かかえて白い息を吐はく。

「また会えたら、その時こそお嫁よめさんにしてもらうのになぁ……」

「ちょっと待って、俺その約束聞いてないんだけど!?」

「そりゃあんたじゃないもの」

「って言っても、私が勝手に思ってるだけだけどね」

　あ、ああ、なるほど……。クロノスは胸をなで下ろした。ユズハのことだ、きっとお節せつ介かいな村人に何か言われたのだろう。ユズハは純じゆん粋すいですぐ信じちゃうんだから、あんまり変なこと吹ふき込まないでほしいなぁ……

　ユズハは遠くを見て微笑む。

「クロノスくん、お兄ちゃんみたいで、一いつ緒しよにいると安心したなぁ。よく一緒に神しん殿でんを抜ぬけ出して遊んだりもしたよ。……本当は巫み女こっていう立場だったから、あんなに仲良くしちゃいけなかったんだけど」

「そうなの？」

「うん。クロノスくんは、ほとんどご神体……現あら人ひと神がみみたいなものだったからね。いつも神殿の奥に大事に奉たてまつられてて、おいそれと話しかけられなくて」

「ふーん、最強勇者かぁ、どんな人かな。会ってみたいな！」

　実はここにいるんだけどね……どうしよ、すげー気まずい……

「あっ、そうだ！」

　ユズハがごそごそと荷物を漁あさる。出てきたのは大量の手紙の束であった。

「おまえこんなもん持ち歩いてたの!?」

「うん、全部宝物だから」

　そこには自分の字で、ユズハに宛あてた文章が綴つづってあった。積み上げられたそれはクロノスの歩んだ歴史そのものだった。

「わー、すごいな！」

「筆まめな方なのですねぇ」

「クロノスくんは大陸中を旅しては、村を出たことのない私にいろんな景色を教えてくれてたんだ。雪山の話も書いてくれたよ。急に吹ふ雪ぶいてきて、遭そう難なんして死にかけたって……今の私たちみたいだね」

　そういやそんなこともあったな。たしか故郷を出て一年、九歳の頃ころだった。あの頃はまだ初めてのことだらけだったから、困難も多くて、でもすべてが新しん鮮せんで……なんだかひどく遠いところまで来た気がする。

「クロノスくんはね、どんな魔ま法ほうでも使えるの。教本にないような魔法だって、精せい霊れいを操あやつって自分で編み出しちゃうんだ。クロノスくんならこの状じよう況きようもなんとかしてくれたかも。故郷を出て八年も経たつんだもん、今ならきっと吹雪を晴らすことだってできるよ」

　夢見るような横顔に、クロノスの奥歯がきり、と小さく軋きしむ。そうだ、自分が魔法を使えればそもそも少女たちを凍こごえさせることにはならなかった──

　ユズハはまるで遠くのものを見るように目を細めた。

「誰だれもがクロノスくんに憧あこがれてたよ。強くて、優やさしくて、完かん璧ぺきで……怖こわいものなんかひとつもなくて……」

「雷かみなりとおたまじゃくしで泣き喚わめくご主人さまとは大違いですね！」

「うるせぇ」

　小こ突づきあうベルとクロノスを見て、ユズハはくすっと微笑む。

「幼いクロノスくんのこと、村の人たちはみんな尊敬してた。とても同じ人間とは思えなくて……本当に、神さまみたいな人だった」

　クロノスの左手がずきりと痛みを訴うつたえる。今や精霊の加護を失い、この身に宿るのは異い端たんの力──自然の理ことわりを外れた得体の知れない魔の力──ふと、クロノスの隣となりで膝を抱えていたミアがぽつりと呟つぶやいた。

「……なんか、その最強勇者って、可哀かわい想そうね」

　その声はクロノスにしか届かなかったらしい。ミアは金色の目を伏ふせて、じっと暖だん炉ろを見つめている。炎ほのおに照らされた白い横顔は、今にも消えてしまいそうに儚はかなくて──

「……ミア？」

　クロノスは思わず手を伸のばそうとして、

「ぺぷっ！」

　ライアが突とつ然ぜん奇き妙みような音を発したもので「うわっ！」と跳とび上がる。

「な、なんだ、今のくしゃみか？　ほら、洟はなかめ」

「うー」

　今度は反対側でミアが咳せき込んだ。

「けほっ、けほ……」

「どうした、具合悪いか？」

「ん……」

　ミアはもともと身体からだを壊こわしやすい。額に手を当てると少し熱っぽかった。

「あー……これはマズいかもな……」

「ミア、大だい丈じよう夫ぶですか」

　ミアの背中をさするシルフィーの指先も真っ赤になって震ふるえている。

「……雪、止やまないね」

　ユズハが震える息を吐いて縮こまった。

「…………」

　クロノスは唇くちびるを嚙んで窓を見た。外は吹雪。濡ぬれた服は容よう赦しや無く体温を奪うばっていく。これでは部屋が暖まる前に少女たちが身体を壊してしまう。

　手立てはある。雪山で遭難した時の定石、暖を取るためのもっとも確実な手──目を逸そらし続けていたが、致いたし方ない。

「かくなる上は──」

「おしくらまんじゅう!?」

　顔を輝かがやかせるライアに首を振る。

「おまえら服を脱ぬげ。全部」

『なっ……！』

　少女たちの顔も見ず立ち上がり、梁はりに縄なわを張って即そく席せきの物干しを造る。

「悪い。本来ならもっと早くにそうするべきだったんだが……脱いだ服は絞しぼってここに干せ。毛布に包くるまって、四人で固まるんだ。なるべく肌はだの触ふれる面積が多いように。覚えておけよ、寒すぎる時も暑すぎる時も、人肌が最適だ」

　てきぱきと準備を整える背中に、ミアの声が掛かかる。

「……あんたは？」

「俺は何とでもなる。大丈夫だ、絶対に見ないから……なんなら外に出ててもいい。今はとにかくおまえらの──」

　くいと裾すそを引かれて振ふり返る。金色の猫目が自分を睨にらみ上げていた。

「あんたも脱ぎなさいよ」

「……は？」

「み、ミアちゃん!?」

　ユズハがうろたえる中、ミアは目を吊つり上げてクロノスににじり寄った。

「聞こえないの？　脱ぎなさいって言ってるの」

「え？　え、何……」

　うろたえている間に、ライアとシルフィーまでもが忍しのび寄ってくる。

「そーだそーだ！　私たちだけ脱ぐなんてフコーヘーだぞ！」

「クロちゃんも一緒に恥はずかしくなりましょう？」

「い、いや……え？　そんなことできるわけ……え、マジで言ってる？　ねえ──」

　ミアが小さな猛もう獣じゆうみたいにがるるると唸うなるなり飛びかかってきた。

「いいから脱げって言ってんでしょうがぁぁああああ！」

「いやああああ!?　やめてぇぇぇえええ!!」

「はわわわあああああ!?　みみみみミアちゃん!?　クロさぁぁぁあん!?」

　三対ついの腕うでから命からがら逃にげ出すと、うろたえるユズハを盾たてにしてミアたちと対たい峙じする。

「待て待て待て、おかしいだろ！　いいかおまえら!!　俺の性別を言ってみろ!!」

「……下げ僕ぼく」

「下僕は男に含ふくまれませんか!?」

「うるさい、つべこべ言うな！　脱げ！」

「待って、来るな来るな来る、来ないでぇぇええええ！」

「はわわわああああああ!?」

　部屋の中央で座り込んでいるユズハを軸じくにして、ぐるぐると攻こう防ぼうを繰くり広げる。

「ちょちょちょ、待て、落ち着け、なっ!?　いったん話し合おう！」

「いいから腹をくくりなさい！」

　三さん人にん娘むすめの目はぎらぎらと濡れ光ってもはや猛獣のソレだ。いやおかしいって！　せめて裸はだかで暖め合うにしても、「悪い……絶対にヘンなことはしないから……信じてくれ」「……いいの、私、あなたになら……っ」みたいなロマンチックかつエロティックな展開になるはずじゃないの!?　なんで俺が襲おそわれてんだ！

　終わりの見えない鬼おにごっこに痺しびれを切らしたのか、ミアが叫さけんだ。

「ユズちゃん、そいつ捕つかまえて！」

「えっ!?　で、でもでもっ！」

「こいつはね、口ではとりあえず嫌いやがってみせるの！　そういう性せい癖へきなの！」

「誰がだコラ!!」

「そ、そういうことならっ！」

「ユズハぁぁぁあああ！」

　ユズハが腰こしに抱だきついてきてたまらず仰あお向むけにひっくり返った。

「こら待てユズハ、離はなせっ──」

「はっ！　ク、クロさんからとてつもないクロノニウムを感じる……!?」

「や、やめて、嗅かがないで！　なんか恥ずかしい！」

　ユズハに腹部をすーはーされているクロノスに、すかさず少女たちが殺さつ到とうする。

「観念しろ、クロ！　男を見せるんだ！」

「ここが年ねん貢ぐの納め時ですよ！」

「いや[image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛]ヤメテェェェエエ！」

　美少女によってたかって裸に剝むかれるって何このエロ同人！　いや違ちげーわ、これダーウィンが来ただ！　俺いまメスライオンの群れに捕ほ食しよくされるインパラだ！　所しよ詮せんこの世は弱肉強食！　や、やめて、剝かないで、ダーウィンが見てる！

「ぐぬぬぬぬ！　脱がされてたまるかぁぁぁああ！」

　最後のシャツをまくり上げようとするミアの手を、男のプライドにかけて押し返す。

「くっ、しぶといわねっ！」

「おとなしく覚かく悟ごを決めてください！」

「よいではないか、よいではないか！」

「チッ、侮あなどるなよ、誰が──待て、この中にひとり代官がいる！」

「クロさん、黙だまって脱がされて！　男らしくないよっ！」

「いやここで黙って脱がされたら逆に男の沽こ券けんに関かかわるよ！」

「はあ!?　何それ下ネタ!?　最低！」

「言ってねぇよ!?」

「男として譲ゆずれないならば、ペットということでいかがでしょう!?」

「ああ、それなら納なつ得とく……するか！」

　助けてお母さん！　あ、俺母親いねぇや！　助けて女め神がみぃぃぃいい！　四対の腕をはね除のけながら、ことあるごとに姉ぶっている女神に助けを求めるが、心の中の女神は爽さわやかに微笑ほほえんで「グッドラック！」と小指を立ててきた。あいつ妄もう想そうの中ですら役に立たないとはどういうことだ！　そして立てるなら親指だ！

「おまえらそんなに俺の裸が見たいのか！」

『見たい』

「見たいの!?　そっかーなら仕方ないなー、よーく見とけよー、ってなるかぁあああ!!」

「はい、クロちゃんの～！　ちょっといいとこ見てみたい～！」

「見せねぇよ！　そう簡単には見せねぇよ俺の伝家の宝刀は！」

「あーもうっ！　往おう生じよう際ぎわが悪いっ！」

　クロノスの袖そでをちぎれんばかりに握にぎりしめながら、ミアが憤ふん然ぜんと髪かみを逆立てた。

「あんたの、は、は、裸なんか見たいわけないでしょッ!?　でも、でもっ──」

　頰ほおに冷たい指先が触れる。

「だって、あんた、こんなに震えてるじゃない……っ！」

「！」

　今さらになって歯の根ががちがちと音を立てていた。冷たく濡れた服に芯しんまで凍こごえて、吐はく息が凍こおりそうだ。

「ほ、ほらっ、こんなに冷たくなって、ばかじゃないの!?　あんたあたしのこと甘え下手とか言うけど、自分だって人のこと言えないんだからねっ!?」

「……おまえらを守るのが俺の役目だ。弱音吐くわけにはいかないだろ」

「なによ、偉えらそうに」

　四対の手が緩ゆるんで、ようやく解放される。

　のそりと立ち上がったクロノスに、ミアはぷいと背中を向けた。

「全員で暖まったほうが効率いいでしょ。さっさと脱ぎなさいよねっ」

　仕方なく背中を向け、水を含んで重たい服をもそもそと脱ぐ。濡れた服を脱いだだけで大分違ちがってほっと息を吐くが、背後から衣きぬ擦ずれの音が聞こえてきて再び緊きん張ちようする。

「はいは～い、脱いだら絞ってくださいね！　順番に干していきますから！」

　ベルが手際よく全員の服を干していく中、下着一枚になったクロノスはでくの坊ぼうみたいに突つっ立ったまま顔を覆おおった。成り行きで脱いじゃったけどやばいやばいやばい、何だこの状じよう況きよう!?　やっぱダメだろ……っ！

　と、腕に細い手が添そえられた。

「ねえ」

　弾はじかれたように振り返ると、毛布で身体を隠かくしたミアが立っていた。肩かたや太ふと腿もも、剝き出しになった素す肌はだが眩まばゆい。

「みっ!?　ミア、おまえっ……！」

「こっち」

　ぐいと腕を引かれる。戸と惑まどいながら足を踏ふみ出して、ふと気付く。深く俯うつむいたミアの耳は真っ赤に染まっていて──ああ、と気がつく。こんなに赤くなって……そりゃ年とし頃ごろの女の子だ、恥ずかしくてたまらないだろうに……俺のために堪こらえてくれてるのか……

　腕を引かれるままに、クロノスは暖だん炉ろの前に腰を降ろした。その左側に、ミアが少し離れて座る。

「あー……ミア、俺は一人で大だい丈じよう夫ぶだから、シルフィーたちとくっついてだな……」

　口ごもっていると、反対の腕にすべすべした素肌が触れた。

「ちょっ、シルフィーさん……!?」

「ふふ。クロちゃん、あったかいです」

「い、いや、これはさすがにマズいんじゃ……」

「あら、裸で暖め合うのでしょう？」

「そ、それはそうなんだけどっ……なんかこの間から妙みように積極的になったな!?」
















「んー。だって、わたくし、いけない子ですから」

　シルフィーは妖よう艶えんに微笑むと、クロノスの右腕を抱いて身体からだをすり寄せた。ちょ、当た、当たって……いいの!?　年頃の男女が裸でこんなにくっついて許されるの!?

「ほら、ライアもいらっしゃい、ユズハさんも！　ミアももっと寄って！」

「ちょ、え、待っ……！」

　シルフィーが毛布を広げると、ミアが警けい戒かい心の強い猫ねこみたいにおそるおそる寄ってきた。冷え切った肌がぴとりとくっつく。

「ふぁ[image: う゛]っ!?」

「へ、変なことしたら承知しないからねっ」

　ライアとユズハもおずおずと背中を合わせてくる。

「えへへ、ちょっと恥ずかしい、な……」

「はう……お邪じや魔ま、します……」

「いやいやいや、ちょ、ちょっと待て、俺が中心っておかしくないか!?」

「し、仕方ないじゃない。あんたが一番体温高そうだし……」

　右にはシルフィー、左にミア、背後にはライアとユズハが背中合わせになって、すべすべむにむにしたぬくもりが四方から押し寄せる。クロノスは内頰の肉を嚙かんで必死に煩ぼん悩のうを払はらった。うわあああああああめっちゃ柔やわらかいしいいにおいがするぅぅぅうう神さまありがとうございます！

「あれ？　クロ、すごいあったかいな!?」

「フ……ま、まあ、鍛きたえ方が違うからな……っ」

「う、うわ、ホントだ。なんでこんな発熱してんの、キモチワルイ」

「悪かったな！　正直さっきの攻防で割とあったまったよ！」

「こ、これが男の人のカラダ……っ！」

「おいユズハ、煙けむり出てないか？　ユズハ!?」

　高鳴る心臓を鎮しずめようとして、ふと気付く。あれ、待てよ……？　これ何かに似ていると思ったら、アレだ……猫たちが犬で暖を取るやつだ……。脳のう裏りに浮うかんだ動物たちの光景が妙に腑ふに落ちて安あん堵どする。ああ、そうか、俺もこいつらも動物だと思えばいいのか。

　そうなると覚悟が決まった。毛布を広げてまとめてくるみ込む。

「きゃ！」

「ああもう、来い来い。みんなまとめてあっためてやる」

「あはは、すごいぞ、湯たんぽみたーい！」

「よしよし」

　身体が暖まってきたのか、シルフィーが眠ねむたげにクロノスの肩に頰をすり寄せる。背中合わせにもたれかかったライアとユズハもうとうとしはじめたようだ。

　と、ふと左ひだり腕うでに触ふれる指があった。

「ん……ミア？」

　返事はない。肌の上をほっそりした指がじゃれつく。「こら」とたしなめようとしてふと、自分の身体に刻まれた無数の傷きず跡あとをなぞっているのだと気付いた。

「……悪い。怖こわいだろ」

　今さらのように思い出す。小さい頃ころから重ねてきた戦いの証あかし。古いモノから新しいモノ、小さな傷、深い傷。中には無残に引きつれたものもある。見てもあまり気持ちの良いものではないはずだ。

　けれどミアは小さく首を振ふった。

「ううん、怖くない。……でも、あんたがどんな過去を送ってきたのか、少し気になる……かも」

　細い指がふと、ひどく古い傷──みぞおちに走る黒い跡あとに触れ、

「っ、つ……」

「あ、ごめん、痛かった？」

「いや──」

　ミアの手を握り込む。

「っ！」

「指、すげー冷たい」

　自分ですら寒くてたまらなかったのだ、少女たちはきっと凍えそうだったろう。

　そのまま引き寄せると、小こ柄がらなミアはあっけなく腕の中に収まった。

「……あったかい」

「……ん」

　濡ぬれた髪を撫なでる。ぱちぱちと薪まきの爆はぜる音がする。毛布の中は五人の体温で暑いくらいだ。

　ミアの頭を撫でながら、クロノスは窓の外に目を向けた。雪は次し第だいに収まりつつあった。










　まぶたに光が差し込んで、ゆっくりと意識が覚かく醒せいする。

「ん……」

　顔を上げると、窓の外に抜ぬけるような青空が広がっていた。空気は気持ちよく乾かわいてぽかぽかとしている。

　目をこするクロノスの元にベルが飛んできた。

「あっ、おはようございます、ご主人さま！　絶好の登山日和びよりですよ！」

「ああ。どうにかやり過ごせたな」

　欠伸あくびをこらえつつ少女たちを揺ゆさぶる。

「おい、起きろ」

「んっ、ふぁぁぁ～……？　朝ぁ？」

　ライアが大きく伸のびをして、少女たちを覆っていた毛布が滑すべり落ち──

「あ」

　互たがいを見て初めて、一糸まとわぬ姿だったことを思い出す。部屋は十分暖かいはずなのに、時がピシリと音を立てて凍り付き、

「──う、──」

『うきゃああああああああああああ!?』

　少女たちの悲鳴が鮮あざやかなハーモニーを奏かなで、クロノスの全身に見事な手形が四つ刻まれたのだった。




「クロちゃん、まだ痛みますか？」

「……全身ひりひりする」

「ご、ごめんなさいね。よしよし」

「ぶっちゃけシルフィーの平手が一番痛かった。内うち腿ももとか鬼き畜ちく過ぎる」

「ああ～、ごめんなさい～！」

　シルフィーが一いつ生しよう懸けん命めい背せ伸のびして頭を撫でてくる。手形の跡は痛むが悪い気はしない。惜おしむらくは手て袋ぶくろを嵌はめているところだが、まあいいだろう。

　クロノスは白い息を吐はきながら、左右を岩がん壁ぺきに挟はさまれた細い道の先に目を眇すがめた。

　山小屋を出てすでに数時間がたつ。ここに来るまでにいくつか淡あわうさぎの出しゆつ没ぼつエリアを回ったが、ことごとく空から振ぶりだった。麓ふもとで入手した地図によるとチャンスはあと一いつ箇か所しよ。

「あれが最後のポイントだ」

　急に視界が開ける。クロノスが示したのは突き当たりの空き地であった。岩や切り立った壁かべに周囲を囲まれ、その先は落ちくぼんだ崖がけになっている。空き地に足を踏み入れてみるが、それらしい姿はない。

「また空振りか？」

　一行は半ば落らく胆たんしながら辺りを見回し──

「見て、あれじゃない!?」

　ミアが示した先、岩壁の半ばに白銀のうさぎたちが群れていた。その毛並みは氷のように艶つややかで、額から背中に掛かけてキラキラ光る水すい晶しようを生やしている。

「か、可愛かわいい～っ！」

　険しい山道を抜けた先、ようやく邂かい逅こうした目当てのうさぎはとてつもなく愛らしくて、少女たちのテンションは駄だ々だ上がりだ。

「うさちゃん、おいでおいでー、ルールルル」

　好物だという白人にん参じんをユズハがチラつかせると、うさぎたちがおずおずと寄ってきた。五人が息を詰つめて見守る中、うさぎは人参に小さな鼻を押し当ててひくひくさせ───

「今だ、捕つかまえろ！」

　しかし電光石火の早はや業わざで伸ばしたクロノスの手は宙を搔かいた。うさぎたちは五人の足を擦すり抜け、空き地を縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ回る。

「す、すばしっこいわ！」

「足あし下もと気を付けろ、滑るぞ──って、うわ！　大丈夫か、シルフィー！」

「きゃ！　ご、ごめんなさい、クロちゃん！」

　アイスバーンに翻ほん弄ろうされる五人の周りを、銀色のうさぎたちは楽しそうに跳はね回る。

「おまえら、間ま違ちがっても崖に落ちるなよ!?」

　クロノスは少女たちに叫さけび──一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついて、白人参を奪うばわれた。

「あっ、こら！」

　うさぎたちは崖に近い岩壁の上まで白人参を引っ張り上げると、これみよがしにたいらげた。さらにはピィピィと鳴きながら足を踏ふみならす。

「くっ、完全におちょくってやがる！」

「見かけによらず強敵だわっ！」

　雪に覆おおわれた岩いわ肌はだに、うさぎたちの軽快な足踏みがトントコと響ひびき──振しん動どうが引き金になったのか、うさぎたちの頭上から雪の塊かたまりが落ちてきた。

《ピィ!?》

　驚おどろいたうさぎたちがパッと四方に散り──一いつ匹ぴきの子うさぎが崖の下に転がり落ちる。

《ピィィィ！》

「あっ、危ない！」

「ユズハ、待て……！」

　止める暇いとまもなく、ユズハはめいっぱい両手を伸ばして子うさぎを捕まえた。胸をなで下ろしたのも束つかの間、

「っ、きゃ!?」

　雪に取られて足が滑る。ユズハは短い悲鳴を残してそのまま崖の下へと消え──

「ユズ！」

　間かん一いつ髪ぱつ、クロノスはその手を摑つかんでいた。

「！　クロさん……っ！」

「ユズちゃん！　下げ僕ぼく！」

「ッ、く！」

　ユズハの命は今やクロノスの右腕にかかっていた。肩かたが軋きしむのも構わず、握にぎった手に力を込こめる。しかし力任せに引っ張り上げようとした瞬間、這はいつくばった腹の下で柔やわらかな雪がざらりと崩くずれ、

「う、わっ……！」

　身体からだが宙に投げ出される。

（くそ、間に合うか……!?）

　クロノスは片腕にユズハを抱だきしめて身をよじり──崖の縁ふちを摑もうと伸ばした手の先に、ありえない光景を見た。こちらに向かって両手を差しのべ、青空を背に迷いなく飛ぶミアの姿──

「ミア！」

　このバカっ……!?

　谷底へ落下していく中、クロノスの右手とミアの左手が触れ、

「お願い、精せい霊れいっ！」

　ミアの叫びが響き、刹せつ那な、凄すさまじい風が舞まい上がった。落下しようとしていた身体が重力に逆らって押し返される。

「うおっ！」

　ミアとユズハをまとめて抱きしめ、もつれ合うようにして雪の上に投げ出される。

「三人ともケガはないですか!?」

「ああ……！」

　クロノスはライアとシルフィーに頷うなずくと、蒼そう白はくな顔で震ふるえているユズハを抱きしめた。

「あ、あ……っ」

「怖かったな、ユズ。もう大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だ」

「っ……クロノス、くん……！」

　ユズハは懐なつかしい名を呼びながら縋すがり付いてくる。恐きよう怖ふで混乱しているらしい。クロノスは黙だまってその背中をさすった。

「無事で良かったわ」

　胸をなで下ろすミアを振り返り、その額を小こ突づく。

「にゃっ！」

「あんまり無茶すんな！　……心臓が止まるかと思った」

「だって、あのまま見てることなんてできないわ！」

「だからっておまえまで飛ぶ必要はなかったろ！　俺がいりゃ、最悪ユズハだけは何とか助けたし……」

　ミアは何か言いたげな瞳ひとみでじっとクロノスを見つめ、まっすぐなまなざしで答えた。

「でもあたし、早くあの人に近づきたいの」

「あの人？　……ああ、おまえが勇者を目指すきっかけになった、命の恩人か？」

　確か、幼い頃ころに助けられたのだと言っていた。随ずい分ぶん憧あこがれていたようだが──

「そうよ。あの人は、自分の危険なんか顧かえりみなかったわ。身を挺ていしてあたしを助けてくれた。だから──」

「……助けてもらった恩に報むくいたいなら、なおさら自分を大事にしろ」

　嚙かんで含ふくめるように言い聞かせながら、激しく、けれど柔らかに身体を包んだ風の感かん触しよくを思い出した。ミアの頭にそっと手を伸ばす。

「ゆっくりでいいんだ。大丈夫、おまえはちゃんと成長してるよ」

「な、何よ、偉えらそうに──」

　頭を撫でられて、ミアはかっと頰ほおを赤らめ──その目に微笑ほほえみかける。

「だが、まあ……ありがとう、助かった」

「……っ」

　ピィピィという賑にぎやかな声に顔を上げると、うさぎの群れが四人を取り囲んでいた。

「ん……心配してくれたの？」

　ユズハが優やさしく子うさぎの背中を撫なでると、手にきらきらと輝かがやく粉がまとわりついた。ライアが目を輝かせる。

「『永遠雪の結けつ晶しよう』だ！」

　すり寄ってくるうさぎたちの背を撫で、粉を集めては小こ瓶びんに詰める。

「見て、こんなに集まったわ！」

「やったあ！　ありがとう、みんな！」

　クロノスは、嬉うれしそうに小瓶を太陽に掲かかげているユズハの頭を撫でた。

「これは子うさぎを助けたおまえの功績だよ。よくやったな」

「……！」

　ユズハは嬉しそうに頰を染めてはにかみ──茶色い瞳がクロノスを見上げた。

「あの、クロさん……」

「ん？」

「……なんでも、ない」

「？　そうか」

　うさぎたちに手を振ふって帰路につく。

「これで町の人たちも助かりますね！」

「残るは『聖海の塩』だな！」

「この調子でがんばるわよーっ！」

　純白の雪山に、少女たちの声が『おー！』とこだまする。

「ここまで来たら神器は目の前ですねっ！」

　クロノスは興奮して飛び回るベルにああ、と頷き、

「俺の故郷も目の前、か……どうなることやら」

　青い空を見上げて苦く笑ったのだった。

















　第三章　魔王を倒す旅の途中ですが、やっぱり水着を一度は見ておきたいなって心が叫びたがってるんだ









　青い海。白い砂。眩まぶしい太陽。

　高く澄すんだ空に三さん人にん娘むすめの歓かん声せいが響き渡わたる。

「海だわ！」「海です！」「海だー！」

「浜はまだわ！」「浜です！」「浜だー！」

「犬だわ！」「犬です！」「犬だー！」

「ちょっと落ち着け、おまえら」

　吹雪ふぶきの山から生せい還かんして数日後、一行は打って変わって鮮あざやかな陽ひ射ざしの照りつける南国、海辺の町を訪おとずれていた。

「これが海！　すごいね、大きいねっ！」

　眩まばゆい砂浜に立ち尽つくして、ユズハが歓声を上げる。キラキラと見開かれた目は今にもこぼれ落ちそうだ。

「そうか。ユズハは海見るのは初めてか」

「うん。小さい頃に絵本で見てから、ずっと憧あこがれてたの！　クロノスくんが手紙で教えてくれたよ、海って水がどこまでも続いてるんだって！　本当なんだね……！」

　潮風を胸むね一いつ杯ぱいに吸い込んで、ユズハは上うわ擦ずったため息を零こぼす。

「私いま、クロノスくんが見たのと同じ景色を見てるんだ……」

「……うん。そうだな」

　細い肩の隣となりに並んで、クロノスは遠く水平線を見み遣やり──巨きよ大だいな水の柱にばしゃあああああ！　と吞のみ込まれる。

「そーれ！　あはははは！」

「きゃっ！　うふふ、ライアちゃんったら、もうっ！」

「……ライア、ちょっと水遊びっていう範はん疇ちゆうを超こえてないか？」

　ユズハは多少濡ぬれたくらいで済んだが、まともに被かぶったこちらは全身濡れ鼠ねずみだ。

「おー、すごいぞクロ！　水も滴したたるいい男だ！」

「まあいいけど……水着だし」

　唇くちびるをぺろりと舐なめて、ユズハが目を見張る。

「わ、しょっぱい！」

「そうだぞ、海はしょっぱいんだ！　ユズハも入ろう！」

「で、でもっ……」

「大丈夫、怖こわくないぞ！　泳ぎ方も教えるから！　なんたって私は騎き士しだからな！」

「騎士と泳ぎと関係ある？」

　ユズハを波打ち際ぎわへエスコートするライアを見送りながら、そういやライアも由ゆい緒しよある家いえ柄がらの出身だったな、と今さらのように思い出す。

「ユズちゃん、こっちこっち！」

「冷たくて気持ちいいですよ～！」

　少女たちは光の粒りゆう子しみたいに海岸を跳はね回る。ビーチバレーをしたり、打ち寄せる波からはしゃいで逃にげたり。吹雪で凍こごえていたのが遠い昔のように思える。

「……本当はこんなことしてる場合じゃないんだが……ま、たまにはいいか」

　クロノスは砂浜に腰こしを降ろしながら、きらきら輝くその光景をほほえましく見守り──

「……な、なあベル、あいつらあんな装備で大丈夫か？　ちょっと露ろ出しゆつ高すぎない？　やっぱ断固ワンピースタイプにさせるべきだった？　平気？　変な虫がついたりしない？」

「持病が出てますよ、落ち着いて。ていうか、これじゃ変な虫のつきようもないですよ」

「……ま、それもそうか」

　ベルの視線を追って、無人の海岸を見み渡わたす。絶好のロケーションにも拘かかわらず浜辺には人っ子一人いなかった。浜だけではない。町全体がゴーストタウンと化し、おかげでろくな情報も集められなかった。偶ぐう然ぜん通りかかった老ろう婆ばを捕つかまえて、なぜ人がいないのか、この町で何が起こっているのかを尋たずねたのだが、

「……浜で待っていればいずれ分かりますよ」

　と暗い声で応こたえてそのまま去ってしまった。

　無人の町でただ待つのも何だなと思っていると、せっかくだからとバカンス気分をエンジョイしたいと三人娘が言いだし、こうして海辺で時間を潰つぶすことにしたわけである。

「人がいないことには『聖海の塩』について聞くにも聞けねぇし……」

「この町でいったい何が起こってるんでしょうね？」

「ああ……どうも嫌いやな予感がするな」

　クロノスは面めん倒どうごとに巻き込まれなきゃいいのだが、と眉まゆをひそめ──

「行きますよ～ユズハちゃん、そーれ！」

「えいっ！」

　浜辺ではシルフィーとユズハがビーチバレーをしている。和なごやかな光景に自然と目元が和やわらいだ。ああ、ユズハもあんなに大きくなって……いや変な意味ではなく。ほっそりとした手足が健康的に伸のびて、今や立派な女の子だ。もちろんシルフィーは言わずもがな、ボールを追いかけるたびにこぼれそうな胸がたゆんと弾はずんで、

「眼福……」

「…………」

　腕うでをつねられて、「ぎゃう！」と尻尾しつぽを踏ふまれた犬みたいな悲鳴を上げる。振り返るとジト目のミアがしゃがみこんでいた。

「何すんだよ!?」

「鼻の下伸のびてる」

「…………」

　顔をさするクロノスに、ミアは仏ぶつ頂ちよう面づらで手のひらサイズの容器を差し出してきた。

「あ？」

「塗ぬって。日焼け止め」

「おー、いいぞ」

　無造作に差し出された容器を受け取ると、ミアはクロノスに背を向けてちょこんと座った。手のひらに白い液体を絞しぼり、その細い背中に触ふれようとして──ん？　いいのか？

「えーと……やっぱりシルフィーに頼たのんだ方が……？」

「いいから、塗って」

　ミアはぶっきらぼうに言って髪かみをかき上げる。赤く染まったうなじは細くて今にも折れてしまいそうだ。

「…………」

　さらされた薄うすい皮ひ膚ふの上に手のひらを滑すべらせると、華きや奢しやな肩かたがびくんと竦すくんだ。滑なめらかな感かん触しよくにどきどきしながら塗り広げる。女の子ってなんでこんなすべすべして柔やわらかいんだろう。自分とはまったく別の生き物みたいだ。

「……で？　ど、どうなの？」

「え。何が？」

「っ、だから……！」

　ミアは勢いよく振り返りかけて、ぷいと顔を逸そらす。

「あたしの水着っ！　どうなのって聞いてるの！」

「ああ。可愛かわいいよ」

　あっさりと告げると、ミアは「んにゃっ!?」と跳とび上がった。

「やっぱおまえセンスいいよな」

「ふあ!?」

「色はもちろんだし、その、フリル？　すごい似合ってる」

「あ、あぅ……！」

「そんな可愛い水着着こなせるなんて、ほんとスタイルいいな」

「ちょ……っ、ッッ!?」

「ここにいるのが俺だけで良かったと心から思ってる」

「ふあああああ……!?」

　ミアがは両手で頰ほおを包んで身み悶もだえた。顔が燃えそうなくらい赤らんでいる。

「や、やだっ……！　そ、それって、他ほかの男には見せたくないってこと……!?　おまえを独ひとり占じめしたいってこと!?　俺の前でだけ可愛い子こ猫ねこちゃんでいろよってことっ!?」

「……そこまでは言ってないけど」

　万が一悪い虫がついたらただでは済まさないだろうから、その男にとっても俺にとっても平和で良かったなぁという話で。

　ミアは上気した頰を押さえたまま口の中でぶつぶつと呟つぶやいている。

「な、なんなのっ!?　どうせ『そのフリル機能的じゃなくね？』みたいな昼ひる行灯あんどんな答えが返ってくるかと思ったら、まさかの褒ほめ殺し!?　不意打ちやめて、死んじゃう！」

「どうした？」

「なななんでもないっ！　えっと、あ、あの、あんたも似合ってるわよ、その水着っ！」

「え……？　あ、ありがとう……？」

「色、けっこういいじゃない！　あと、えっと、いい上じよう腕わん筋きんしてるわね！　腰こし骨ぼねも私好みだわっ！　さ、鎖さ骨こつが素す敵てき！　似合ってる！」

「いや鎖骨が似合ってるって何？　無理して褒めるとこ探さなくていいんだぞ？　男の水着なんて褒めるとこねーだろ、俺も別に嬉うれしくないし」

「ミアちゃんなりに一いつ生しよう懸けん命めい素直になろうとしてるんですよ、察してあげて！」

　ベルが慌あわててぺちぺちとクロノスの頰を叩たたき──と、風に煽あおられてボールが飛んできた。シルフィーが手を振ふる。

「クロちゃん、取ってくださーい！」

「おう」

「ご褒ほう美びにペディグリーチャムあげますから～」

「犬じゃねぇよ」

　とぼやきつつも腰を上げ、ボールを拾い上げる。

　シルフィーの元に歩んでいく途と中ちゆう、海で盛せい大だいな水しぶきがあがった。

「うおおおおおおっ！」

　ライアが見事なフォームで沖おきへ向かっていく。クロノスはその豪ごう快かいな泳ぎっぷりに思わず見み惚とれた。走ったり泳いだりしているライアは本当に綺き麗れいだ。健全な美というか、野生の美しさを感じさせ──

「うわああああああ足がつったああああああああああ！」

「ライアぁぁぁああ！」

　クロノスはボールを投げ捨てて即そく座ざに飛び込むとライアを回収して抱だき上げた。

「げほっ、げほ……！」

「おい、生きてるか!?」

「うわあああああん！」

「うおっ！　苦しい！　しがみつくな、こらっ！」

「クロぉ、怖かったぁ！　おじいちゃんが海の底から手招きしてたぁ！」

「おまえのじいさん悪あく霊りようなのかな!?」

「わぁぁ、もうダメだぁぁぁ！　死んじゃう～、クロ、人工呼吸してぇぇぇ～！」

「うぶっ！　いや待て、間ま違ちがってるから！　人工呼吸は呼吸が止まってる時にするものだから──」

「大だい丈じよう夫ぶ、優やさしくするよ。私に身を任せて」

「トゥンク……！」

　って、こんな人工呼吸があるか！　首にしがみついてくるライアの背中をぽんぽんと叩いてあやしてやる。

「はー。おまえはほんとに危なっかしいな。もっと後先考えろ」

「うー、ごめん……でもユズハがタコ見たことないって言うから捕とってあげたくて……」

「手で捕まえるつもりだったの!?」

「騎士の血が騒さわいだ」

「騒ぐのは今じゃない！」

「でも代わりにフルーツポンチウミウシ捕まえた」

「何ソレすごいね!?　海に返してあげな!?」

　ライアって本当に本能で生きてるなぁ。まあ、それがいいところでもあるのだが……。

　半べそのライアを砂すな浜はまに降ろしてやると少女たちが駆かけ寄ってきた。

「ライア、大丈夫!?」

「ごめんね、私がタコ見たいって言ったばっかりに……！」

「ううん。タコは無理だったけど、代わりにフルーツポンチウミウシ──」

「ひゃあああああああ!!　助けてクロノスくん！　クロノスくぅぅぅん！」

「大変、恐きよう慌こう状態だわ！　下げ僕ぼく、今すぐクロノニウムを！」

「だからそのクロノニウムって何なの!?」

　パニックに陥おちいったユズハをなだめながらウミウシを海に返していると、シルフィーが少し離はなれたところにある広場を指さした。

「あら、人が出てきましたよ」

　シルフィーが示す先、町の一角にぞろぞろと町人たちが集まりつつあった。

「何かあるのかな」

「行ってみましょう！」

　ベルを水着のポケットに隠かくれさせて歩き出す。

　海辺の広場にはすでに人だかりが出来ていた。人数のわりに賑にぎやかさはなく、空気は重たく淀よどんでいる。

　シルフィーが手近な女性を捕まえて尋ねた。

「あの、何が始まるんですか？」

「あなた方は？」

「通りすがりの冒ぼう険けん者よ」

　町人たちは顔を見合わせ、女性が沈ちん痛つうな面おも持もちで口を開いた。

「実は、二ヶ月ほど前から沖に魔ま族ぞくが巣くってしまって……」

「魔族が!?」

「ええ。そのため船が出せず、生活が立ちゆかなくなり……何度かクエストとして依い頼らいしたのですが、成功した冒険者はなく、町は疲ひ弊へいしてもう報ほう酬しゆうを出す財力もなくなって……。それで、生いけ贄にえを捧ささげることになったのです」

「生け贄って……！」

　人々の視線を追うと、輪の中心に壮そう麗れいな衣い装しようで着き飾かざられた少女がいた。顔立ちはあどけなく、年の頃ころ十二、三というところだろうか。

「占うらないの結果で、清らかな乙女おとめを捧げれば魔族の怒いかりはおさまるだろうとお告げがあったのです……それで、この子を生け贄にすることに……」

「そんなのおかしいぞ！　間違ってる！」

　憤いきどおるライアに、女性は「分かってます！」と涙なみだを浮うかべる。

「わたしたちだってあの子を送り出したくはありません！　ですがもうこれしか方法がないのです！」

　その悲痛な叫さけびに広場がしんと静まりかえった。

　海底のような沈ちん黙もくの中、ライアがおもむろに口を開いた。

「……なら、私が身代わりになる」

「ライアちゃん!?」

「ばか言うな！」

「だって困ってる人がいるのに、放ほうっておけないぞ！　私が生け贄のふりをして魔族をやっつけてやる！」

「で、ですが、あの魔族にはベテランの冒険者ですら敵かなわなくて──」

　ライアはざわめく人々に不敵に笑いかける。

「大丈夫、私たちは女め神がみさまに選ばれた救世主なんだ！」

「おいライアっ……！」

　慌てて止めようとするも一歩遅おそく、広場に「救世主さま……!?」とざわめきが拡がる。

「ま、魔族を倒たおしてくれるの……？」

「生け贄を出さなくていいのか……？　本当に……？」

　町人たちの目がかすかな希望に輝かがやき、中の一人がおずおずと進み出た。

「で、ですが救世主さま、町は見ての通り疲弊しておりましてあまり報酬を出せず……」

「あ、そういえば、この町に『聖海の塩』があるって聞いたぞ！　それがいいな！」

「ほ、本当にそんなものでよろしいので……？」

　ライアは力強い笑えみを浮かべて胸を叩く。

「うん！　あとは救世主の私たちに任せてくれ！」

「でもライアちゃん、生け贄の身代わりなんて危ないよ……！」

　青ざめるユズハを、シルフィーとミアが引き留めた。

「心配いりませんよ、ユズハさん」

「ライアは私たちが守るわ！　一人だけ危険な目になんて遭あわせるもんですか！」

「だけど……っ！」

　クロノスは食い下がろうとするユズハを制した。

「いいんだ、ユズハ。これはあいつらの性しよう分ぶんだ。こうなったらもう止められねぇよ」

　目の前で女の子を犠ぎ牲せいにさせるのを黙だまっていられる勇者たちではない。

　生け贄にされかけていた少女の頭を、ライアが力強く撫なでる。

「怖こわかったな、でももう安心だぞ！　魔族は私たちが必ず倒してやるからな！」

　それまで堪こらえていたものが溢あふれ出したのか、少女はライアにしがみつくと堰せきを切ったように泣きじゃくった。町人たちも涙を拭ぬぐう。

「救世主さま！」

「救世主さま、どうぞこの町をよろしくお願いいたします……！」

　町人たちの歓かん声せいの中、少女から生け贄の服が脱ぬがされ、ライアへと手て渡わたされる。

「では、これを……魔族を引き寄せるよう、特とく殊しゆな加工を施ほどこしてあります」

　それは緻ち密みつな刺し繡しゆうの入った美しいトーガであった。死に装しよう束ぞくとも言えるその衣装を、ライアはまるで新品の服に袖そでを通すように嬉しげに羽織った。軽かろやかにくるりと回り、

「どう？　似合う!?」

「ああ。可愛かわいいよ」

　頭をぐりぐりと撫でてやると、ライアは満足そうに歯を見せて笑った。その屈くつ託たく無い笑顔を、けれどクロノスは複雑な思いで見つめた。ライアは騎き士しの出身だ、そのせいか誰だれかを守ろうという志は誰よりも強い。だが、

（なんつーか、自分をかえりみないっていうか、割と責任感が強いっていうか……それがいいところでもあるんだが、俺としてはもっと自分を大切にしてほしいんだけどなぁ）

　今にも三さん人にん娘むすめを拝みそうな町人に、シルフィーが首を傾かしげた。

「それで、魔族の元に向かう船はどこですか？」

「ご案内いたします、こちらへ」

　ぞろぞろと集団を引き連れて着いたのは小さな港であった。船の準備を進めていた男たちに事情を説明すると、うさんくさそうに顔をしかめた。

「はあ？　このお嬢じようちゃんたちが救世主？」

「ベテラン冒険者でも失敗したのに、こんな子どもに任せて大丈夫なのか？」

「浮き輪持っていくかい？」

　はははは、と下げ卑びた笑い声が上がり、むっと口を開きかけたミアを手で制する。

「待て、ミア」

　この光景、幼くして最強勇者と呼ばれたクロノスには幾いく度どとなく覚えがあった。鬱うつ屈くつした状じよう況きようが続くと人心は荒あれ、町全体が荒すさんでいくのだ。それにまあ、気持ちはわからないでもない。何せ救世主と自じ称しようしているのは荒あら事ごととは縁えんのなさそうな華きや奢しやな少女たちなのだ。

「こういう手合いはいざ任務が成功すればころっと手のひらを返す。見てろ、吠ほえ面づらかかせてやるぜ」

　クロノスは少女たちに手を貸して、小さな船に乗り込んだ。

「お気を付けて！」

「頼たのんだぞー、救世主サマよー！」

　期待、感謝、猜さい疑ぎ、諦あきらめ、嘲ちよう笑しよう、哀あわれみ。一行は様々な表情をしている町人たちに見送られて出航した。

「クロちゃん、どうですか？」

「ああ、なんとかなりそうだ」

　帆ほを巧たくみに操あやつり、風を摑つかみながら沖おきへ出る。用意されていたのはひどく古ぼけた質素な船だった。ベルがせわしなく飛び回って船体を点検する。

「わー、すごいオンボロですよ！　帰りのことは考えられないんでしょうねぇ」

「生け贄を一人で行かせるつもりだったんだろうな。ひどい話だぜ」

　帆を操りながら水平線を睨にらむ。魔族がいるとなれば周辺の海域はダンジョンも同然だ。急な出航で下調べも仕込みもできていない。いざとなれば捨て身でサポートすることも考えなければ……

「おー、速い速い！」

　潮風を楽しんでいるライアに、ユズハが気き遣づかわしげに声を掛かける。

「ライアちゃん、生け贄の身代わりなんて、怖くないの？」

「ん？　平気だぞ！　困っている人や助けを求めている人を守るのが騎士の使命だからな！　それになんたって、私たちは救世主なんだから！」

　ユズハはライアを見上げ、その視線の先にある水平線に目を移し、ぽつりと呟つぶやいた。

「……救世主ってなんだろう」

「え？」

「あ、ううん、えっと……そういうの、誰が決めるんだろうなと思って」

「そうですねぇ。実際に世界を救えば、その方が救世主だとはっきりするのでしょうけれど……」

　シルフィーがおっとりと首を傾げ、ミアが笑顔で引き継ついだ。

「それまでは、自分が救世主だって信じる人が救世主なんじゃない？」

「ん……そっか……。そう、だね……」

　ライアはトーガをはためかせて笑う。

「そう！　私たちは、魔王を倒して世界を救う！　でも目の前で困っている人を守れなくて、世界なんか救えないからな！」

　クロノスは頰ほおを搔かいた。誰かを助けることは、騎士の出であるライアにとってはたぶん本能みたいなものなのだろう。が……その想おもいの強さが、少し危なっかしくもある。

「なあ、ライア。なんでそんなに誰かを守ることにこだわるんだ？」

　これまでの旅の途と中ちゆう、ずっと気になっていたことを問うと、ライアはちょっと目をしばたかせて、それから小さく微笑ほほえんだ。

「……子どもの頃、ミアが森で迷子になったことがあるんだ。私とシルフィーは、ただ泣くだけで何もできなくて……そんな私たちを、通りすがりの勇者が助けてくれたんだ」

　ミアの命の恩人だという勇者のことか。だとすると、その人との出会いは少女たちにとって大きなターニングポイントだったのだろう。

「その時に、私も強くなろうって、誰かを守れるようになろうって決めたんだ。だって私には騎士の血が流れてるから。……でも、」

　いつも朗ほがらかな表情が硬かたくなる。

「でもお父さまは、私が騎士になることにすごく反対して。兄上が二人いるから、跡あと継つぎは必要ないって。おまえは家でおとなしくしていなさいって……」

　暁あかつき色の瞳ひとみが寂さみしげに水平線を見つめた。

「きっと、騎士の家には──お父様は、女の子はいらなかったんだと思う」

「……そんな、こと……」

　初めて聞く弱々しい声──言葉に詰つまったクロノスを、ライアは笑いながら見上げる。

「だから私は、家族に内ない緒しよで冒ぼう険けん者になったんだ。誰よりも立派な騎士になれるように……手の届くもの、全部守ろうって！」

　海に向かって大きく手を広げるライアを言葉もなく見つめる。生け贄の身代わりを申し出たのも、無意識にあの少女と自分を重ねたのかも知れない。ライアにとって、誰かの手で望まれない生き方を強しいられることは、死と同義だったのだろう。

　あの無む邪じや気きな笑顔の裏に、そんな事情が隠かくされていたとは思いも寄らなかった。ではこの少女は、ほとんど家出同然で旅に出たのだ。その細い肩かたに大きすぎる覚かく悟ごを背負って。自分の居場所を探して。胸が小さく痛む。

「……少しはその肩の荷、預けてくれていいんだぞ、ライア……」

　その呟きが届いたのかどうか、揺ゆれる船の上、ライアは厳おごそかな表情で水平線を見み据すえ、

「……酔よった」

「早くも戦線離り脱だつ!?」

「が、頑がん張ばってライア！　ひっひっふーよ！」

「それ違ちがうやつ！　やめろ、あんま揺さぶるな！」

「し、しっかりして、ライアちゃん！」

「遠くを見るのですよ！　ピリオドの向こうを！」

「おい、まだ出港して三十分も経たってねぇぞ、気を確かに持て！」

　ぐったりした身体からだを船底に横たえると、ライアが震ふるえる手を伸のばした。

「クロ……」

「どうした、苦しいか!?」

　ぷるぷると差しのべられた手を握にぎると、ライアはか細い声で、

「マグロ食べたい……」

「何て!?」

「釣つりたてのマグロをさばいて白飯に豪ごう快かいに乗せた、船上でしか味わえない新しん鮮せんな漁師メシが食べたい……」

「おまえまさかそれが目当てで身代わりを引き受けたんじゃないだろうな!?」

「わさびとお醬しよう油ゆある……？」

「あるけど！」

「あるの!?」

　驚きよう愕がくするユズハの隣となりで、ミアが涙なみだにむせんでいる。

「任せてライア！　あたしライアのためにおいしいマグロを捕とってあげるわ……！」

「捕るって、おまえ──」

　ミアは船から身を乗り出すなり海中に腕うでを突つっ込んだ。

「覚悟しなさい、マグロっ！　う[image: に゛]ゃああああああ！」

「手づかみ!?　危なっ、やめ、やめなさい、落ちるでしょうが!?」

「やめて！　離はなして！　あたしはマグロを捕らなきゃいけないのぉっ！」

「いててて暴れるな、引っ搔くな！　素す手でで捕れると思ってんのか、マグロなめんな！」

「ううっ、ごめんねライア……死ぬ前にせめておいしいマグロを食べさせてあげたかった……！」

「ライア死んでないから！　ただの船ふな酔よいだからね！」

　号ごう泣きゆうするミアに当てられたのか、ユズハがライアの手を握って叫さけぶ。

「ま、任せてライアちゃん！　私、ライアちゃんのためにマグロになるよ！」

「マグロになるって何!?」

「よく分からないけどがんばってみる！」

「よく分からないのに何をがんばるの!?」

　ユズハはライアの隣に仰あお向むけに寝ねそべり、死んだ魚の目をして、

「……さあ……召めし上がれ……」

「何してんの!?　ねえユズハ何してんの!?」

　微び動どうだにしないユズハを揺さぶるクロノスの背中を、シルフィーが引っぱった。

「クロちゃん、クロちゃん、手伝ってください」

「え？　何を──」

　シルフィーは今にも折れそうなほどしなった竿さおを指さし、

「竿が引いてます～」

「いつ釣りをはじめた!?」

「マグロといえば一いつ本ぽん釣づりですよね」

「そんな装備じゃ釣れねぇよ！　おまえらマグロに対する認にん識しきを改めろ！」

「ええ？　ですがこんなに元気に引いて──」

　シルフィーはおっとりと微笑み──暴れる竿に引きずられて船外にポーン！　と投げ出される。

「シルフィィィィィイ！」

　クロノスはすんでのところでその太ふと腿ももにしがみついた。

「うぉぉぉ、重っ!?」

「お、重いですって!?　レディに対して失礼ですよっ！」

「言ってる場合か！　マジでこれ何がヒットしたの!?　マグロ!?　マグロなの!?」

　背後の少女たちに「おい、おまえらも引っぱれ！」と声を投げるが、

「あああああんたシルフィーに何してんのよっ!?　エッチ、破は廉れん恥ち、カプサイシン！」

「好きでやってるんじゃねぇよ！　いいから手伝えっ！」

「マグロ!?　マグロ釣れるのか!?」

「違うよ！　てか船酔い回復すんの早いなライア!?　どんだけマグロに執しゆう着ちやくしてんだ！」

「……召し上がれ……」

「ユズハはもういいから！　迫はく真しんのマグロの演技はいいからこっち手伝って！」

　孤こ独どくな格かく闘とうにミアたちも参戦する。シルフィーに抱だきついたクロノスに少女たちが抱きついて、前も後ろもむにむにと柔やわらかな弾だん力りよくに包まれてなんだここは天国かよ!?

「いいぞ、その調子だ！」

「あっ、見えてきました！」

「一気に引くわよ！　せーのっ！」

　四人は力を合わせて竿を引っ張り上げ──水しぶきと共に釣り上がったのはおそろしく巨きよ大だいなタコだった。牛ほどもある軟なん体たい生物が船内にべちゃりと着地する。

「なにこれぇぇぇぇえキモチワルイぃぃぃぃいい！」

　仲良く尻しり餅もちをついた一行に、太い脚あしがのたうちながら迫せまってくる。ライアが嬉うれしそうに叫んだ。

「ユズハ、あれがタコだぞ！」

「す、すごいね！　大きいね！　食べられるの!?」

「気持ち次し第だいでは！」

「食えねえよ、どう見てもモクンラスータケーンだよ！　ユズハに間違った知識植え付けないで!?」

　モンスターが出てきたということはそれを生み出す魔ま族ぞくが近いということだ。

「気を付けろ、もうダンジョンに入ってる！」

　三さん人にん娘むすめが武器を携たずさえて戦せん闘とうに入るが、痛覚がないのか、クラーケンは脚の先を斬きり飛ばされても矢が突き立ってもモノともせず向かってくる。

「こいつ、しつこいぞ！」

「あたしに任せて！」

　ミアが呪じゆ文もんを詠えい唱しようする。亜あ麻ま色いろの髪かみがふわりとなびき、その周囲に光が渦うず巻まき──

「お願い、精せい霊れい！」

　ミアの呼び声に応こたえて巨大な蛸たこ壺つぼが出現した。

「なんで蛸壺だ！」

「タコだからよ！」

「だからタコとは違うっつってんだろ！　入るわけねーだろうが!?」

　しかしクロノスの叫びとは裏腹に、タコの脚が蛸壺を探さぐり始めた。

「あっ、入る!?」

「は、入るのか!?　入るのかっ!?　あっ、あっ、入る、入る、入っ──」

　蠢うごめくタコ足を、五人は息を詰めて見守り──クラーケンはぽいと蛸壺を投げ捨てた。

『入らなかったぁぁぁあ！』

　五人仲良く膝ひざからくずおれる。

「何でなのよ!?　今のは完全に入る流れだったでしょうがっ！」

「っておい、落らく胆たんしてる場合じゃねぇぞ！」

　必死に応戦するが、ついにタコ足がうねうねと不気味な動きでミアたちを捕らえた。

「にゃあああああ!?　水着の中に入ってきたぁぁぁあああ！」

「落ち着け！　下手に動くな、今剝はがしてやる──」

「ぁっ……やっ、……吸きゆう盤ばんが吸い付いてっ……！」

「あ、だめ、ですっ……そこは……！」

「ひゃ、く、くすぐったいぞ……！」

「今剝がして……剝がし……う、うおおおおおお……！　うおおおおおおお……！」

　思わず立ち尽つくして拳こぶしを震わせる。柔やわ肌はだに食い込む脚、白い肌に吸い付く吸盤！　水着ばんざい、タコ足ばんざぁぁぁあい！

「バカ、見るなぁっ！　っていうかなんであたしたちばっかり狙ねらうのよ！　下げ僕ぼくのほうが食べごたえありそうでしょうが!?」

「そこは俺じゃない！　絵え面づら的にも俺じゃないぞ！　あのタコはよく心得ている！」

　力任せにタコ足を引きはがし、少女たちを救出して叫ぶ。

「一人で戦うな！　連れん携けい取れ！　力を合わせろ！」

「わかったわ！」

　三人娘がそろって頷うなずいた。おおっ、珍めずらしく素直に俺の言うことを聞いてくれてる!?

「こうなったら、行くわよ、シルフィー、ライア！」

　三人娘は一いつ斉せいに船底を蹴けり──力を合わせて蛸壺を抱かかえ上げると思い切りクラーケンの脳天に振ふり下ろした。

「えーいっ！」

「蛸壺そうやって使うの!?」

　巨大な蛸壺の一いち撃げきをまともに食らい、クラーケンが海中に没ぼつする。

「はあ、はあ……や、やっつけたの!?」

「いや、まだだ……！」

　クロノスは身を乗り出して水面を睨にらみ──気がつくと辺りは不気味な霧きりに包まれつつあった。クラーケンなど比べものにならない、粘ねばるような瘴しよう気きが肌をざわつかせる。

「来るぞ！」

　警告を発した直後、海中からぬめる巨体が躍おどり上がった。

《ギイイイイイ！》

　それは黒く巨大なサメであった。がぱりと貪どん欲よくに開かれた深しん淵えん、その奥に何列にも並んだ牙きばがライアに迫り──

「っ、く……！」

　ライアの頭を押さえ、身を伏ふせさせてやり過ごす。空から振ぶりした巨体が海に叩たたき付けられ、その波で船体が激しく揺ゆれる。

「ッ……！　今のが魔族か!?　なんつーデカさだ……！」

　これまで三人娘が相手取ってきた魔族の比ではない。目の前に開かれた牙が今さらのようにフラッシュバックして全身が粟あわ立だった。

「下僕、クラーケンが！」

「！」

　振り返れば、おぞましいタコ足が再び海中から這はい上がろうとしていた。

　思わず剣けんに手を掛かけようとしてユズハの熱視線に気付く。

「うっ!?」

　クロノスの一挙一動も見み逃のがすまいとこちらを見つめる双そう眸ぼう！　ああああそうだ、今はユズハがいるんだった！　下手に太た刀ち筋すじを見せれば正体がバレる……！

　しつこく絡からみ付こうとするタコ足を蹴り飛ばしながら呻うめく。

「こいつは予想以上に厄やつ介かいだぞ……！」

　魔族はあの巨体だ、まともにぶつかったら力で押し負ける。

「ミア、魔法は!?」

「だめ、イメージがうまく練れない！　水の中の相手ってどうすればいいの!?」

　クロノスは舌を打った。魔法はイメージが要かなめだ。激しい揺れとタコ足が集中力を削そぐ上に、海中の敵相手に戦うのは初めてだ、無理もない。せめて自分が以前のように魔法を使えればいくらでも気付かれずにサポートのしようがあるのだが──

　走らせた視界の端はし、再び水面に黒い影かげを察知した。

「来るぞ！」

　ライアがトーガを翻ひるがえして立ち上がる。

「私が仕留める！」

「無理だ、ライア！　力負けするぞ！」

　ライアを引き留める前に海面が波打つ。クロノスは舌打ち混じりに吠ほえた。

「シルフィー、構えろ！」

「はい！」

　海面からせり上がった魔族の腹が黒い柱となってそびえ、

「くっ……！」

　鼻先目がけて振り抜ぬいたライアの剣は黒い硬こう皮ひに虚むなしく弾はじかれた。

「シルフィー、援えん護ご！」

　船が激しく揺れる中、シルフィーが放った矢が魔族の右目を穿うがつ。

《ギェェェアアアアアア！》

　魔族が激しく身み悶もだえながらも獲え物ものを海中に引きずり込もうと宙を泳ぐ。

「伏せて！」

　ミアの号令一下、全員が船底に身を投げ出し──

「きゃっ！」

　悲鳴に顔を上げれば、ユズハの足にクラーケンの脚が巻き付いていた。その頭を喰くいちぎろうと漆しつ黒こくの顎あごが迫り──クロノスが動くよりも早く、ライアがユズハを抱だきしめる。

「ライア！」

　クロノスは飛び起きるなり魔族の横っ腹に体当たりをかました。

《ギィェァァアアア！》

　魔族が身をのたうたせながら海中に没し──しなる尾おがクロノスを打ち据すえた。

「うっ、ぐ……！」

「クロ！」

「ッ、大だい丈じよう夫ぶだ……！」

　額が切れたらしい、右のまぶたに流れる生暖かい液体を拭ぬぐいながら舌を打つ。相手は水中、こちらは足場が悪い。攻こう撃げきのチャンスは敵がこちらに襲おそいかかってくる一いつ瞬しゆんのみ──せめて俺が魔法を使えたら……！

「ごめん、クロ！」

　すがりついてきたライアの頭を乱暴に撫なでる。

「いや、いい。よくユズハを守った」

「でもっ……！」

「気にすんなって」

「っ……ごめ、ん……！」

　ライアの切せつ羽ぱ詰つまった顔を見て内心でほぞを嚙かむ。騎き士しとしての責任感がライアを突つき動かしているのか、明らかな気負いが見て取れる。

　ライアは剣を握にぎり直して顔を上げた。

「やっぱり私がやる……っ！」

「待てライア、落ち着け──」

「もう誰だれも傷つけさせない。あんな魚、私の剣で三枚にさばいてやる！」

　ここは狭せまい船上だ、その上姿勢が安定しない。ライアが得意とする機動力を生かしたトリッキーな動きは封ふうじられたも同然だ。

「待て、剣じゃ不利だ、それ以外の方法を考え──」

　しかしライアは真しん紅くのトーガを翻し、鋭するどいまなざしで海面を睨み付けた。

「やつが正面から飛びかかってきてくれるなら、こっちは正面からたたき切ってやる！　みんなは私が守る！」

　ライアの目は使命感に燃え上がっていた。そうだ、この少女は人のためにためらいなく自分を投げ出す、その決断ができる人間だ。だが、

「ライア！」

　クロノスはその細い肩かたを摑つかんだ。

「クロ……？」

　見開かれた双眸を覗のぞき込む。

「よく聞け、そうやって人のために命を張れるのはおまえのいいところだ。なかなかできることじゃない。──だが、頼たのむ、まず自分を大切にしろ」

　いつも人のことばかり考え、真っ先に先せん陣じんを切るライアは、きっと自分が守られるという意識がないのだろう。不思議そうな瞳ひとみに嚙んで含ふくめるように訴うつたえかける。

「覚えておいてくれ、ライア。俺はおまえが大事だ」

「っ……！」

「だからおまえが傷つけば辛つらいし、おまえを傷つけるものは許さない。たとえそれがおまえ自身であっても」

「クロ……」

「いいか、もう一度言うぞ。何があろうとも、おまえをないがしろにすることは許さない。……それでもやりたいって言うなら、力を合わせろ。俺たちだって守られるばかりじゃねぇ、共に戦う仲間だってことを忘れるな」

　流した視線に応えるように、ミアが傲ごう然ぜんと笑えんで髪かみを払はらう。

「空中で仕留めるなら、あたしに考えがあるわ。任せて」

　シルフィーも弓を携たずさえてにこりと微笑ほほえんだ。

「それではわたくしは援護に回りましょう」

「ミア、シルフィー……」

　かすれた声で呟つぶやくライアをやれやれと見下ろす。

「少しは冷静になったか？」

「ん……」

　ライアは顔を上げると、手を伸のばした。柔やわらかな手が血に汚よごれたクロノスの頰ほおを拭う。

「やっぱり私にやらせて、クロ。もう大丈夫。一人で戦ったりしない。私にはみんながいるんだ」

　ライアの瞳が鮮せん烈れつな輝かがやきを放つ。真紅のトーガをまとったその姿は気高く清らかで──クロノスはふっと微笑んだ。

「……ライア、ばんざい」

「？」

　素す直なおに両手を挙げたライアから、生いけ贄にえのトーガを引っぺがす。

「わっ！」

「俺が囮おとりになる」

「でも、クロ！」

　慌あわてるライアに、片目を眇すがめてみせる。

「おまえが守ってくれるんだろ？」

「……！」

　ライアが暁あかつき色の双眸に決意を湛たたえて頷いた。

　クロノスは見た目よりもずしりと重たいその布を肩に引っかけた。

「いいか、次にヤツが姿を現した時が勝負だ。もしおまえらがしくじれば俺は魚のエサだ。頼んだぜ」

「あんまりおいしくなさそうね」

「お魚さんがおなかを壊こわさなければいいのですが……」

「マグロによろしくな！」

「少しは俺の心配をして!?」

「クロさん……」

　不安げに眉まゆを下げるユズハの頭を撫でる。

「まあ見てろ。こいつらのここ一番の集中力ってのはたいしたもんだよ」

　腹を据えて船ふな縁べりに立つ。……本来なら自分が魔法を使えれば良かったのだ。自分の魔法ならば水中の敵にも打つ手はあった。少女たちをこんな危険な目に遭あわせることもなかった。以前のような力がないこの身がひどく歯がゆい──と、

「何て顔してんのよ」

「うぶっ」

　柔らかな手に頰を挟はさまれた。ミアの金色の瞳が覗き込んでくる。

「大丈夫。ライアはあたしが守るわ。あんたのこともね」

「……そいつは頼もしいな」

　少女たちの集中力が高まっているのが分かる。柄がらにもなく高こう揚ようした。

　──心ここ地ちよい緊きん張ちよう感かんの中でふと気付く。何かを守ろうとする時、少女たちは最大限の力を発揮してきた。今も魔ま族ぞくに立ち向かおうとする背中から、クロノスとユズハを守ろうという強い意志が立ち上っている。その小さな背中を見ながら、初めて思う。

（……『レベル１のむらびと』ってのも、案外捨てたもんじゃないのかもな）

　蠢うごめくタコの脚あしをシルフィーの矢が打ち落とし、ミアの剣けんが斬きり飛ばす。

「来るわ！」

　海面が波打ち、水底から黒い塊かたまりがせり上がってくる。小さな声が名を呼んだ。

「クロ」

「……ん」

　何も言われずとも、細かく震ふるえるその指を握った。

「大丈夫だよ。おまえならできる。みんながついてる」

「……うん！」

　真紅の瞳が燃え上がる。揺ゆれる船の上、ライアは動物たちを守る大樹のようにしっかりと足を据えた。

　水面に黒い影が浮うかび上がる。ライアがぐっと腰こしを落として剣を引いた。空気がぴんと張り詰つめる。その剣に手をかざし、ミアが叫さけんだ。

「応こたえて、精せい霊れい！　精霊剣ミラージユ・エツジっ！」

　刹せつ那な、ライアが手にした剣が鮮あざやかな光をまとった。

「あれ、は……!?　あの魔法は……──っ！」

　ユズハの驚きよう愕がくを切り裂さくように、黒い塊が水柱と共に立ち上った。柄つかに伸びようとする己おのれの手をぐっと戒いましめる。まがまがしい赤眼が生け贄クロノスを捕とらえ、巨きよ大だいな口が一吞のみにしようと迫せまり──その軌き道どう上にためらいなくライアが躍おどり出た。恐おそれ気げなく魔族を睨にらみ付ける横顔、その美しさに息を吞む。

「おおおおおおおおおっ！」

　鮮烈なまでの殺気が渦うず巻まく。振ふりかざすのは白銀の剣。風を巻いて迫るサメの鼻先にライアの剣が触ふれ──音もなくその巨きよ体たいを両断していた。

「っ！」

　黒い霞かすみが暴風となって両頰をかすめ、背後で霧む散さんする。

　瘴しよう気きが消え去って初めて、クロノスは膝ひざを付いた。大きく息を吐はいてからようやく、呼吸を止めていたことを思い出す。

「はー……死ぬかと思った……」

「やったぁ！　クロぉっ！」

　首にしがみつかれて、クロノスは苦く笑しようした。ミアの魔法が発動しなかったら、あるいはシルフィーの矢援護が一射でも外れていたら、この作戦は成功しなかっただろう。どんなに親しくても、他人を一〇〇％信じることなど並みの人間にはできない。だがライアはそれをあっさりとやってのける。仲間を無条件に信じ、自分ですら竦すくんだあの魔族の瘴気の前に恐れ気なく立ち向かってみせる。

　しがみついたままぴょんぴょんと飛び跳はねるライアをぐりぐりと撫でてやった。

「よくやった。人を信じる力ってのは、おまえにしかない強い武器だよ」

「うん！」

　ライアはぱっと顔を上げ、眉を吊つり上げた。

「でも、クロだって人のこと言えないんだぞ！」

「え、俺？」

「そう！　気付いてないかもしれないけど、クロは自分を大切にするのが下手だからな！　一番下手だから！　だからクロの分まで、私がクロを守るんだ！」

「……ライア……」

　情熱的な双そう眸ぼうがふっと和やわらぐ。

「その代わり、私が周りが見えなくなっちゃった時は、また𠮟しかってね」

「……ん」

　クロノスは目を細めると、今度はシルフィーの銀ぎん髪ぱつに手を伸ばした。

「シルフィーもがんばったな」

「うふふ、もっと褒ほめてください～」

　ライアが魔族に集中できたのは、あの揺れる戦場でクラーケンを押さえ続けたシルフィーのサポートのおかげに他ほかならない。そして、

「おまえも腕うで上げたなぁ」

　潮風に髪を遊ばせているミアを見み遣やる。土ど壇たん場ばの集中力、魔法を発動させるタイミング、そして魔族をたやすく切り裂く精霊剣の精度。ひいき目なしに一流の魔法だった。

「ちょっとはあの人に近づけたかしら」

「ああ、おまえらの憧あこがれの勇者か？　まあ、今のおまえ見たら喜ぶんじゃねぇの──」

　その時幽ゆう鬼きのようにふらふらと歩み寄る影かげがあった。ユズハだ。

「み、ミアちゃん、さっきの……」

　ミアは嬉うれしそうに胸を反らした。

「すごいでしょ、精霊剣っていうのよ。こいつに教えてもらったの！」

「クロさんに……？」

　どこか茫ぼう洋ようとしたまなざしがクロノスに向けられ──しまった！　冷たい汗あせが背中を伝う。精霊剣は自分が幼い頃ころに編み出した魔法だ。幼おさななじみのユズハが知らないわけがない。

「い、いや、これは、その……っ」

「……クロさん、……」

　凍こおり付くクロノスを見上げ、ユズハの桜色の唇くちびるが開き──

「大変です、船に穴が空いてますよー!?」

　ベルの叫びに振り返れば、いつの間にか側面にこぶし大の穴が空いていた。

「ええっ!?　み、水がたくさん入ってきてるよ～！」

「うおおおおおい!?　ちょ、急いで帰るぞ！」

「でもまだマグロ食べてないぞ!?」

「このままだと逆に俺らが食われるんだよ！　いいから水を搔かき出せ！」

「ねえ大変、クラーケンがたくさん寄ってきたわ！」

「くっそ、かっさばいて酒の肴さかなにするぞこのやろう！」

「クロちゃん、モンスターは食べられないんですよ……？」

「知ってるよ！　可哀かわい想そうな目で見るな！」

　青い海に喧けん噪そうを響ひびかせ、一行は大おお慌あわてで港に向かったのだった。




「あ、危ないところだった……！」

　一行が港にたどり着いたのは日が傾かたむき始めた頃であった。

　浸しん水すいでひたひたになった船から降りた五人を、町人たちが出で迎むかえる。

「救世主さま！」

「ま、魔族は……っ！」

　すがりついてきた少女に、ライアは胸を叩たたいた。

「安心しろ。私たちがやっつけた！」

「ああ、ありがとうございます、救世主さま！」

「救世主さまぁ！」

　海辺の町に歓かん声せいが弾はじけた。歓かん喜きする町人たちに、クロノスは慌てて補足を入れる。

「あー、でもクラーケンがうろうろしてるから、船はまだ出さない方がいい。魔族が片付いたから、そのうち……まあ三日くらいで散り散りになるだろ」

「ありがとうございます、ありがとうございますっ……！」

　頭を下げる町人たちの中から代表者が進み出て、小さな包みを差し出した。

「これがお約束の『聖海の塩』です」

　受け取ったそれを、ライアが暮れなずむ空に掲かかげる。

「やったー！　最後のひとつを手に入れたぞー！」

「すごいよ、三つの食材がぜんぶそろっちゃった！　ありがとう！」

　少女たちは互たがいに跳とび上がって手を打ち鳴らす。やれやれ、これでようやく神器にお目見えできそうだな。

　その時、「何が救世主だ！」という怒ど声せいがお祝いムードを切り裂いた。

　濁だみ声ごえを上げたのは、双そう眼がん鏡きようを手にした男であった。

「俺は見たぞ。なんだあの情けない戦せん闘とうは、救世主が聞いて呆あきれるぜ」

「でも、魔族はちゃんと倒たおしたわよ」

「だったらタコのモンスターは！　どうしてついでに全部駆く除じよしておかないんだ！」

　クロノスは少女たちを背に庇かばって肩かたを竦めた。

「すまない、船が壊れたんだ。それにダンジョンならいざ知らず、魔族を失ったただの野の良らモンスターなら、冒ぼう険けん者じゃないあんたらでも十分対処できる──」

「そんなこともしてくれないのか、救世主のくせに！」

　ぐっと言葉が詰まる。──『……のくせに』。幼い頃から幾いく度ども浴びせられた言葉だ。そうだ、最強という看板を背負っているだけで、人々は勝手に期待して持ち上げては少しでも粗あらがあれば簡単に手のひらを返す。

「何てことを言うの！　この方々は町を救ってくださったのよ!?」

「はん、魔族一いつ匹ぴき倒たおしたくらいで何が救世主だ！　だいたいこんなガキども、本当に救世主かどうか怪あやしいもんだぞ！」

　町人同士がいがみ合い、様々な感情が渦巻く。無責任に押し付けられる崇すう敬けい、畏い怖ふ、好こう奇き心しん、期待、失望──左手に鈍にぶい痛みが走った。これ以上ここにいても、野放図で無む秩ちつ序じよな感情が少女たちを傷つけるだけだ。

「行こう」

　言葉少なに促うながすが、小さな勇者たちは動かなかった。

「信じたい人だけ信じればいいぞ！」

「え……？」

　三人に視線が集まる。満足そうに腕を組むライアの後をシルフィーとミアが引き継ついだ。

「わたくしたちは、わたくしたちが世界を救うのだと信じていますから」

「誰だれに何て言われたって平気よ」

「私たちには信しん頼らいできる仲間がいるからな！　世界を救うために、今私たちができることをする。したいことをする！　それで十分だ！」

　その笑え顔がおは眩まばゆいほどに輝かがやいていて──

「……おまえら……」

　声を失うクロノスの隣となりで、ユズハも胸むな元もとで手を握にぎったまま立ち尽つくしていた。

「それじゃ、元気でなー！」

　少女たちは暮れ始めた空に手を掲げてぶんぶんと振ると、港を降り、砂すな浜はまへと歩き出す。

　その様子を眺ながめながら、クロノスは小さく笑った。

「どうしたんですか、ご主人さま」

　ポケットからこっそり尋たずねてきたベルに首を振る。

「いや、俺がこいつらを導くんだなんて気負ってたけど、ちょっと傲ごう慢まんだったかなって。……こいつらの方が、よっぽど芯しんが通ってるかもな」

　そうだ。誰になんと言われようと、この少女たちが命を賭かけて町を救ったことは間違いない。その事実だけで十分だ。──と、

「ありがとうございましたっ！」

　振ふり返ると、港を抜ぬけ出した小さな集団の先頭に立ち、全身を振り絞しぼるようにして叫さけぶ幼い少女の姿があった。

「あなたたちが守ってくれた命を、この町を、大切にします！　ありがとう……！」

　三さん人にん娘むすめが顔を見合わせて、大きく手を振り返す。

　少し遅おくれてライアと肩を並べて砂浜を歩きながら、クロノスはぽつりと口を開いた。

「なあライア。俺、おまえの親父おやじさんの言うこと、分かる気がするよ」

「え？」

　まっすぐに自分を見上げる真しん紅くの双眸に笑いかける。

「おまえは、おまえが騎き士しになることを親父さんが快く思わなかったのは、騎士の家系に女の子はいらないからだって言ったけど……」

　クロノスは手を伸のばすと、夕日に染まる艶つややかなポニーテールを梳すいた。絹のような優やさしい感かん触しよくが指の間を擦すり抜けていく。

「おまえはこんなに可愛かわいいから。外に出さず、危険な目には遭あわせず、綺き麗れいなもので飾かざって、大事に仕し舞まっておきたい……そう思っちまう男心も分かる。俺が親なら、きっと同じようにするだろうよ」

　もちろん戦うおまえも魅み力りよく的だけど、と笑って、目を細めてみせる。

「おまえの親父さんも、きっとおまえのこと愛してるよ、すごく」

　だからどうか、おまえも自分のことを大切にしてくれ。そんな想おもいを込こめて、柔やわらかな髪かみを撫なでた。

　ライアはしばしぽけぇっとクロノスを見上げていたが、その頰ほおがみるみる上気し、

「っ、もう、こ、子どもじゃないんだぞっ！」

　クロノスの手を恥はずかしそうに振り払はらう。

　あ、あれ？　今までは頭を撫でたら必ず喜んでたのに……。無む邪じや気きなライアに拒きよ否ひされたのが少なからずショックで、クロノスは呆ぼう然ぜんと立ち尽くし──

　ライアは恥ずかしそうにはにかみながら振り返った。

「……子どもじゃ、ないんだ」

　柔らかな夕日に照らされたその顔ははっとするほど大人びていて──首にするりと細い腕が回った。熱い素す肌はだが触ふれ合い、耳にかすれた声が流れ込む。

「だから……一人の───として、見て……？」

「っ、え……？」

　戸と惑まどうクロノスを置き去りにして、ライアは砂を蹴けって駆かけ出し、先を行くミアたちに飛びついた。

「んにゃ!?　どうしたの、ライア？」

「んー、クロにいじめられた～」

「なんですって!?　この鬼き畜ちく！　外げ道どう！　パーティーピーポー！」

「なんでだよ!?」

「よしよし、こんなに可愛いライアをいじめるなんて、クロちゃんはひどいですね～」

「えへへー」

　シルフィーの肩に頭を預けるライアの耳は、真っ赤に染まっていた。

　じゃれ合う三人の背中を眺めながら、クロノスは微笑ほほえんだ。本当に、こいつらなら大だい丈じよう夫ぶかもな、なんて──

　髪に潮風が遊んで、ふと振り返る。白い砂浜に自分たちの足あし跡あとが点々と続いていた。小さい足跡、大きい足跡。重なったり寄り添そったり。曲がっていたり、まっすぐだったり、寄り道したり。出会った半年前までは、こんな面めん倒どうなお役目さっさと終わらせてやると意気込んでいたのに、思えばずいぶん遠くまできたものだ──

　感かん慨がいにふけって、ふとユズハが立ち尽くしていることに気付いた。慌あわてて駆け戻もどる。

「どうした？　体調悪いか？」

「……クロさん──」
















　茶色い瞳ひとみがクロノスを見上げ、何か言いよどみ、けれどすぐに口を結んだ。

「ううん、なんでもない！」

　それきりミアたちを追いかけていく。

「ユズハちゃん、気付いたのかもしれませんね」

「……ああ」

　胸がちくりと痛む。ユズハには悪いことをしていると思う。残ざん酷こくなことを。だが、今正体がバレるわけにはいかないのだ。もしもバレたら、俺は……あいつらは……──

　海辺の町に、少女たちの明るい笑い声が渡わたる。

「海水浴、楽しかったですねぇ！　『聖海の塩』も手に入りましたし」

「ユズハちゃんの故郷ってどんなところなのかしら、楽しみね！」

「最強勇者に会えるかな!?」

　ユズハが町の出口を示す。

「さあ行こう、私の故郷へ！」

　クロノスはどこまでも続く空を仰あおぎ、遠く故郷に思いを馳はせて苦く笑った。

「[image: あ゛]ー……帰りたくねぇなぁ」

















　第四章　最強勇者って言われるけどそんな三日三晩にわたって崇められるほどたいそうな人間でもないよ、俺は









　一行がクロノスとユズハの故郷に着いたのは、実に祭りの前日のことであった。

「ここがユズちゃんと最強勇者の故郷なのね！」

　それは森の奥にあるひなびた村だった。青々とした木々に囲まれ、民家からは昼ひる餉げの支し度たくなのか白い煙けむりがたなびいている。

「あー、全然変わってねぇ……懐なつかしいな。どうだ、ベル。神器の気配はするか？」

「いえ、分かりません。今のところは……っていうか、のどかでいい村じゃないですか！　なんでそんなに帰ってきたくなかったんです？」

「……あー……それはな──」

「みんな、こっちこっち！」

　やはり故郷に帰れて嬉うれしいのか、ユズハが弾はずむように四人を案内する。立ち並ぶ民家を抜けて広場に出──その光景は唐とう突とつに現れた。

「あっ、あれは!?」

　一行を出で迎むかえたのは、凜りん然ぜんとたたずむ麗うるわしき美少年の像であった。顔つきは凜り々りしく、手にした剣けんでどことも知れぬ空を指し示し、その全身は黄金に輝いている。

「……なに、これ……」

「最強勇者クロノス・ヴォルクオルデンの像だよっ！」

「……へ、へー……」

「可愛いでしょ!?　美しいでしょ!?　控ひかえめに言って天使でしょ!?　まさに神さまに愛された精せい霊れいの子って感じがするよね!?　ねっ!?」

「え、ええ、あの……すごく……アバンギャルドですね……」

　シルフィーは無難にかわそうとしたようだが、逆に聞き慣れない褒ほめ言葉が嬉しかったのか、ユズハは鼻息荒あらく詰つめ寄った。

「触さわっていいよ!?」

「……え？　いえ……」

「触ってもいいよ!?　せっかくだから、ねっ!?　御ご利り益やくあるよ!?　二の腕うでの筋とかオススメだよ、ほーら！　ほーら！」

「あ……はい……じゃあ……」

　あ、ああ、もう……もうやめてよぉぉぉお……！　クロノスは火ほ照てる顔を両手で覆おおった。乗り気でないミアたちに無理矢理俺の像を触らせるのやめてよぉぉおお！　ほんっとコレっ、ほんっと……たとえるなら家に遊びに来た友達にお母さんが唐とう突とつに俺のアルバムを見せて自じ慢まんしてくる感じ!?　俺友達もお母さんもいないけどたぶんそんな感じ！　ああ、あ……やめて、やめて……！

「……すっっっごい恥ずかし[image: い゛]……！」

「あー……かなり高度な羞しゆう恥ちプレイですね、これは」

　さすがのベルも同情している。今では容姿がかけ離はなれているのがせめてもの救いだ。

「それじゃあ、村を案内するね！」

　ユズハの後について村を歩く。家々や店先には隙すきあらば幼い頃ころのクロノスの似顔絵が飾られ、まるで神さまのように奉たてまつられていた。

「ここがクロノス記念館で、こっちがグッズ屋さん、こっちがクロノスくん専用ライブ会場だよ！」

「ライブ会場……」

「クロノス記念館……」

「クロノス記念館では、ありし日のクロノスくんのほっぺの感触を楽しめるんだよ！」

「……そうなんだ」

「ここまでくると邪じや神しん教めいたまがまがしさを感じますね……」

　シルフィーの呟つぶやきに言い得て妙みようだとそろって頷うなずきながら、ユズハの後をついていく。

「神器はこっちだよ！」

「いよいよご対面ね！」

「その前に、村の方々や司祭さまにお願いしなくてはなりませんねぇ」

　一行が着いたのは壮そう麗れいな白はく亜あの神しん殿でん前だった。

「うわあ、大きいな！」

「この村の規模でこんな大きな神殿があるのは珍めずらしいですね」

「うん！　これは『精霊の神殿』だよ。私はここの巫み女こなの。この村の北に、精霊の森っていう聖なる土地があってね──」

「ユズハ？　おお、ユズハじゃないか！　帰ってきたのか！」

　ユズハを見つけた初老の男性が目を輝かがやかせて駆け寄ってきた。確か牛飼いのおじさんだ。

「おかえり、ユズハ！　祭りの材料は手に入ったのかい？」

「ただいま！　うん、全部集めたよっ！」

「そいつは偉えらかったねぇ！　なにせ今年は八年ぶりにクロノスさまが帰っていらっしゃるからね、最高のおもてなしをしないと！」

　牛飼いは心から嬉しそうに笑う。司祭の言葉を頭から信じ切っているその様子を眺ながめながら、いよいよ妙だな、とクロノスは眉まゆをひそめた。その司祭、何を根こん拠きよに俺が戻ってくると踏ふんだんだ？　まあ、実際にこうしてまんまと帰ってきたわけだが……

「おやおや、ユズハが戻ったって？」

　気がつくと村人たちが続々と集まりつつあった。見慣れた顔ぶれに懐かしさがこみ上げながらも、念のため顔隠かくしのマスクを引き上げる。

「そちらの方々は？」

　思わず息を吞のむ。最ク強ロ勇ノ者ス至上主義の村で下手に救世主を名乗れば、どんなトラブルに巻き込まれるか分かったものではない。クロノスは身を固くし──

「あっ、えと、紹しよう介かいするね、私のお友達だよ！　旅人のミアちゃん、ライアちゃん、シルフィーちゃん、そしてお付きのクロさん！　お祭りの材料集めを手伝ってもらったの！」

　ユズハの機転にほっと胸をなで下ろす。

「おお、それはそれは！」

「ユズハがお世話になりました。我が村へようこそ、旅人さん！」

「初めまして、あたしたち──」

「ここは最強勇者クロノスさまの故郷です！　さあさあ、遠えん慮りよなく我が村の英えい雄ゆうをあがめ奉ってください！」

「あの、えーと、その前に神器を──」

「記念館はもう行かれましたかな!?　名物の救世主まんじゅうもありますよ!?」

　美少年の顔を模したまんじゅうと鼻を突つき合わせて、ミアが頷く。

「……シュールね」

「食べる……のでしょうか、村の英雄のご尊顔を……」

「ぶっちゃけ気持ち悪いぞ──むぐ」

　もっともな感想を漏もらそうとしたライアの口を冷ひや汗あせ混じりに塞ふさぐ。この村で少しでも『最強勇者』をけなそうものなら何をされるか分かったものではない。

「なるほど、村人全員が熱ねつ烈れつな信者というわけですね」

　さすがに引き気味のベルに、クロノスは「ああ」とうんざり頷き、──それでも感謝している。この村の人たちは、出自のはっきりしない自分を大切に育ててくれた。だからこそその期待に応こたえたくて、自分は最強まで登り詰めたのだ。

　……でもなんか、昔よりさらに悪化してない？　狂きよう気きすら感じるんだけど……あの三さん人にん娘むすめが完全に押されてるし……

「それにしてもいいところにいらっしゃいましたね！　我が村はまさに明日あしたから、最強勇者大感謝祭なのですよ！　三日三晩に亘わたってクロノスさまを讃えるのです！」

「三日三晩……」

　もはやオウム返ししかできない三人娘に、ユズハが目を輝かせる。

「最強勇者大感謝祭は、それはもうすごいお祭りなんだよ！　屋台もたくさん出るし、日替わりの出し物もあるし！　あっ、最強勇者体操もぜひ覚えて帰ってね！」

「最強勇者体操……」

　クロノスは額に手を当てて天を仰いだ。

「あー、あの狂気じみた体操まだあるんだ～……！」

「最強勇者体操っていうのはね、クロノスくんの伝説をなぞりながら身体からだも鍛きたえられるという一石二鳥の体操で──」

　目を白黒させるミアたちにユズハが力説し──と、野太い哄こう笑しようが響ひびいた。

「はーっはっはっは！　最強勇者体操のことなら俺に任せなァ！」

　村人たちがざわめきながら道を空ける。その奥から現れたのは、

「クロノス親衛隊隊長、ゴンゾウ！」

　そこには精せい悍かんな男たちを従えた青年が立っていた。ああ、あいつ知ってる。やけにつきまとってくるなと思ってたけど親衛隊長だったのか……悪質なストーカーかと思ってた。

「ようこそ、旅人さん！　このゴンゾウが真の最強勇者体操を見せてやるぜ！」

　ゴンゾウが「ミュージック！」と太い指を鳴らすと同時にどこからか演奏隊が現れた。広場に集まった人々が老いも若きも軽快な音楽に合わせてズンチャズンチャと踊おどり出す。

「な、何!?　何がはじまるの!?」

「最強勇者体操第一～！　まずは基本のドラゴンを斬きる運動から～！」

「ドラゴンを斬る運動!?」

『セイ！　ヤッ！　ハッ！』

　村人たちが剣に見立てた棒を一糸乱れぬ動きで突き出す。

「き、キレッキレだぞ!?」

「さあ、旅人さんもレッツ・ジョイナス！」

「ジョイナスご一緒にと言われても!?」

　仕方なく参加するが、振ふり付けは複雑で激しく、三人娘はついていくのも精せい一いつ杯ぱいだ。

「これ体操っていうレベルじゃないぞ……!?」

　ゴンゾウが汗を飛び散らせながら叫さけぶ。

「続いて、魔ま族ぞくを八やつ裂ざきにする運動～！」

「は、速すぎて見えないわ！」

「なんという洗練された動き！　もしや村人ひとりひとりが最強勇者級なのでは!?」

　戸と惑まどう一行を置き去りにして最強勇者体操は続く。

「次に、こんなガキが最強勇者なわけないだろとクロノスさまをバカにした冒険者ザコを背後から崖がけに突き落とす運動～」

「さ、最強勇者クロノス、可愛かわいい顔をしてなんて卑ひ劣れつな男なの!?」

　やってねぇよ！　少なくとも俺はやってねぇよ！　風評被ひ害がいも甚はなはだしいよ！

　ミアがぜいぜいと息を荒らげながらクロノスを見み遣やる。

「あんた、やたら、いい動き、するじゃない……っ！」

「なんか、普ふ通つうに、ついていっていますね……!?」

「そ、そうかな!?」

　無む駄だなキレを見せるクロノスに、胸ポケットからベルが忠告してくる。

「ご主人さま、はしゃぎすぎです！」

「はしゃいでねーよ！」

「そんなノリノリで踊ってたら正体バレますよ!?」

「しょうがねぇだろ、小さい頃から踊らされてたから身体が勝手に動くんだよ！」

　初見で完かん璧ぺきに踊りこなすクロノスを見たゴンゾウが、感動に身を震ふるわせる。

「な、なんという恐おそろしい才能だ……！　きみ、親衛隊に入らないか!?」

「謹つつしんでご遠慮申し上げます！」

　俺が俺の親衛隊ってどんなカオス!?

　テンポは徐じよ々じよに速くなり、最強勇者運動もいよいよ佳か境きように入ってきた。

「なんかアドレナリン出てきたわ!?」

「だんだん楽しくなってきたぞっ！」

「騙だまされるな！　それおまえらの脳内物質が全力で誤作動してるだけだから！」

　三人娘と村人のテンションが一体となって盛り上がる中、ゴンゾウが吠ほえる。

「ここでフィニッシュ！　魔王にトドメを刺さす運動ーっ！」

　やったぞ、この長かった生いき地じ獄ごくもようやく終わるっ……！

「うおおおおおおっ！」

　クロノスは雄お叫たけびを上げながら、鮮あざやかな剣けん筋すじで棒を振り抜ぬき──村人たちがひどく覚めた目でクロノスを見つめた。

「あ、そこは最強勇者さまのソロパートですから」

「ごめんなさい……」

　なにこの空気読めない子的な扱あつかい……めっちゃひそひそ話されてる……俺の故郷なのにすごいアウェイ感……辛つらい……

「だからはしゃぎすぎだって言ったじゃないですか！」

「はしゃいでねーよ！　だいたい体操にソロパートがあるってどういうことだよ!?」

　ゴンゾウは爽さわやかに汗を拭ぬぐう。

「いやあ、見事だったぞ、旅人さんたち！　そうだ、せっかく演奏隊も出てきたことだ、明日のライブに備えて練習するか！　簡単だから旅人さんもぜひ参加してくれ！」

「えっ、ライブ？　ライブあんの、明日？　初耳なんだけど」

　整列した村人たちに向かって、ゴンゾウが太い声を張り上げる。

「準備はいいか！　まずはコール＆レスポンスから！　せーのっ、」

『ファイトだよっ♡』

「すみません出だしからついていけません！」

　何コレこんなん俺がいた時代にあった!?

　狼ろう狽ばいしている内に軽快な音楽が流れ始めた。ゴンゾウが二本の小枝を一行にそれぞれ手て渡わたし、

「はいここでロマンス！」

「ロマンスって何!?」

　周囲を見ると年とし端はもいかぬ子どもから妙みよう齢れいの女性、壮そう年ねんのおじさんたち、今にも腰こしが折れそうなおじいちゃんおばあちゃんまで、一糸乱れぬ動きで小枝を振り回していた。

「何この洗練された動き!?　怖こわい！」

「はい、右！　左！　右！　左！　回転！」

「待って、ついていけない！」

「続いて大おお技わざ、ドラグーン・ハリケーン・デラックス・サチコ！」

「なんかすごい強そう！」

「ここで二階席が総立ち！」

「二階席があるの!?」

「クロノスさまが手を振られたらすかさず英雄コール！　──今っ！」

『エーユー！　エーユー！　フーアーユー!?』

「ライブでフーアーユーあんた誰？ってなんだよ、失礼にも程ほどがあるだろ！」

「気を抜くな！　ここでクロノスさまが分ぶん裂れつするぞ！」

「分裂するの!?　さすがの俺最強勇者にもできることとできないことがあるよ!?」

「ははは、面おも白しろい冗じよう談だんだ！」

「いや冗談ではなく！」

　どうしよう、俺の神格化がとどまるところを知らない！

　熱気はいよいよ加速する。飛び散る汗、冴さえ渡るパフォーマンス、唸うなる小枝サイリウム！

「ど、どうしよう、何ひとつ分からないぞ……！」

「私たち、とんでもない魔ま境きように足を踏ふみ入れてしまったんだわ……！」

　三人娘は息も絶え絶えだ。と、鋭するどい叫びと共にゴンゾウの小枝サイリウムが飛んだ。

「そこ、違ちがう！」

　演奏が止やむ。息いき詰づまるような緊きん張ちようの中、倒たおれ込んだ小太りの男にゴンゾウが歩み寄った。

「きさま、今振りを間違ったな!?」

「ひっ！」

　縮こまる男に、親衛隊長は涙なみだながらに訴うつたえる。

「流星スネイクのひとつも打てずに、クロノスさまが喜ばれると思うのか!?」

「す、すみません……！」

　まあ流星なんとやらを捧ささげてもらったところで俺は別に喜ばないけどね!?

「ふっ。分かればいいのだ。我らクロノスさまのファン同士、共に精しよう進じんしていこう」

「は、はいっ……！」

　ゴンゾウは男に手を貸して立ち上がらせ──しゃがれ声がそれを遮さえぎった。

「はん、そんな生なま温ぬるいやり方で統率が取れると思ってるのかい？」

　人々の視線の先、現れたのは腰の曲がった老ろう婆ばであった。

「お、おまえは──ヨネばあ！」

「誰かしら……」

　当然の疑問を口にするミアに、ユズハがごくりと喉のどを鳴らす。

「あれはヨネおばあちゃん……泣く子も黙だまる、過激派モンペファンクラブ『クロノシック』代表だよ！」

　何それ聞いたことない！　怖い！　ヨネばあちゃんはいつから俺のモンペになったの!?

「西のゴンゾウ、東のヨネって呼ばれる二大派は閥ばつの邂かい逅こう……これは戦争になるよ……！」

「派閥があるのですか!?」

　ヨネばあはゴンゾウに指を突つきつけて唾つばを飛ばす。

「流星スネイクすら打てないファンなどファンに非あらず！　今すぐ村を追い出すべきじゃ！」

「何を言う！　我々は同じくクロノスさまを崇あがめる仲間ではないか！」

「ふん、そのなれ合い根こん性じようがぬるいというのじゃ！　あたしゃ一生同担拒きよ否ひだよっ！」

「またそんなことを！　知っているのだからな、貴様の悪行！　記念館に忍しのび込んでは展示品を盗ぬすんでいくヤラカシめが！」

「うるさいね！　何だいその出来の悪い手作りラミカは、引きちぎるよっ！」

「黙れ！　だいたい過激派モンペ組はいつも口ばっかりのくせに練習不足で……！」

　派閥間で巻き起こる大論争を、一行はもはや無我の境地で見つめていた。

「何かしら、これ……あたしたち神器をひと目見れればそれでいいんだけど……」

「あっ、ま、待ってみんな！　私の話を聞いて！」

　ユズハが慌あわてて止めに入る。ようやく本来の目的を思い出してくれたか、ユズハ！

「私たちが争ってもクロノスくんが悲しむだけだよ！　ここは最強勇者クイズで決着をつけよう！」

「最強勇者クイズって何!?」

　嫌いやな予感しかしないんだけど!?

「最強勇者クイズとは、クロノニウム不足になった村人が編み出した遊びだよ！　クロノスくんに関するクイズで、クロノスくんに関する相そう互ご理解を深めるの！」

「そんな楽しく学ぼうみたいな!?」

「二大巨きよ頭とうゴンゾウさんとヨネおばあちゃんの直接対決、まさかこんなところで見られるなんて……っ！　今日という日は新たな伝説のはじまりになるよ！」

「そんなすごい感じなの!?」

「ふふ、名案だな！　どちらがクロノスさまのファンに相応ふさわしいか勝負だ、ヨネばあ！」

「望むところじゃ！」

　両者が身構え──と、悠ゆう々ゆうと歩み出る人ひと影かげがあった。

「ではここからはワシが司会を務めようぞ……この村の生き字引、村長がのぅ！」

「大おお御ご所しよ出てきちゃったなぁ！」

　そして村長ぜんぜん変わってないなぁ！

　ぽかんとしている三さん人にん娘むすめそっちのけで、最強勇者クイズが幕を開けた。

「では第一問！　三さん択たく問題じゃ！　この中でクロノスさまができないことは!?　一番、逆立ちして鼻からパスタを食べる！　二番、目でピーナッツを嚙かむ！　三番、さっきワシが、妻が大事にしとった皿を割ったのをなかったことにする！」

「どれもできねぇよ！」

　ただの罰ばつゲームじゃん！　三番にいたってはあんたの都合で時空歪ゆがめてるからね!?

　ゴンゾウが一足早くボタンを叩たたく。

「二番！　目でピーナッツを嚙む！」

　村長はおもむろにひげを撫なでた。

「正解は──ひととおりクロノスさまに試ためしていただいてから決めるぞえ！」

「クイズの意味！」

「じゃが断言しよう！　我らが最強勇者に不可能はないと！」

「あるよ！　そしてクイズの意味！」

「それでは第二問！　クロノスさまの決め台詞ぜりふは!?」

　本人が「決め台詞なんてあったか？」と首を捻ひねる中、ヨネばあさんがボタンを叩いた。

「『ふっ……やれやれだね』！」

「クロノシック組、正解じゃ！　ちなみにこれはクロノスさまがある時スライム討とう伐ばつを依い頼らいされた際に突とつ然ぜん残された決め台詞で、五歳とは思えないほどに溢あふれ出るアンニュイさから、またたくまに広まってその年の流行語大賞を取り──」

「ちょ、やめ……！」

　ああああああ、俺の黒歴史ぃぃぃぃいい！　ちょっと調子こいちゃった一言があんな大事になるなんて思ってなかったんですごめんなさぁぁぁぁい！

「では第三問、クロノスさまが六歳の時に初めて編み出した技名は!?」

「『秘技・暗あん黒こく竜りゆう快かい斬ざん波は』」

「ブッブー！　親衛隊、不正解！　それは三番目の技じゃのう！　正解は『絶ぜつ・幻げん狼ろう剛ごう撃げき牙が』じゃ！　これは攻こう撃げきと剛撃をかけたもので──」

「ふぅ[image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛]……!?」

「ちょっと下げ僕ぼく、どうしたの、そんなに額を打ち付けたら血が出るわよ!?」

「次っ、第四問！　『心とはどこにあるものなのですか？』という質問に対するクロノスさまの返事は!?」

「『心……？　なんだろう、分からない……けれど、とてもきれいな響ひびきだな……』」

「親衛隊、正解！　この頃ころに残された名言には他ほかにも『笑うって感情が、分からないんだ……』などがあり、とにかく人生の迷めい路ろに迷い込まれていたご様子で──」

「殺せぇぇぇえ、いっそ殺せよぉぉぉおおお！」

「クロ、急に自分の首を絞しめてどうしたんだ！　気を確かに！」

「続いて第五問、──」

　とても快適なテンポで暴ばく露ろされていく俺の黒歴史！　やめて、俺のライフはもう０よ！

　三人娘はなんともいえない表情で立ち尽つくしている。

「恥はずかしい」

「これは恥ずかしいですね」

「なんであんたが真っ赤になってんのよ」

「うっ、うっ……だってぇ……」

　クロノスは両手で顔を覆おおったまま呻うめいた。何コレ、どんな拷ごう問もん!?

　やがてクイズが尽きたのか、両者が顎あごに滴したたる汗あせを拭ぬぐった。

「ふふ、さすがはヨネばあ。どうやら引き分けだな……」

「あんたも腕うでをあげたね。この続きは、明日あしたの本番で白黒付けさせてもらうぞえ……！」

　固い握あく手しゆを交かわす二人を見て、村長が自じ慢まんげに振ふり返る。

「最強勇者クイズいかがでしたかな、旅人さん！　我が村の英えい雄ゆうクロノスさまの伝説のほんの一いつ端たん、伝わりましたかの!?」

「ええ、あの……とても勉強になりました」

　ミアの大人の対応に、村長は目を輝かがやかせた。

「そうじゃろう!?　祭りでは他にも、楽しい出し物や競技が目白押しじゃ！　さらになんと競技の優勝者には、クロノスさまの部屋の空気を詰つめた瓶びんが贈おくられるのじゃよ！」

『うおおおおおおお!?』

　初出しの情報だったのか、村人たちが熱ねつ狂きようする。

「他にも、クロノスさまコレクターであるワシの秘蔵品、使用済みのハンカチ！　消しゴム！　そしてリップクリームを大放出じゃー！」

『うおおおおおおお!?』

　待って、俺の身の回りのものがちょくちょくなくなってたのは村長にパクられてたからなの!?　若じやつ干かんイジメかと思ってたよ、良かった！　……いや良くないよ逆に怖いわ！

　村長が手にした品の数々に、村人たちが目の色を変えて殺さつ到とうする。

「寄よ越こせぇぇえ、今寄越せぇぇぇえ！」「ま、待つのじゃ、これは明日の景品で──！」「ワシのもんじゃあああ！」「いやあたしのだよ！」「どけ！　リップクリームは俺が手に入れる！」

「み、みんな、落ちついてっ……」

　火が付いた村人たちは、ユズハの言葉にも聞く耳を持たない。混乱が最高潮に達し──

「や、やめてくれみんなっ、俺のために争うな！」

　思わず叫さけんだクロノスに、村人たちの冷静な目が一いつ斉せいに集まり、

「いや、別にあなたのために争っているわけでは」

「ごめんなさい……」

　うなだれるクロノスの肩かたにミアが手を置く。

「身を挺ていして争いを止めたのね！　ナイスガッツよ！　ご褒ほう美びにあめ玉あげる！」

「今優やさしくしないで、辛つらい」

　っていうか何なのホント、どうしちゃったのみんな!?　昔から思い込みの激しい純じゆん粋すいな人たちではあったけど、ここまでクレイジーではなかったよね!?

　ライアが感心したように腕を組む。

「クロノスって人、モテモテだなぁ！　クロもこれくらいモテたら良かったのに！」

「ハハハ、ソウダナー」

「ほんと不思議よね、同じ名前なのにどうしてこうも違ちがうのかしら」

　ミアの何気ない呟つぶやきに、村人が一斉にクロノスを振り返った。

「なんと！　我らが最強勇者さまと同じお名前ですと!?」

　その剣けん幕まくに「うっ!?」とたじろぐ。ヤバい、もしかして同一人物だとバレ……──!?

　しかし村人たちは厳おごそかに両手を合わせ、

「ご愁しゆう傷しようさまです」

「何でだよ!?」

「いえ、名前が同じでもこんなにも違うのだなと……あの至上の御おん身みと同じ名前とは、不幸なことでございました……」

「哀あわれまないで！　悼いたまないで！」

　あーもう全然バレる気配ないわこれ！　嬉うれしいやら虚むなしいやら！

　と、胸ポケットがじたばたと暴れた。覗のぞき込んで小声で注意する。

「おい、暴れんな、ベル」

「なんだか腹が立ちます！」

「何がだ？」

　ベルは胸ポケットの中で憤ふん然ぜんと腕を組んだ。

「この人たち、こんなに『最強勇者クロノスさま』を崇すう拝はいしてるくせに、見た目が変わっただけで気付かないなんて、いったいご主人さまの何を見てたんですかね!?」

「……ベル……」

「いくらなんでも美化しすぎです！　本当のご主人さまは女の子たちの尻しりの下に敷しかれて悦よろこんでいるヘタレ童どう貞ていですよ!?」

「うん、悦んではいないね？　そこだけは否定させてもらうね？」

　そこでようやく神器という本来の目的を思い出したのか、ユズハが慌てて場を取り持つ。

「それでね、実はミアちゃんたちは冒ぼう険けん者で──」

「なるほど！　ではクロノスさまにあやかるためにいらしたのですね!?」

「あっ、違くて、あの、少し、神器をね……っ」

「ならばお教えしましょう、クロノスさまの輝かしいヒストリーを！」

　ユズハを無視して、村人は朗々と語り出す。

「クロノスさまがこの村にお姿を現されたのは、五歳ほどの頃ころでございました」

　ミアが首を傾かしげる。

「？　どういうこと？　最強勇者ってこの村で産まれたんじゃないの？」

「いいえ。あの御お方かたは突然──本当にある日忽こつ然ぜんと『精せい霊れいの森』から現れたのです。『精霊の森』はこの村の北方に拡がる聖なる地。その神聖な森から立ち現れた美しい子ども──私たちには一目で分かりました。この方は女め神がみより遣つかわされた精霊の申し子だと！」

　クロノスは複雑な思いで自分のヒストリーとやらに耳を傾かたむけた。実際にその時より前の記き憶おくはない。どこで産まれたのか、その歳としになるまで誰だれに育てられたのか、自分ですら明言することはできなかった。

　村人はうっとりと目を閉じる。

「クロノスさまは村人の崇拝を集めながらすくすくと成長なされました。そのお姿は麗うるわしく、お心は澄すみ渡わたり、そして精霊に愛されてあらゆる魔ま法ほうを使いこなし……神秘に溢れた、まさに精霊の子でございました。あの方こそ女神さまに遣わされた救世主！　人間を超ちよう越えつした現あら人ひと神がみっ！　魔王を倒たおすのはあの御方をおいて他にいません！」

　母親の足にまとわりついていた子どもたちが声を上げる。

「クロノスさまはすごいんだ！　村の英雄なんだよ！」

「クロノスさまがきっと魔王を倒して世界を平和にしてくれるって、みんな信じてるんだ！」

　そのきらきら光る瞳ひとみに、クロノスの胸がつきりと痛んだ。この期待に応こたえたかった。この人たちの求める通り、世界のために生き、世界のために果てるのが自分の歩む道だと信じていた。だが俺は救世主じゃなかった。自分には今や神秘の力はなく、代わりに宿るのは闇やみ精霊の力。──この人たちが今の俺を知れば、どれだけ失望することだろう。

「明日はそのクロノスさまが八年ぶりに帰ってこられるということで、みな楽しみにしているのです」

「ああ、クロノスさま、いったいどんな美青年に成長されているのかしら!?」

「連れん絡らくと噂うわさが途と絶だえて半年、どんなご活かつ躍やくを聞けるのか楽しみじゃのう」

「さあ、こうしてはいられない！　皆みなのもの、出で迎むかえの舞まいの練習をしようではないか！」

　村長の合図に応えて、村人たちが再び踊おどり出そうとし──ユズハが意を決したように割って入った。

「それでね！　えっとね、実は……ミアちゃんたちに神器を見せたくて……っ！」

「神器を!?」

　途と端たん、広場の空気が一変した。村人たちがどよめく。

「あれは神聖な物だ、救世主たるクロノスさま以外の目に触ふれさせるなどとんでもない！」

「え、えと、ごめんなさい、で、でも、あの……っ」

　村人たちに詰め寄られてユズハが縮こまり──ミアが髪かみを払はらった。

「ユズちゃん、いいわ。あたしたちの口から説明するから」

「ミア、やめろ！」

　クロノスの制止も虚しく、ミアは正面切って言い放った。

「あたしたち、女神さまに選ばれた救世主なの」

「何だと……!?」

「そして、神器は私たちにしか使えないんだ！」

「それで、一目でいいから神器を見せていただきたいのです」

「信じられないなら証しよう拠こも見せるわ。ベルちゃん──」

　しかしベルが出てくる前に、村人たちの殺気が渦うずを巻いた。

「そんなわけはない！　世界を救うのはクロノスさまだ！」

　ミアが口を開く前に、ユズハがその矢や面おもてに立ちふさがる。

「ほ、本当だよ！　私、見てきたもん！　も、もちろんクロノスくんも救世主だって信じてるけど、えっと、でも、救世主って一人だけとは限らないっていうか……！　だから、一目でいいからミアちゃんたちに神器を見せてあげてほしいの！　お願い！」

「ユズちゃん……」

　しかしユズハの説得は火に油を注いだだけであった。

「ユズハ！　巫み女こたるおまえが何を言うのだ！　情けない！」

「クロノスさまこそ唯ゆい一いつ無む二にの救世主であらせられる！」

『クロノスさま、ばんざーい！　我が村の英雄、ばんざーい！』

　熱狂が神しん殿でん前を埋うめ尽つくす。その熱気にクロノスはたじろいだ。もともと熱心で信心深い人たちだったが、ここまでくると狂きよう気きすら感じる。

「これは無理そうですねぇ」

　シルフィーが困ったように小首を傾げ、ユズハがうなだれた。

「ごめんね、私……」

「いいのよ、ありがとう、ユズちゃん」

　──と、村人たちの歓かん声せいを、コォン、と澄んだ音が切り裂さいた。喧けん噪そうがぴたりと止やむ。不気味なまでの静せい寂じやくの中、薄うすい氷のような平べったい声がした。

「おかえり、ユズハ」

『司祭さま！』

　村人たちの視線を追って振り仰あおぐと、神殿に続く階段に長いローブをまとった男が立っていた。壮そう麗れいな儀ぎ式しき用の杖つえをつき、長身瘦そう軀く、整った顔に穏やかな微び笑しようを浮うかべているが、氷のように青い双そう眸ぼうは妙みように感情というものを感じさせなかった。

「あ、あの、ユズハ、ただいま戻もどりました！　ご挨あい拶さつが遅おそくなりまして……」

「いいのです、よく無事に戻りましたね」

　決して大きな声ではないのに、その声はどこか聞く者を注目させずにおかない響ひびきを持っていた。平へい坦たんな視線がユズハの背後に移る。

「そちらは旅人さんかな？　ようこそ我が村へ。私の名はゼフィル、この神殿の司祭を務めています」

「初めまして。あたしたちは──」

　ミアたちが自己紹しよう介かいする中、クロノスはふと胸ポケットが震ふるえているのに気付いた。そっと覗き込むと、ベルがうずくまっていた。

「ベル？　おい、どうした、大だい丈じよう夫ぶか？」

「すみま、せん……少し、ふらふらして……」

「…………」

　クロノスは胸ポケットに『星明かりの雫しずく』を落とし込んで、顔を上げた。

「話に聞けば、その方々、救世主とか？」

　こつこつと杖を鳴らして階段を降りてきたゼフィルの前にミアが進み出た。

「そうよ」

「そんなわけはない！」「世界を救うのはクロノスさまだ！　帰れ、帰れ！」

　村人たちの叫さけびに逆らって、ユズハが懸けん命めいに声を張る。

「司祭さま！　あのっ……彼女たちは、本当に救世主だと思うんです！　わたし、彼女たちのがんばりをずっと近くで見てきて……一目でいいんです、彼女たちに神器を見せてあげてくれませんか!?」

「ユズちゃん……」

　ゼフィルは能面のような顔をユズハに向け──やがてにこりと微笑ほほえんだ。

「ユズハがそう言うのなら」

「司祭さま!?」

「ですが、ひとつ試練を受けてもらいましょう」

　色めき立つ村人たちを手で制してゼフィルはミアたちに向き直る。

「祭りの初日──明朝、ユズハは精霊の森近くにある『はじまりの祠ほこら』で禊みそぎをしなければなりません。その護衛を頼たのみます」

「はじまりの祠、ですか」

「なんだか冒険の序じよ盤ばんで肩かた慣ならしとして出てきそうな名前だな！」

「そんなに危険な洞どう窟くつなの？」

「いいえ、ダンジョンとは違ちがいます、心配はないでしょう。ただその洞窟は少し特とく殊しゆでして、精霊に認められた人間しか奥までたどりつくことはできないのですよ。あなた方が信しん頼らいに足るかどうか、精霊に決めてもらいましょう。あなたたちが求める神器もそこにありますよ」

　いかがですか？　と促うながされて、三さん人にん娘むすめは顔を見合わせ、頷うなずいた。

「いいわよ、受けて立つわ」

　司祭の決定に逆らう気はないのか、村人たちは不満そうにしながらも押し黙だまる。誰かがひそひそとささやいた。

「あの洞窟は司祭さまに選ばれたものしか入れない、どうせのこのこ帰ってくるさ」

　そんな中、クロノスはじっとゼフィルに視線を注いでいた。はじまりの祠？　精霊に認められた人間しか入ることができない？　そんな洞窟あったか……？

「それでは、交こう渉しよう成立ですね」

　ゼフィルはにこりと笑い、ユズハに目を向けた。

「そういえばユズハ、例の食材は手に入ったのかな？」

「は、はい！」

「そうか、がんばったね。クロノスさまも喜ばれることだろう。ではそれらは肌はだ身み離はなさず持っておきなさい……君が使うものなのだからね」

「はいっ」

　能面のような笑顔が一行を捕とらえる。

「旅人さん、今夜は神殿にご宿しゆく泊はくください。どうぞごゆるりと」




　草木も眠ねむる深夜、クロノスは一人出かける準備を整えていた。ベルが花のベッドから重たそうに頭を上げる。

「はじまりの祠に行くんですか？」

「ああ、一応下調べしておかないとな。おまえは来なくていいぞ？　まだしんどいだろ」

「すみません……」

「いいって、ゆっくり休んでおけ。ただし、明日は頼たよりにしてるぞ？　おまえは俺のお守りみたいなもんなんだからな」

「！　えへへ、任せてください！　伊だ達てに妖よう精せいじゃありませんからね！」

　嬉うれしそうな笑顔に思わず口元がほころぶ。事実役立つ聖水を作ってくれたり、アラクネ四天王の攻こう撃げきからクロノスを庇かばったりと、小さいけれど頼りになるやつなのだ。

「……しかし、懐なつかしいもんだな」

　ふと準備する手を止めて、殺風景な部屋を見み渡わたす。

「この部屋を俺に割り当てるなんて、分かってるじゃねーか」

　白い壁かべ、慣れ親しんだ家具。清潔で整っているけれど、一人で過ごすには少し広すぎるこの部屋。ミアたちは別室で眠っていることだろう。人の気配はなく、ランプの芯しんが燃える音だけがただしんしんと胸の空くう洞どうに降り積もる。思えば子どもの頃ころもそうだった。何不自由なく生活し、村人は畏い敬けいと崇すう拝はいを以もつて接してくれて……けれどいつもどこか正体のない寂さびしさを持て余していた。

　と、過去に飛んでいたクロノスの思考を、控ひかえめなノックの音が引き戻した。

「……？　誰だれだ、こんな時間に……」

　クロノスは身構えながら慎しん重ちように扉とびらを開き──

「ユズハ？」

　薄うす闇やみの中、栗くり色いろの髪の少女がカンテラを提さげて立っていた。

「こんばんは。遅くにごめんね……起きてた？」

「ああ。どうしたんだ？」

「えっと……少し散歩しないかな？」

　本当なら断るべきだった。けれど、何か思い詰つめたような幼なじみの笑顔が痛ましくて、

「……ちょっと待ってろ」

　手早く身み支じ度たくを調ととのえると、ベルに寝ねてるようにと目配せして、ユズハと肩かたを並べて神殿を出た。

　南の空には満月が掛かかっていた。風が吹ふく度たびに森がざわめき、湿しめった土と葉のにおいがする。そういえば小さい頃にはよくユズハとこっそり神殿を抜ぬけ出したものだ。こうして並んで歩いているとあの頃に戻ったような気がした。

　ちらりと視界の端はしに捕らえたユズハの横顔は、ひどく強こわばっていた。

（俺の正体について聞きたいんだろうが……今は黙だんまりを続けるしかねぇな……）

　残ざん酷こくなことをしていると思う。それでも今、正体を明かすことはできなかった。

　互たがいに胸に重しを抱かかえ、言葉もないまま歩く内に広場に出た。祭りに備えてたくさんのテーブルや椅い子すが並んでいる。明日はきっと村一面が色とりどりの花や料理で飾かざられるのだろう……帰ってきやしない最強勇者俺のために。

　月明かりに照らされた村道をぼんやり歩いていると、急にユズハが立ち止まった。

「ねえ、クロさん」

　ん、と応こたえて振ふり返るが、ユズハは深く俯うつむいていてその表情は見えない。

「どうした？」

　クロノスはユズハの前に立ってのぞき込み──ふいにユズハが顔を上げた。柔やわらかな両手に頰ほおを包まれる。え、と声を上げる暇いとまもなくユズハが伸のび上がって、クロノスの口元に桜色の唇くちびるが迫せまり──

「ゆ、ユズっ！」

　危あやういところで細い肩を摑つかんで引きはがした。

「おっ、おまえ、何してっ……!?」

　どどどどと轟とどろく心臓に急せかされながらその顔を見下ろして、声を失う。ユズハはどこか哀かなしそうな微笑みを浮かべていた。

「……ほら、クロノスくんだ」

「……は……──」

「わたしをユズって呼ぶのは、クロノスくんだけだよ」

「……っ！」

　声を失うクロノスを見上げて、ユズハの顔が泣き笑いみたいに歪ゆがんだ。
















「ねえ、クロノスくん。どうして正体を隠かくしてるの？　下げ僕ぼくなんか似合わないよ、クロノスくんは最強の勇者だもん。どうして魔ま法ほうを使わないの？　どうして自分で戦わないの？　私、知ってるよ。クロノスくんが誰よりも強いこと。ねえ、どうしてなの……？」

　答える術すべのないクロノスの手を、冷たい指が縋すがるみたいに握にぎった。

「ねえ、分かるでしょ？　村の人たちみんなクロノスくんを待ってるんだよ。クロノスくんが世界を救うの楽しみにしてるんだよ……ねえ、これまでのこと、全部演技なんだよね？　正体を隠してるのは何か理由があるんだよね、本当のクロノスくんは強くて、最強なんだもんね？　いつか魔王を倒たおして、英えい雄ゆうとして村に帰ってきてくれるんだよねっ？」

　身体からだが鉛なまりのように重い。首を振るのがやっとだった。

「……違うよ、俺はそんなたいそうなもんじゃない──」

「噓うそだ！　クロノスくんは精せい霊れいに愛された救世主なんだよね!?　世界を救うんだよね!?」

　細い手が腕うでを摑む。潤うるんだ涙なみだ声ごえが棒立ちになった身体を撃うち抜いていく。

「ミアちゃんたちだって救世主かもしれない！　でも私たちの英雄はクロノスくんだけだよ！　だってずっと傍そばで見てきた！　私知ってるもん、信じてるもん、クロノスくんの強さを！　クロノスくんは誰より完かん璧ぺきで、誰より強くなきゃだめなんだよ！」

「……っ！」

「ねえクロノスくんは無敵の英雄なんだよね！　私たちを裏切ったりしないよね！」

「……俺は」

　口を開くのにひどい労力を払はらった。胸の奥でどろりとわだかまっている靄もやを吐はき出す。

「……俺は救世主じゃない。女め神がみに選ばれたのはあいつらだ。分かるだろ、俺は魔法を使えない。俺は皆みんなが望むものになれない……悪いが、」続く言葉がどんなにこの少女を傷つけるかを知っている。それでも小さく息を吸い、血を吐くように告げた。「人違いだよ」

「……っ！」

　ユズハの顔が泣き出しそうに引き歪み──背後でパキ、と乾かわいた枝の折れる音がした。

「おや、こんなところで何を？」

「！」

　振り返った先に、月明かりに照らされたゼフィルが立っていた。背中を冷たい汗あせが伝う。ユズハに気を取られていたとはいえまったく気配を感じなかった。

「ユズハ、明日は祭りですよ。あなたは祭りに欠かせない大事な身体です。戻もどりなさい」

「……っ」

　ユズハは黙って唇を嚙かんでいたが、やがて目め尻じりを拭ぬぐって走り去った。

　闇やみにかき消えるユズハの背中を見送って、ゼフィルがゆっくりとクロノスに向き直った。

「クロノスさま。なぜ正体を隠されておられるのです？」

　薄はく氷ひようのような声にうなじがぶわりと逆立つ。

「……何の話だ」

「見れば、あのお連れの少女たちにも黙っておられるご様子。彼女たちに正体を知られると何か不都合が？」

「……悪いが、俺は──」

　能面のような白い顔を睨にらみ返すと、青い双そう眸ぼうが三日月の形に歪んだ。

「貴方あなたは最強で、そして孤こ独どくであるべきだ。孤独こそが貴方を真の姿へと導く」

「……何を、」

　司祭は端たん正せいな微笑ほほえみを浮うかべ、杖つえの先を元来た道へと向けた。

「どうぞ神しん殿でんにお戻りください。明日あしたは長い一日になるでしょうから」

　森をぬるい風が吹き抜けた。肌はだがチリッと焼け付く。心の中まで暴あばき出してしまいそうな月明かりの下、闇精霊が妙みように騒さわいでいた。







　その祠ほこらは森の奥深くにあった。岩いわ肌はだにぽかりと空いた虚うつろな闇を見み据すえて、ライアが腕を組む。

「ここだな、はじまりの祠！」

「なんだか下手なダンジョンよりも雰ふん囲い気きがありますね」

「げ、下僕、ランプもっと高く掲かかげて！　少しでも離はなれたら許さないから、絶対よ!?」

「はいはい」

　クロノスはランプを掲げながら祠を睨み上げた。ベルも胸ポケットから顔を出す。

「なんだか妙な気配がしますね」

「ああ。昨夜は結局下調べすらできなかったからな……用心して掛かからねぇと」

　昨晩、ゼフィルと別れてからも妙な気配が一晩中べったりと張り付いていた。まるで監かん視しされているようなあの感覚を思い出して背筋が冷たくなる。

（あの司祭、いったい何者なんだ？　アラクネと同じく、人間に擬ぎ態たいできる高位の魔族──いや、魔族は精霊を厭いとう。ヤツが魔族なら、わざわざ自分が不利になる精霊の森に近いこの場所に俺たちをおびき寄せるわけはない──）

「そういえば、もう具合は大だい丈じよう夫ぶなのか、ベル？」

　胸ポケットを覗のぞき込むと、ベルが嬉き々きとして青い宝石を掲げた。

「はい！　昨晩徹てつ夜やして、魔ま除よけのお守りを作りましたからっ！」

「……ゆっくり休めって言わなかったか？」

「[image: あ゛]っ！　い、いえ、えっと、眠りながら作りましたっ！」

「ヘー、器用ダナー？」

「え、えへへへ～」

　皮肉を飛ばしながらも、胸ポケットの重みになんだかんだで安心してしまう自分に苦く笑しようする。

　と、頰に視線を感じた。振り返った視線がユズハと絡からみ合い──ユズハはすぐに目を伏ふせてしまった。

「…………」

　幼なじみに噓をつき続けていることに胸が痛む。彼女には悪いが、今は道中を共にすること以外にしてやれることはない。

「さあ、行くぞー！　いざ禊みそぎへ！」

「あ、待て！　何があるか分からないから慎重に──」

　クロノスは三さん人にん娘むすめに続いて足を踏ふみ入れ──

「──！」

　急に立ち止まったクロノスを、ミアが不思議そうに振り返った。

「どうしたの、下僕？」

「……いや、何でもない」

　この祠に入った瞬しゆん間かん、全身に電流が走った。殺気や悪お寒かんという類たぐいのものではない。何かもっと──

（……懐なつかしい、ような……？）

　岩の残ざん骸がいを踏み越こえながらライアが口を開く。

「ユズハはここに来たことあるのか？」

「ううん。司祭さまが最近見つけて、まだ誰だれも入ったことがないの。なんでも古代の遺い跡せきに繫つながってて、精霊がすごくたくさんいるみたい。私も入るのは初めてで……でもなんか、精霊が騒いでて、変な感じがするなぁ」

「心配ございませんよ、何があっても守りますからね」

　ユズハはシルフィーに小さく微笑み返し、それから申し訳なさそうにうなだれた。

「ごめんね、こんなことになって……」

「いいのよ、ユズハちゃんのせいじゃないわ」

「これで神器を見せてもらえるんだから、結果オーライだぞ！」

「それに、こんな不気味なところにユズハさんお一人で行かせるなんてできませんもの」

「みんな……ありがとう」

　祠の内部は次し第だいに地下遺跡の様相を呈ていしてきた。最初は岩だらけだった足場も、奥に行くほどに整地されて今は完全に回かい廊ろうと化していた。左右の壁かべには燭しよく台だいと古びた絵画の残骸がぶら下がっている。罠わなの気配はないが、念入りにランプで照らしながら階段を降りた。

「ずいぶん古い遺跡みたいですね」

「だんだん地下に潜もぐっていってるわ」

「道もけっこう曲がりくねってるな！」

「ああ……このままだと、村の下を通りそうだな」

　慎しん重ちように目を配りながら歩くクロノスの隣となりで、シルフィーが首を傾かしげる。

「それにしても、神器とはどのようなものなのでしょうね？」

「今度こそ本物だといいな！」

「神器の偽にせ物ものってあるの？」

「そうよ、前回は大変な目に遭あったわ。いよいよ神器が手に入るかと思ったら、実は魔族の罠で──きゃ!?」

　階段を転げ落ちそうになったミアを、クロノスは背後から腕を回して抱だき留めた。

「おっと……！」

「[image: に゛]ゃっ!?　や、やだ、どこ触さわってんのよ!?　やめてよ、最近食べ過ぎちゃったの気にしてるんだからっ！」

「いいよ、おまえはもっと食え。ただでさえ食が細いんだから……それよりちゃんと足あし下もと見ろって、いつも言ってるだろ」

「よ、余計なお世話よ！　放してっ！」

「はいはい」

　少し距きよ離りを置こうとすると、今度は肘ひじを摑まれた。

「ちょっと、どこ行くのよ!?」

「いだだだだ痛い痛い！　そこ骨！　骨がじーんってするトコロだから！」

「あんたがランプ持ってるんだから、ちゃんと照らしてよね！　少しでも離れたら許さないから！」

「怖こわいなら怖いって言えよ、最初から！」

「はあ!?　あんたが怖いだろうから気を利きかせてあげてるのよ、光栄に思いなさいっ！」

「はいはいそりゃどうも──」

　肘をさするクロノスの鼻先に、ミアがずいと手を差し出してきた。

「あ？」

「……その……あ、あんた、怖いでしょ？　……手、繫いであげてもいいわ……っ」

「……光栄です」と言いながら手を握ると、ミアがしっぽを踏まれた猫ねこみたいに跳とび上がった。先に立って歩き出せば首まで真っ赤になりながら付いてくる。

　ったく、こいつは……。ため息を吐つくクロノスの反対側にシルフィーが寄り添そった。

「クロちゃん、気を悪くしないでくださいね？」

「ああ。これもミアなりの甘えだろ？」

　口の端はしで笑ってみせると、シルフィーはあら、と目を見張って嬉うれしそうに微笑んだ。

「クロちゃんもずいぶんミアのことが分かってきましたね」

「まあな。それなりに長い付き合いだし。少しはおまえらのこと理解してるつもりだよ」

　そっぽを向きつつもそわそわしているミアを横目に見て、クロノスは苦笑した。

「それにしてもミアのやつ、相変わらず甘え下手だな……」

　それでも最初に比べたら少しは頼たよってくれるようになったか。出会った頃ころ、今よりもっと意地っ張りで不器用だったミアを思い出して、クロノスは目を細め──ふと昨夜のユズハとのやりとりが頭をよぎり、手の中の柔やわらかなぬくもりを握にぎりしめた。もし俺の正体を知っても、こいつらは──

「……ど、どうしたの？」

「いや……──」

　階段が終わる。どうやら最下層に降りたようだった。いくつもの柱を通り過ぎ、やがてシルフィーが行く手を示した。

「あれを」

　わだかまる闇の先、両開きの扉とびらが待ち受けていた。

「下がってろ」

　クロノスは扉に手を掛けると、ゆっくりと押し開いた。重たい扉が埃ほこりを舞まい上げながら深しん淵えんを覗かせる。圧あつ倒とう的てきな闇が押し寄せ、全身が粟あわ立だった。

　現れたのは巨きよ大だいな聖堂だった。ドーム状の天てん井じようははるか高く、正面の突つき当たりには石段があり、その上には黒い祭さい壇だんがしつらえられている。周囲をぐるりと囲む石壁、その際きわには名も知れぬ神々の──あるいは悪あく魔まの彫ちよう刻こくが並び、五人を見下ろしている。

「何？　ここ……聖堂……？」

「ああ。位置的には村の真下になるか……」

　この場所はかつてないほどに濃のう厚こうな精せい霊れいの力で満ちている。だがそれと同時におぞましいほどの瘴しよう気きもまた渦うず巻まいていた。両者がせめぎ合ってくらりと目め眩まいを覚え──少女たちが身構え、ベルが警告を発した。

「ご主人さま、気を付けてください！」

「ああ。この気配は……！」

　低く唸うなりながら目を走らせる。黒い祭壇を背に、階段の上に座っている人ひと影かげがあった。

「誰だれだ！」

　ヒカリゴケが発する淡あわい光の中、杖をついてゆらりと立ち上がったのは、

「司祭さま!?」

　村の司祭──ゼフィルは緩ゆるやかに両手を広げて微笑んだ。

「やあ、ユズハ」

「し、司祭さまが一体なぜここに……祭りの準備をされているはずでは……？」

　階段に歩み寄ろうとするユズハをミアたちが制した。

「待って、ユズちゃん！」

「あいつ、変だぞ……！」

　ゼフィルの視線は三人娘を擦すり抜ぬけ、まっすぐにクロノスを貫つらぬいた。

「よく来たね、クロノス・ヴォルクオルデン。最強の勇者にして魔王城に一番近い男」

「……！」

「え……？」

　戸と惑まどいを浮うかべるミアたちに一いち瞥べつもくれず、ゼフィルは艶えん然ぜんと微笑ほほえむ。

「ひと目見て分かったよ。話には聞いていたが、なるほど、その身に抱かかえた虚うつろ……王の『器うつわ』に相応ふさわしい。本当ならば準備が整ってから生いけ贄にえと神器をエサにおびき寄せるつもりだったが、手間が省けた。よくこれまで死なずに種を育ててくれたね、感謝するよ」

「あなたさっきから何を言ってるの!?」

　ミアが髪かみを逆立て、ユズハが叫さけぶ。

「司祭さま！　神器は……神器はどこですか！」

「さあ、何のことかな」

「な……！」

　ゼフィルは喉のどの奥でくつくつと嗤わらう。

「魔王を倒たおす神器？　そんなものがあると思ったのか。女め神がみにいいように躍おどらされおって、愚おろかしい人間どもが……崇すう高こうなる王の器こそがすぐ傍そばにあるとも知らずに」

「わ、私たちを騙だましたのですか!?　なぜ……！」

「待て、ユズハ──」

　ユズハがクロノスを振ふり切って階段の下へ駆かけ寄り──

「ユズちゃん！」

　ミアが警告を発する前に、ゼフィルの指先から黒い茨いばらが伸のびた。手首ほどもあるその先せん端たんがユズハのみぞおちに食い込む。

「うっ、く……!?」

　剣けんを抜く暇いとまもなかった。くたりと気を失ったユズハを茨が搦からめ捕とり、ゼフィルの元へと運び去った。

「ユズハ！」

　ユズハを黒い祭壇に横たえて、ゼフィルが恍こう惚こつと目を細める。

「ご苦労だったね、ユズハ。君は本当にいい娘むすめだよ。従順で、盲もう目もくで、そして救いがたいほどに愚かだ。自分が生け贄になるとも知らず、必死に材料を集めていたのだからね」

「一体何のつもりだ、ゼフィル……！」

　しかしゼフィルは端たん正せいな顔を悦えつ楽らくに歪ゆがませるばかりだ。クロノスのこめかみに汗あせが伝う。吹ふき付けてくる凄すさまじい瘴気に足が縫ぬい止められていた。

「おめでたいことだ、この娘も村人も。さぁ、楽しい祭りの始まりだ。彼らは喜んで君の手足になるだろう……魔の種子を植え込まれて生き残ることができるかは別だがな」

「さっきから何をワケの分からないことを！」

「ユズちゃんを放しなさい！　救世主の私たちが相手になるわ！」

　初めてその存在に気が付いたように、ゼフィルの青い瞳ひとみが三人娘を舐なめた。

「ああ、救世主を名乗る小娘か。君たちのことはこいつから聞いているよ」

　ゼフィルが指を鳴らすと、祭壇の裏からかさかさと巨大な蜘く蛛もが現れた。それは前回の最強勇者決定戦でミアたちを苦しめた黒い子蜘蛛──アラクネの僕しもべであった。

「あなた、やはりあの蜘蛛女の仲間ですか！」

「っく、ははは……！　アラクネと？　あんな雑ざ魚こと一いつ緒しよにしてもらっては困るよ」

　ゼフィルは軽かろやかに笑うなり、手にした杖つえを子蜘蛛に突き立てた。蜘蛛がピギャ、と断だん末まつ魔まの悲鳴を上げて飛び散り、黒い霞かすみと化す。

「な……！」

「こんなちっぽけな小娘どもに負けるとは、アラクネも所しよ詮せんはできそこない。彼奴きやつには運良く勝てたようだが、その運もここで尽つきると思え」

「てめぇ、一体……！」

「ああ、すまない。自己紹しよう介かいがまだだったね」

　ゼフィルが微笑みを深くし──闇やみがぐつりと蠢うごめいた。長く伸びたゼフィルの影かげから黒い蝶ちようが立ち上り、息の詰つまるような瘴気が押し寄せる。

「気を付けろ！」

　三人娘を背に庇かばいながら呻うめく。ゼフィルの身体からだが変へん貌ぼうを遂とげていた。背中が盛り上がり、服を突き破って無数の茨が突き出す。ごきごきと鈍にぶい音が響ひびき、その全身が膨ふくれあがった。

「化け物……！」

　ライアの呻きに、尖とがった牙きばが笑みの形に開いて真っ赤な口こう蓋がいを覗のぞかせる。全身を鎧よろう黒い硬こう皮ひ、その身にまとった茨、赤く染まった虹こう彩さい──怪かい物ぶつの周囲を優ゆう雅がにひらめく無数の黒蝶は、まるで悪夢そのものであった。

「我が名は四天王が一、ゼフィル。魔王の右みぎ腕うでとなる者」

「四天王……っ！」

「二千年……長い道のりだった。だがこの生け贄を以もつて、我が野望は完かん遂すいされる」

　赤い瞳が陶とう然ぜんと細められ、黒い茨がユズハの肌はだを這はい──

「ユズハから離はなれやがれ！」

　クロノスの剣が鞘さや走ばしる。階段を駆け上がるなり繰くり出した電光石火の斬ざん撃げきを、ゼフィルの杖がいともあっさりと弾はじいた。

　続けざまに死角から斬きり上げようとした腕に茨が巻き付く。

「ぐっ……！」

　気を取られた刹せつ那なの間に、新たな茨が手足を締しめ上げる。

「クロノス！」

　階段の下からミアが叫んだ。

「そいつに手を出したら許さないわ、魔族！」

　打ち出された炎ほのおの球を、ゼフィルはあろうことか片手で握りつぶす。

「やれやれ、うるさい小娘だ。君たちはこいつの遊び相手でもしていたまえ」

　三人娘の足あし下もとを割って茨が飛び出した。黒い影がうねりながら少女たちに殺さつ到とうする。

「構えろ！」

　叫ぶ前にライアの剣が茨を切り払はらった。不気味にうねる蔦つたをシルフィーの矢が射い貫ぬき、ミアの魔ま法ほうが吹き散らす。しかし無限に湧わいて出る茨に苦戦し、三人は徐じよ々じよにひとかたまりに追い詰められていく。

「くっ……！」

「この程度で救世主とは笑わせる」

　しつこく押し寄せる茨に、ついに三人の姿が覆おおい隠かくされ──

「風よ！」

　刹那、凄まじい烈れつ風ぷうが逆巻いた。かつてないほどの強きよう烈れつな風魔法が茨を引きちぎる。

（！　そうか、この聖堂は精霊で満ちてる、魔法を使うミアには有利──！）

　シルフィーが瞬しゆん時じに弓を構え、障害物のなくなった空間を銀の閃せん光こうが切り裂さいた。

「小こ賢ざかしい」

　額目がけて放たれた矢をゼフィルは軽やかに避よけ──その一瞬の隙すきを突いて、クロノスの胸ポケットからベルが飛び出した。

「ベル！」

　ベルは茨をかいくぐり、ユズハの元にたどり着くとその胸に青い宝石を押し当てた。ユズハの身体が淡い輝かがやきを帯び、群がっていた茨を弾く。

「ユズハちゃんは任せてください！」

　これでユズハはしばらく安全だろう。クロノスは聖堂に目を走らせた。勝機はある。精霊の気配に満ちたこの場所ならば、精霊に愛されているミアの魔法は最大限の効果を発揮する。だが気になるのは、四天王ゼフイルがなぜわざわざ自分に不利な場所を選んだのか──

　青い光に覆われたユズハとベルを見下ろして、ゼフィルがつまらなそうに鼻を鳴らす。

「妖よう精せい……なるほど、妙みような気配がすると思ったら忌いま々いましい女神の手先か。貴様らが救世主という話、あながち妄もう言げんというわけでもなさそうだ。少しは楽しめそうかな」

　ゼフィルはうっすらと微笑み、長いローブを引きずりながら階段を降りていく。

「っ、待て……！」

　引き留めようにも手足に食い込む茨が許さない。

　襲おそい来る茨をミアの魔法とシルフィーの矢が打ち落とし、その隙を縫ってライアがゼフィルに肉にく薄はくした。

「私が相手だ、魔族！」

「……ひとついいことを教えてやろう」

　舞まうがごとく繰り出される切っ先を、ゼフィルは躍るように躱かわす。

「君たちは魔族の正体を知っているか？　あれは魔の種子を植え込まれた動物の成れの果てなのだ。ではそれを人という器に埋うめ込めばどうなるか……大たい抵ていは脆もろく腐くさり果てるか、知性のないバケモノになる。──だが千年、二千年に一度、王の器が現れる」

「何を──！」

　頭上から振り下ろされた剣を、黒い手が造作もなく摑つかんだ。さらに死角から打ち出された炎の球を手にした杖ではじき飛ばす。

「っ！」

　ライアの剣を片手で押さえ込みながら、ゼフィルは恍惚とした双そう眸ぼうでクロノスを仰あおいだ。

「分かるね？　彼こそが選ばれし器──私たちの王になるのだよ。君たちが本当に救世主だというのならば、君たちが倒すべきは彼なのだ」

「な、に……」

　赤い瞳に貫かれて、足下がぐらりと傾かしぐ。

「よくここまで来たな、最ク強ロ勇ノ者スよ。それは貴様のための供く物もつなのだ。存分に味わうがいい、そしてその身に宿る真の力を解放するのだ……生け贄がひとりで足りないのならば、いくらでも予備はあるぞ？」

　茨に翻ほん弄ろうされる三人娘を眺ながめて、ゼフィルが舌なめずりし──クロノスのうなじが逆立った。

「目ぇ閉じてろ！」

　ミアたちに吠ほえるなり大剣から黒い火の粉が噴ふき上がった。刀身を瞬またたく間まに黒こく炎えんが覆う。

　少女たちが息を吞のんだ。

「あんた、それ……！」

　魔ま剣けんは魔族の茨を容易たやすく切り裂いた。執しつ拗ように絡からみ付く残ざん滓しを引きちぎって跳ちよう躍やくする。渾こん身しんの力で振り下ろした魔剣を、しかしゼフィルは杖でなんなく受け止めた。両者の間に激しい火花が散る。

「チッ……！」

「なるほど、剣を介かいして闇やみ精せい霊れいを使し役えきするか。使いようによっては莫ばく大だいな力も得られるだろうに謙けん虚きよなことだ──もっとも、だからこそ人の身を保っていられたのだろうがな」

「っ、御ご託たくはいい、黙だまって剣の錆さびになりやがれ！」

　黒炎が唸うなる。しかし斬り上げた切っ先はゼフィルの鼻先をかすめたにすぎなかった。続く猛もう攻こうをあしらいながら、ゼフィルが嘲あざ笑わらうように口の端はしを吊つり上げる。

「もっと好きに使っていいのだ、その力はおまえのものなのだから。光と闇とはコインの裏と表。精霊も闇精霊も元は同じモノ……どんな聖なる力も闇に塗ぬり替かえてしまえばいい、そして貴様にはその力がある。なればこそ、精霊の気配に溢あふれたこの祠ほこらを貴様の舞ぶ台たいに選んでやったのだ。この場所はまさに新しい時代のはじまり──おまえの城となるのだ」

「うるせぇっつってんだろ！」

　がむしゃらに地を蹴けった。力と力が激しくぶつかり合うたびに精霊たちが悲鳴をあげる。

「どうした、こんなものか？　あまり俺を失望させるな」

「侮あなどるなよ、バケモノが！」

「真実から目を逸そらすな。貴様も私と同じ存モ在ノなのだよ」

「何を……！」

　クロノスは咆ほう哮こうと共に剣を振ふりかぶり──死角から跳はね上がった茨いばらが横っ面つらを殴おう打だした。

「っ、ぐ……！」

「クロノス！」

　激しく床ゆかにたたきつけられた頭を振り、立ち上がろうともがき──その喉のどに茨が絡み付いた。

「が、ぁ……ッ!?」

　足音が近づく。ぐいと引き寄せられて皮ひ膚ふが裂ける。間近で赤い瞳が微笑ほほえんだ。

「その身の内に飼った孤こ独どく……とっくに堕おちていてもおかしくないものを、まだ人の身にしがみつくか。なら問おう。貴様はいったい何だ」

「ッ……！」

　赤い深しん淵えんに覗き込まれて、ぞ、と得体の知れない手が背筋を這い上がった。

「っ、俺は──！」

「人間か？　そうではあるまい。貴様も分かっているだろう、その力は我らに近しいもの。その脆い器うつわを捨てて我らの王になれ。安らぎと永遠の命を手に入れるのだ」

「っ、違ちがう、俺は……──！」

「足あ搔がいても無む駄だだ。自分でも気付いているのだろう。貴様が恐おそれる通り、貴様はもはや人ではないのだ。魔の種子を植え込まれたあの日から──あるいはこの世に生を受けた時からな」

「……ッ、ぐ……！」

　棘とげが喉をぎりぎりと締め上げる。

「クロノス！」

「っ、待、て……動くな……っ！」

　警告はわずかに遅おそく、杖つえを振りかざしたゼフィルのこめかみを炎の球がかすめた。

「下げ僕ぼくから離れなさい！」

「チッ。部外者がちょこまかと……」

　ゼフィルがうるさそうに顔をしかめ──赤い瞳ひとみが童子のようにきらめいた。

「ちょうどいい、忘れたのならば思い出させてやろう。貴様の孤独を。最強という名の、魂たましいをも蝕むしばむ呪じゆ縛ばくを。彼女たちには、そうだな……貴様の舞台を盛り上げるための小道具になってもらおうか」

「ッ、やめろ、あいつらには手を出すな！」

　ゼフィルの双眸が悦えつ楽らくに歪ゆがんだ。

「見るがいい、これがこの男の抱かかえた虚うつろ！　身の内で肥え太らせた闇よ！」

　茨が消しよう滅めつし、投げ出すように解放される。瞬く間に黒い蝶ちようが四人を取り囲み、ゼフィルの姿をかき消した。

「っ、げほ……！」

「クロ、大だい丈じよう夫ぶか!?」

「ああ……！　一いつ箇か所しよに固まれ！」

　四人を囲んだ蝶の羽から細かな粉が舞い、黒い塊かたまりが立ち現れる。

　あいつ、一体何をするつもりだ──！

　やがて舞い散る薄うす闇やみの中に、一層濃こい影かげが立ち現れ──

「そこか！」

　クロノスが斬きりかかる前に、ヒトの形をした影それが叫さけぶ。

『ああ、最強勇者さま！』

「！」

　立ち尽つくす四人を、無数の黒い幻げん影えいたちが取り囲んでいた。

『最強勇者さま！　どうか我が町をお救いください！』

　声を失うクロノスに黒い群衆が縋すがり付く。手を合わせ、額ぬかずき、あるいは泣きながら──それはこれまでクロノスが目まの当たりにしてきた光景に他ほかならなかった。

「ねえ、これ……」

　ミアが息を吞む。

「ま、待て、違う、俺は……」

　言いも切らず、黒くほっそりした手が絡み付いた。実体のない影がひんやりと骨に染しみ込んできて、その冷たさに喉がひくつく。

『最強勇者さま！　救世主クロノスさま！』

「やめてくれ、違うんだ……！」

　ただの幻影だ、否定してしまえばいい。だが喉が干上がってうまく声にならなかった。どこからかゼフィルの声が聞こえてくる。

「どうした？　その小こ娘むすめどもに教えてやれ。己おのれの正体を。貴様の歩んできた道を」

「違う、俺、は……！」

　いやというほど浴びせられてきた憧どう憬けいが、期待が、失望が、悪意が、賛美が、粘ねばる波となって押し寄せる。

　狼ろう狽ばいするクロノスを別の影がせせら笑った。

『はあ？　無敵の英えい雄ゆう？　こんなガキが？』

『最強勇者のくせにこんなこともできないのか』

「……！」

　クロノスを取り囲むそれらはまるで黒い亡ぼう霊れいだった。それらは見知った人だったり、まだ見ぬ誰だれかだったりした。後あと退ずさるクロノスに、顔のない人々がまとわりついてくる。

『どうか世界を救ってください！　魔王を倒たおして！』

『ほら見ろ、魔族の一いつ匹ぴきも倒せないで何が最強勇者だ、このペテン師め！』

『ああ、さすがは最強勇者さま！　私たちの最後の希望……！』

『なぜ我々を救ってくれなかったんだ！　あなたさえもっと早く来ていれば……！』

　強く押さえた胸の下で、黒い染みがじわじわと拡がっていく。

　そうだ、幼い頃ころからそうだった。最強勇者である自分に失敗は許されなかった。いつだって完かん璧ぺきでなくてはならなかった。どんなに辛つらいときでも手を差し延べ続けなくてはいけなかった。そして自分が少しでもしくじれば、人々はあっさりと自分から離はなれていった──その背中に、自分もあなたたちと同じ人間なのだと、その一言がどうしても言えなかった。誰もが自分を最強だと信じていたから。世界を救う、素す晴ばらしく崇すう高こうな器うつわだと信じていたから。そして確かにこの身には人にはない力が宿ってしまっていたから。けれど──

「……っ」

　どこかで恍こう惚こつとした声が響ひびいた。

「思い出したか、クロノス。最強という名と共に背負わされた絶望と孤独、身の内で肥え太らせた虚……まさしく王の器にふさわしい」

「っは……」

　呼吸が引きつる。意志とは関係なく足がじりっと下がる。

『最強勇者さま！　無敵の英雄！』

「やめて、くれ……」

　頭が締しめ上げられるように痛む。

「やめてくれ。そんな目で見ないでくれ。何も見ずに期待し勝手に失望するのは、もう……」

　向けられる期待に、失望に、顔の見えない誰かに、ずっと謝りながら生きてきた。俺は強くない、あんたたちが思うほど強くはないんだ。俺は選ばれなかった、魔法だってもう使えない。あなたたちの期待を裏切ることしかできない。そうだ、俺は最強の勇者なんかじゃない……！

　さまよわせた視線が、どこか茫ぼう洋ようとした三人娘のそれとかち合った。

「ねえ、そうなの？　あんたが最強勇者クロノスなの？」

「……っ！」

　喉がヒュッとひび割れた音を立てて、今さらのように気付いた。なぜ自分が頑かたくなに彼女たちに正体を隠かくし通したかったのか。

「ちが……違うんだ……俺は……──俺は……っ！」

　今さらだと分かっている。もうとっくに遅いのに、それでも認めたくなかった。自分の正体を知ればミアたちが機き嫌げんを損そこねるなんて、そんなものは浅はかな建前でしかなかった。──自分はただこの関係が変わってしまうのが怖こわかったのだ。自分を最強勇者ではなく一人の人間として扱あつかってくれるこの少女たちとの関係が、いつの間にか心ここ地ちよくなっていた。最強勇者のレッテルを剝はがし、初めて自分を人間として見てくれた、このまなざしを失いたくなかった──

　立ち尽くすミアたちの背後で、亡霊たちの声が呪じゆ詛そのようにこだまする。

『最強勇者クロノスさま、どうぞわたくしたちをお守りください！』

『魔族なんて簡単に倒せて当然だよな！　だってクロノスは無敵の英雄なんだから！』

『そんなこともできないの？　最強勇者のくせに』

「違う、俺は……俺は、おまえたちの……！」

　遠く、歓かん喜きと狂きよう気きに満ちた哄こう笑しようが響く。みぞおちから正体のないタールのような塊がこみ上げてくる。自分と少女たちとを隔へだてるほんの少しの距きよ離りがひどく遠い。呼吸が上うわ擦ずる。動かない身体の奥底で、心臓がどくどくと不気味に轟とどろいて──

　ライアが大きく息を吸い込み、吠ほえた。

「う、る、さぁぁぁあああああい！」

「ッ、!?」

　全身を振り絞しぼるような大だい音おん声じように、肌はだがびりびりと震ふるえる。

「最強最強って、うるさいんだぞ！」

　ライアが暁あかつき色の瞳を燃え上がらせ、亡霊を左右になぎ払はらう。シルフィーも弓を構えた。

「いくら幻げん覚かくとはいえ、クロちゃんをいじめるとは身勝手が過ぎますねぇ」

　幻影が次々と黒い霞かすみに戻もどっていく中、子どもの姿をした影がクロノスに指を突つきつけた。

『最強勇者のくせに──！』

「黙だまりなさい！」

　亡霊は炎ほのおの球に撃うち抜ぬかれてかき消えた。あっけに取られるクロノスを背に庇かばって、ミアは残る幻影たちに牙きばを剝むいて吠える。

「いい、よく聞きなさい！　こいつは最強なんかじゃない！　最強の勇者なんかじゃないわ！」

「……！」

「最強じゃなくて何が悪いの！　完璧じゃなくて何が悪いの！　あんたたちが勝手にこいつに全部背負わせて、最強なんていう無責任な言葉で縛しばり上げたんじゃないの！　こいつはただの人間だわ！　私たちと同じ人間よ！　できないことだってたくさんある、尖とがった言葉で引っかかれたら傷つく、ただの人間なのよ！」

「ミア……」

「こいつは見た目以上に弱いんだから！　繊せん細さいでヘタレで傷つきやすいんだから！　雷かみなりとかおたまじゃくしとかがダメで、泣きながらあたしたちに縋り付いてくるんだから！」

「ちょ、ミア、あの、そこまで言わんでも……」

　言いかけた言葉が、次に飛び出した叫びで喉の奥に引っ込む。

「傷ついた人を救うのが最強の勇者なら、その勇者が傷ついた時に誰が守るのよ！」

　小さな勇者たちの剣けんが、矢が、魔法が、霧きりの亡霊を払っていく。

「まったく、雪山で裸はだかで暖め合ったこともない亡霊ごときが、クロちゃんの何を知っているのです？」

「クロはクロだ！　小言がうるさくて、怒おこると怖くて、いつも人のことばっかり気にしてて、自分を大切にするのが下手で……でも優やさしくて大きくて、いざって時に頼たよりになるクロだ！」

「…………」

　ミアが振ふり返る。自分を睨にらみ上げる金色の瞳に魅み入いってしまったクロノスの頰ほおに、柔やわらかな指が触ふれた。

「いいのよ。あんたはそのままでいいの」

「…………」

　クロノスは言葉もなく、自分のために恐おそれ気げなく敵に立ち向かう少女たちを見つめた。ずっと見ないフリをしていた傷。小さい頃から重ね続けて、思いの外深くなっていた傷。自分ですら見落としていたその傷に、少女たちはあっさりと触れる。他人を守るために傷つき続けてきた身体からだに、柔らかなぬくもりが染み込んでくる。

「強くなくていい。最強なんかじゃなくていい。……あんたはあんたのまま、あたしたちの傍そばにいて」

「…………っ、」

　声が詰つまる。この世に生まれ落ちて以来、ただの少年であることを一度も許されなかった自分が、今初めて、小さな子どもに戻った気がした。

　やがてすべての幻影がかき消え──黒い霧の向こうに、微笑ほほえみを浮うかべるゼフィルが現れた。歪ゆがんだ唇くちびるから引きつるような哄笑が漏もれる。

「はは、ははは……なるほど……なるほどなぁ。この小娘たちが貴様を人の身に留とどめているのか。……──ならば、貴様を繫つなぎ止める最後の鎖くさり、奪うばい去ってくれよう！」

「！　よせ！」

　叫ぶよりも早く、瘴しよう気きが暴風となって吹ふき付けた。少女たちが壁かべに叩たたき付けられる。

「う、あっ……！」

「ミア、ライア、シルフィー……！」

　残る魔ま力りよくを右みぎ腕うでに流し込み、再び魔剣を発動させる。

「くそ……！」

　荒あれ狂くるう瘴気に逆らって地を蹴けった一いつ瞬しゆん、ゼフィルの赤い瞳ひとみが嗤わらった。しまったと舌を打つ間もなく、正面から突き進んでいた茨いばらが軌き道どうを変じた。死角から剣をはじき落とされ、とっさに拾い上げようと身をよじり──柄つかに指が届く前に、腕ほどもある茨がみぞおちを貫つらぬいた。

「あっ、が……！」

　石壁に背中から叩き付けられ、虫の標本のように縫ぬい止められる。

「クロちゃんっ！」

「ッこ、[image: の゛]……！」

「いいザマだな。大事な小娘たちが嬲なぶり殺されるのをそこで見ていろ」

　クロノスの元に駆かけ付けようとするミアたちを黒こく蝶ちようが覆おおい潰つぶし、茨の海が吞のみ込む。

「ッ、邪じや魔まよ！」

　ミアたちは必死に応戦するが、黒い蝶がその身をかすめ、滑なめらかに肌に傷が増えていく。

「よせ、ゼフィル！　俺が相手だ！」

　クロノスは茨を摑つかんでもがいた。口から溢あふれた血が胸むな元もとを赤く染める。身の内に食い込んだ茨の棘とげよりも、今は少女たちの悲鳴が辛かった。

「くっ、そ……！　剣……俺の剣はっ……」

　己おのれの無力さに舌を打つ。棘に引き裂さかれた手のひらから血が溢れ、傷口の周囲にバチバチと黒い火花が飛ぶ。

「ミア！」

　ライアの悲鳴に顔を上げれば、ミアの首に細い茨が巻き付いていた。茨は華きや奢しやな身体を軽々と持ち上げて締め上げる。

「っ、く……ぅ……!?」

「ミア……！」

　茨がライアを少しずつ切り刻み、黒い蝶がシルフィーを翻ほん弄ろうする。

「ぁ……っう……！」

　ミアのほっそりとした首に茨が食い込んだ。白い肌を真しん紅くの血が伝い──どくん、と心の臓が脈打つ。ゼフィルがぞろりと舌なめずりした。

「ふむ。穢けがれのない乙女おとめの肉……さぞかし美味だろうなァ」

「やめ、ろ……──！」

　腹の底から身を切るような激情がこみ上げる。意識が内側から黒い霞に侵しん食しよくされていく。

「やめろ……ォッ！」

　精せい霊れいたちの気配が急速に遠ざかり、代わりに漆しつ黒こくの電流がクロノスの周囲に弾はじけ始めた。

「あ、あぁ[image: ア゛]……ぁ……ッ！」

　心臓がまたどくりと脈を打った。身を貫く茨から異形の力が流れ込む──いや、吸い上げていく。全身を巡めぐって左腕へと収束したそれは左手をぎちぎちと軋きしませながら、人ならぬモノへと変へん貌ぼうさせる。

「クロ……！」

　苦しげな声に名を呼ばれた気がしたが、もはや耳を素す通どおりするだけで意味を成さなかった。左腕が燃えるように熱を帯び──全身に漆黒の電でん撃げきが走った。

「あぁあ[image: あ゛]アぁあッ！」

　灼しやく熱ねつに焼ける喉のどから咆ほう哮こうが迸ほとばしる。クロノスは大きく手を振り上げると、身を縫い止める茨を鋭するどい鉤かぎ爪づめで引き裂いた。

「何──」

　ゼフィルが目を見開き──地面に飛び降りるが早いか一瞬で肉にく薄はくする。

「ッ……！」

　驚きよう愕がくするゼフィル目がけて漆黒に染まった左腕を振り抜く。しかし鎌かまのような爪を、ゼフィルは紙一ひと重えで躱かわした。

「クロノス……！」

　ゼフィルの注意が逸それたのかミアが茨から解放される。それを一いち瞥べつして確かめると、クロノスは我が身に穿うがたれた茨の残ざん滓しをがむしゃらに引き抜いた。

「お、ォお[image: ぉ゛]ぉ[image: オ゛]……！」

　ひび割れた咆哮が聖堂を震わせ、聖堂にひしめいていた精霊たちの気配が反転していく。

　ゼフィルの端たん正せいな顔が愉ゆ悦えつに歪んだ。

「ほう。ようやくその気になったか、やればできるではないか」

「黙れ……！」

「なるほど、生いけ贄にえが一人では足りなかったと見える。よくばりな王だ」

「黙れェえぇえぇエ!!」

「クロ、ノス……！」

　闇やみ精霊たちが激しく渦うず巻まく。誰だれかが自分を呼ぶ声を置き去りにして地を蹴った。左手を振りかざし、捕とらえたと思った瞬間にゼフィルの姿がかき消える。

「！」

　直後、背後に生まれる気配。振り返る前に頰に衝しよう撃げきが走り、壁に叩き付けられていた。びしゃっと無様な音がしてタールのような液体が壁を彩いろどる。

「っ、が……！」

「どうした。このままでは大事な小こ娘むすめどもが肉にく片へんになってしまうぞ？」

「……！」

　灼熱の血潮は脚あしへと流れ込む。メキ、とまた人の身体が壊こわれる音がした。

「がぁぁアアァあぁァっ！」

　足の爪で石いし床どこを摑み、彼ひ我がの距きよ離りを一瞬にして詰めた。だがゼフィルはクロノスが繰くり出す大おお振ぶりな連撃を軽かろやかに躱す。まるで蝶でも相手にしているかのようだ。

「まだ……もッ、と……！」

　焦あせりに応こたえるように脚が脈打ち、動きが加速した。自分目がけて襲おそい来る茨、そのすべてを爪のひと薙なぎで払はらい落とす。

「やるな。ならばこれはどうだ？」

　ゼフィルが指先から漆黒の雷らい塊かいを打ち出した。紙一重で頰をかすったそれが背後で爆はぜ、クロノスは吹き付ける爆ばく風ふうに乗ってさらに肉薄し──

「甘い」

　ゼフィルの爪に新たな漆黒が灯ともる。しかしクロノスは鼻先に打ち出されたその光こう渦かを、瞬時に硬こう化かさせた右手で握にぎり潰した。

「っ！」

　ゼフィルの顔が引き歪む。その頭を摑むなり石床に叩き付けた。ゼフィルの額から黒い血が噴ふき上がり──しかしその顔には悦えつ楽らくの笑みが刻まれていた。

「あっはは……！　それらしくなってきたじゃないか……だが、まだまだ！」

「ッ、が……ハっ……!?」

　長い足が翻ひるがえり、骨まで砕くだくような蹴りが脇わき腹ばらに食い込んだ。アバラを数本持って行かれるのと引き替かえに首目がけて爪を突つき出すが、虚むなしく宙を搔かいただけだった。

　激しく地を滑すべり、石像を破は壊かいしてようやく止まる。口の端はしを拭ぬぐいながら立ち上がった。

「はーっ、……は[image: ァ゛]……ッ！」

　相手の攻こう撃げきが視みえない。反応が間に合わない。まだ身体が付いていかない……──膨ぼう張ちようする本能が不ふ穏おんにざわめき、残った理性が警けい鐘しようを鳴らす。脳が煮にえるようだ。

「どうした！　ここらで一人顔を潰してやろうか」

　ゼフィルが指を鳴らせば、茨がシルフィーの頰をかすめて赤い雫しずくが伝った。

　身を切るような激情が迸る。

「てめ[image: ェ゛]……！」

　またどくりと心臓が跳はねた。シルフィーの悲鳴が響ひびく。

「クロちゃん、だめです！」

「やめて！　お願い、クロノス、行かないで！　お願い！」

「無む駄だだ！　この者は人の身を捨て、唯ゆい一いつ無む二にの存在に生まれ変わるのだ！」

「ッ、が、ぁぁあアぁァあ！」

　己の喉から放たれた雄お叫たけびはひどくひび割れていた。咆哮に呼応するように、精霊たちの気配が闇に塗ぬりつぶされていく。皮ひ膚ふを無数の蟲むしが這はい上のぼる。黒い硬皮が頰ほおを覆い、右の視界が黒く反転した。

「死に晒さらセぇぇえァ[image: ア゛]あアァぁ[image: あ゛][image: ア゛]」

　床を蹴り砕いて跳ちよう躍やくする。束となって襲いかかってくる茨を空中で引き裂き、喰くいちぎった。それまで視界に捕らえることすら敵かなわなかった連撃がスローモーションのように見える。

「ッ、お[image: オ゛]ォッ！」

　ゼフィルを貫こうと突き出した腕の先に、すでにその姿はなく──振ふり向きもせず真横に薙いだ爪が、ゼフィルの右みぎ肩かたを引き裂いた。

「っ！」

　ゼフィルの相そう貌ぼうが痛みと歓かん喜きに引き歪ゆがむ。

「いいぞ、もっとだ！　力を解放すればするほどに貴様は真の支配者に近づく！」

　身体からだが燃えるように熱い。一脈ごとに身体が塗り替えられていく。

　傷口から深い闇が侵食していく。魔ま力りよくは尽つきることなく、逆に使えば使うほどに溢れ出した。クロノスが咆哮を上げる度たびにわずかに残った精霊たちが闇に染まっていく。周囲に漆黒の雷らい撃げきが弾け、頭の芯しんが重く痺しびれはじめる。

　ゼフィルはもはや高こう揚ようを隠かくそうともしなかった。甲かん高だかい哄こう笑しようが聖堂にこだまする。

「それでこそ王の器うつわにふさわしい！　長きに亘わたる王の不在、だが雌し伏ふくの時は今こそ終わるのだ！」

　爪と杖つえとが激しくぶつかり合う。闇精霊たちがギチギチと鳴く。耳みみ障ざわりな声が肌はだをざわめかせる。じりじりと脳が焦こげ、闇が押し寄せる。

「はーっ、はーっ……！」

　この闇に身体を明け渡せば強さが手に入る。この爪であいつを裂き、砕き、引き千切れる。倒とう錯さくした高こう揚よう感かんに意識が食い荒らされていく。

「さあ闇精霊たちよ、王の帰き還かんだ！」

　ゼフィルの手が翳かざされ、クロノスは獣けもののように膝ひざを矯ためた。キシッと奥歯が鳴って初めて、自分の口に笑えみがのぼっていることに気付く。身の内に溢あふれる力の甘かん美びさに全身が痺れる。漆黒に染め上げられた血潮がどくりと脈打ち──

「クロノス！」

　対たい峙じする二人の間に小さな背中が立ちはだかった。

「！」

「だめよ！　もうその力は使わせない！」

「これ以上、クロちゃんを傷つけることは許しません！」

「私たちが相手になるぞ！」

　手放そうとしていた意識がかろうじて戻もどってくる。

「ッ、退どけ、おまえら……！」

　しかしミアはクロノスを背に庇かばったまま動かない。真っ向から四天王を睨ねめつけた。

「こいつは魔族でもなければ無敵の英えい雄ゆうでもないわ！　あたしたちの下げ僕ぼくよ！　臆おく病びようで、弱くて、脆もろくて優やさしい、ただの人間よ！　誰にも奪うばわせたりしない！」

　茨いばらがざわめき、ゼフィルの首がごきりと鳴る。

「ほう、あの包囲を突とつ破ぱしたか。少しは骨があるようだな。だが小道具ごときが勝手に舞ぶ台たいを降りることは許さんぞ」

　ゼフィルの全身から甘やかな瘴しよう気きが立ち上った。

「聞こえないのか、退けッ！」

　クロノスはミアの肩を引き戻そうと手を伸のばし──あまりに禍まが々まがしい爪にぎくりと止まる。黒い血を滴したたらせながら鈍にぶく光るそれは、少女たちの白く細い肩など触ふれただけで簡単に引き裂さいてしまいそうで──

「っァ……あ……？」

　それまで見えなかった──見ようとしていなかった三人の後ろ姿に視線を落とす。自分のために無理してかいくぐってきたのだろう、茨に嬲なぶられた少女たちの白い柔やわ肌はだは傷つき、ひどく引き攣つれていた。

「っ……俺、は……」

「クロノス！」

　ミアが振り返り、歪いびつな凶きよう器きを恐おそれもせず握った。

「！」

　ライアとシルフィーの手も重なる。

「クロノス。あたしの声が聞こえる？」

　思わず声を失った。金色の瞳ひとみの中に映るのは一いつ匹ぴきの黒い獣であった。黒い硬皮に侵食された頰、真しん紅くの狂きよう気きを湛たたえて底光りする右目。漆しつ黒こくの爪を宿す手足を見下ろして、今さらのように悟さとる。

　──もう戻れないところまで来てしまった。

「離はな、セ……」

　しかし少女たちは重ねた手にますます力を込こめた。誰かの手から赤い血が滴したたる。その鮮あざやかな色が胸を詰つまらせた。俺はこの少女たちを守りたいのではなかったか……なぜ俺の手が、この柔やわらかな肌を傷つけているんだ──

「離せ……ッ！」

「いやだ」

　後あと退ずさろうとするクロノスを、強い光を宿す双そう眸ぼうが許さない。硬かたい皮膚の向こうから柔らかなぬくもりが流れ込んでくる。

　ライアが桜色の唇くちびるをほどいた。

「クロ。私たちを置いていかないで。自分を大切にしろって、クロが言ったんだよ。私たちは一人で戦ってるんじゃない。みんなで戦うんだって、クロが教えてくれた」

　燃えさかる炎ほのおを思わせる、強く鮮せん烈れつな暁あかつき色の瞳。

「お忘れですか？　わたくしたちは救世主。クロちゃんばかりに押し付けるわけにはまいりません」

　慈じ愛あいを湛える、優しく穏おだやかな夜明け色ヴアイオレツトの瞳。

「少しはあたしたちのことを信用して。大だい丈じよう夫ぶ、あんたを守るわ。守り抜ぬいてみせる。でも、だから──」

　そして心の底まで見み透すかすような、透き通る聡そう明めいな黄昏たそがれ色の瞳が燃え上がった。

「そのためには、あたしたちだけじゃ足りない。あんたの力を貸して」

　声が詰まる。強さを求めて脈動し続けていた四し肢しから力が抜け落ちる。

「……俺は……──」

　沸ふつ騰とうしていた血潮が静かに凪ないでいく。

「俺、は……！」

　言葉を探して唇を震ふるわせるクロノスを、苛いら立だたしげな声が遮さえぎった。

「なんというザマだ。あと一歩というところだったのに、小娘どもに誑たぶらかされるなど」

　ゼフィルは赤い瞳をギラつかせながら、杖を石床に打ち付ける。

「どうもおかしいと思えば、そうか、貴様らが女め神がみの用意した切り札か。そうとなれば話は別だ。この私が直々に潰つぶしてやろう……『器』を手に入れるのはその後だ」

　牙きばを剝むきだして嗤わらうゼフィルを三人が睨めつけた。亜あ麻ま色いろの長い髪かみが翻る。

「こいつは連れて行かせない。あたしたちが相手になるわ」

　異形の魔族に、傷だらけの少女たちは恐れ気なく立ち向かう。その姿は気高く美しく、神の造った芸術品にも見えた。

　ライアが白い歯を見せる。

「クロ、いつもの！」

「！」

　元気印に背中を押されて、大きく息を吸い、告げる。

「ライア、周囲に気を配れ。集中力を研とぎ澄すまして戦せん況きようを見み極きわめるんだ。おまえならできる」

「うん！」

「シルフィーは自分を信じろ。最低でも十分間、おしとやかな淑しゆく女じよは封ふう印いんだ、いいな」

「あらあら、十分もですか。不本意ですが、やってみましょう」

「いいかミア、今は精せい霊れいが少ない。魔法は無む闇やみに連発するな、ここぞという時に決め打ちするんだ。しっかりイメージを固めとけ」

「わかったわ。──そして、あんたは」

　逆に指を突つきつけられてのけぞる。

「あたしたちにもっと頼たよること。絶対に一人で無理しない。いいわね」

「……ああ」

　苦く笑しようしたクロノスに笑いかけて、ミアが吠ほえる。

「行くわよ！」

　四人は一いつ斉せいに散開した。

「ゼフィル！　散々嬲ってくれた礼、返させてもらうぜ！」

「はっ、往おう生じよう際ぎわの悪い！　その脆い器にしがみついていること、後こう悔かいさせてやろう！」

　正面から仕し掛かけるクロノスをゼフィルが迎むかえ撃うち、爪つめと杖とが真っ向からぶつかり合った。火花が散る度に血が騒さわぎ、意識が持って行かれそうになる。

「っぐ……！」

　ゼフィルが胸中を読んだように哄笑する。

「人でも魔族でもないモノであり続けるのはさぞや辛つらいだろう。楽になれ、こちらに堕おちてこい！」

「うるせぇ……ッ！」

　視界の端はしで茨が一斉に首をもたげ、

「シルフィー、援えん護ご！」

　石像の陰かげから躍おどり出たシルフィーが凜りん然ぜんと弓を構える。殺気すらない、彫ちよう刻こくを思わせる構え。その手元から狙ねらい違たがわず放たれた矢を、ゼフィルは杖つえの一ひと振ふりでことごとくたたき落とした。

「この程度で救世主とは、片腹痛い！」

「ライア、右だ！」

　降り注ぐ銀の矢の中、赤い影かげが走った。

「おおおおおおおっ！」

　細身の身体が猟りよう犬けんのようにしなやかに駆かけ、死角からゼフィルに迫せまる。

「甘い！」

　一斉に襲おそいかかった茨の隙すき間まを、ライアは軽かろやかに舞まう。茨だけでは不利と悟ったのか今度はその身体に黒い蝶ちようが殺さつ到とうした。ライアの姿が無数の羽根に覆おおい尽くされ──

「風よ！」

　ミアの魔法が渦うず巻まき、蝶が一斉に吹ふきちぎられる。無防備になったゼフィルにライアが斬きりかかる。

「食らえぇぇぇええッ！」

「薄うす汚ぎたない雑ざ魚こが、私に触れるな！」

　ゼフィルが力任せにクロノスをはね飛ばし、忌いま々いましげにライアに向けて杖を構え──両者がぶつかる直前、ライアが軌き道どうを変えた。

「なっ!?」

　目を見開くゼフィルの脇わきを赤い閃せん光こうが駆け抜け、ゼフィルの脇わき腹ばらから黒い血が飛し沫ぶいた。

「くっ……！　生意気な……！」

　ゼフィルの背中に闇精霊が群がり、瞬またたく間まに再生した茨が少女たちを弾はじき飛ばす。

「きゃ……!?」

「無む駄だだ！　この聖堂はもはや私の領域！　誰だれにも侵おかせはしない！」

　ミアが口の端はしを拭ぬぐう。

「ダメ、あの茨、いくら散らしてもキリがないわ！」

「やはり本体にトドメを刺ささなければ……！」

　精霊の気配はもはやわずかだ。クロノスは低く言い聞かせた。

「いいか、ミア。次の一いち撃げきにおまえのすべてを注ぎ込め」

「分かったわ！」

　無数の茨いばらがゆらりと首をもたげる。

「今度はこちらの番だな」

　ゼフィルは笑えみを浮うかべるなりミアに狙いを定めて一直線に突っ込んできた。

「ッ、く……！」

　危ういところで滑すべり込み、杖の一撃を受け止める。そのまま杖と茨による猛もう攻こうを後退しながら紙一ひと重えでいなした。

「愚おろかな！　こんな小こ娘むすめなど庇かばって何になる！」

　怒いかりを露あらわに吠え散らすゼフィルを銀の矢が襲った。

「目め障ざわりな……！」

　矢をたたき落としたゼフィルがシルフィーに気を取られた一いつ瞬しゆん、クロノスは杖を摑つかんだ。そのまま力任せに振り回して石像に叩たたき付ける。

「が、はっ……！」

　像に突っ込んだゼフィルに間かん髪はつ容いれずライアが肉にく薄はくする。ゼフィルが身を起こして身構え──刹せつ那な、ライアが大きく横に飛んだ。

「馬ば鹿かめ！　そう同じ手を何度も食らうか！」

　しかしライアを仕留めようと身をねじったゼフィルを、ライアの後に追つい随ずいしていたミアが強きよう襲しゆうする。

「こっちよ、魔ま族ぞく！」

「く……！」

　一瞬痛つう恨こんの表情を浮かべかけたゼフィルだったが、ミアの頼りない構えを見て獰どう猛もうに笑む。

「はっ、そんな貧弱な剣けんで私が倒たおせるとでも──！」

　御ご託たくを切り裂さくようにミアが吠えた。

「精霊剣ミラージユ・エツジ！」

　刹那、眩まばゆい光の渦うずが迸ほとばしった。銀の輝かがやきを宿した刀身が心臓目がけてまっすぐに伸のび──

「ぐ……！」

　しかしとっさにゼフィルが突き出した杖が軌道を逸そらし、切っ先がわずかに肩かたの硬こう皮ひを剝はがしたのみだった。

「ッ！」

　血の噴ふき出す肩口を押さえ、その赤い双眸が怒りに燃え立つ。

「この、目障りな小娘がァ……！」

「避よけろ、ミア！」

　ミア目がけて飛来した茨を、クロノスは危あやうく引き裂いた。

「っ、ごめんなさい、外したわ！」

「いやいい、よくやった」

　三人の元に駆け付け、肩で息を整えながら周囲の気配を探さぐる。もはや精霊の気配はほとんど残っておらず、重たい闇がわだかまるばかりだ。

「ミア、もう魔法は使うな、逆に魔力を吸われて危険だ。あとはサポートに徹てつしろ」

「ええ」

「ライアを軸じくに作戦を立て直す。シルフィーは合図を待て。あいつは俺が引き付け──」

　言葉半ばにゼフィルの姿がかき消え──気がつくと石いし床どこにたたきつけられていた。もがく暇いとますらなく杖が右肩を穿うがつ。

「あっ、が……!?」

「クロ！」

　駆け寄ろうとしたライアたちが茨になぎ払はらわれる。

　仰あお向むけに倒れたクロノスに馬乗りになり、執しつ拗ように傷口を抉えぐりながらゼフィルが吠えた。

「力を！　力を解放せよ！　すべての命の上に君臨するのだ、王よ！」

「っが……！」

　激しい痛みに意識が明めい滅めつする。今にも暴走しそうになる力を紙一重で押さえ込んだ。

「っ、クロノスから離はなれなさい！」

　立ち上がったミアが剣を振りかぶり、ゼフィルの殺気が膨ふくれあがる。

「邪じや魔まをッ、するなァァァア！」

「っ、させるか！」

　クロノスは肩から引き抜ぬかれようとした杖をとっさに摑んだ。

「チッ！」

　ゼフィルは忌々しげにクロノスを睨にらみ付けると、振り下ろされた剣を左手で摑んでミアごと投げ飛ばした。

「っ、く……！」

「ミア！」

　手を伸ばそうとした瞬間、肩口が灼しやく熱ねつに焼け、喉のどから悲鳴が迸った。杖の先が何度も何度も振り下ろされる。黒い血が飛沫き、身体からだの芯しんがぎちぎちと悲鳴を上げる。

「う、ぐ……！」

「なぜ、なぜだァ！　なぜそんなちっぽけな小娘を庇う！　なぜまだ人の身にしがみつく！　真の力が、永遠の命が欲ほしくはないのか！」

「……っ、悪いが」

　クロノスは引きつる口を歪ゆがめて嗤った。

「こう見えて、案外『器うつわ』が小さいもんでな。悪の王サマなんて荷が重いぜ……！」

「──……そうか」

　赤い瞳ひとみがすぅっと冷気を帯びる。

「失望したよ。所しよ詮せんはこの程度の器だったか。これが最強勇者の成れの果て──貴様は中ちゆう途と半はん端ぱなバケモノに過ぎん……！」

　クロノスの視界を覆うように手のひらがかざされた。

「できそこないめ。目障りだ、消えろ」

　指の間で、ゼフィルは酷こく薄はくな笑みを浮かべ──その目に銀の矢が突き立った。

《ッ、が、ぁああァアあアああぁアあ!?》

　クロノスは右肩に突き立てられた杖を摑むと力任せに引き抜いた。ゼフィルの顎あごを蹴けり上げて跳とび退しさる。

「悪い、助かった！」

　三人と合流して、戦せん況きように視線を走らせる。このまま持ちこたえても決定力に欠ける。だがここに精せい霊れいがいない以上魔法は使えない。まして闇やみ精霊を使うわけには──

　黒い亡霊のように、ゼフィルがゆらりと立ち上がった。

《人間、ゴときガ……よくもッ……よクも僕の、顔、ヲ……！》

　硬皮は剝がれ落ち、顎からはぼたぼたと黒い体液が滴したたっている。その眼に理性はなく、もはや凄すさまじいまでの執しゆう念ねんのみが彼を突き動かしているようだった。茨がざわめきながらゼフィルの背中に収束していき──やがて現れたのは、まるで巨きよ大だいな目のような紋もん様ようを持つ、黒く歪いびつな蝶の羽根であった。

《殺す……殺しテやる……！》

　不気味な紋様が大きく広げられ、

「伏ふせろ！」

　三人を像の陰に押し込める。刹那、息が詰つまるほどの烈れつ風ぷうが吹き付けた。ただの一振りで石床がめくり上がり、瘴しよう気きが渦巻く。天てん井じようを見上げてひくりと口の端が引きつる。

「こいつはヤバいぞ……」

　黒い影の中でらんらんと光る赤い双そう眸ぼう、巨大な羽根、無数に蠢うごめく茨──宙に浮かんだゼフィルは悪夢そのもののようであった。

「一体どうすれば……！」

　ライアが唇くちびるを嚙かみ──固い声がそれを遮さえぎった。

「みんな、お願いがあるの」

「ミア？」

　ミアはまっすぐにゼフィルをにらみ据すえて告げる。

「やってみたいことがあるの。三分でいいわ。持ちこたえて」

「おまえ、何を……」

　口を開きかけたクロノスを制して、シルフィーがおっとりと微笑ほほえむ。

「ミアの頼たのみでしたら仕方ないですね」

「三十分でも三時間でもどんと来い、だ！」

　クロノスはじっと目を伏せた。今この場所にいるのは闇精霊ばかりだ。下手に魔法を使えば、魔力を根こそぎ持って行かれる。だが──

　見上げてくる金色の瞳に笑いかける。

「……おまえを信じるよ」

「ありがとう」

　クロノスは大きく息を吸って、像の後ろから飛び出した。

「こっちだ、ゼフィル！」

　蝶ちようの羽根が空を打ったかと思うと一瞬で懐ふところに飛び込まれていた。重さの乗った剛ごう撃げきをかろうじて受ける。

「ッぐ……！」

　杖が振り下ろされ、茨が乱らん舞ぶする。先ほどまでのとはまるで違ちがう。全身全ぜん霊れいを以もつて叩き付けられるそれは殺意そのものだった。

「はぁ…ッ……！」

　ギチギチと火花が散る。血が騒さわぐ。内側から侵しん食しよくしようとする闇を必死に押さえ込んだ。

「クロ！」

　鋭するどい声がして、クロノスはとっさに跳び下がった。ゼフィルの反撃を許さず、すかさずライアが死角から切り込む。

　しかしゼフィルは歪な羽根で宙を打って高々と舞まい上がった。その背中をシルフィーの矢が追い、しかしそれがゼフィルを捕ほ捉そくする寸前、再び烈風が襲おそった。激しい衝しよう撃げきに天井の一部が崩くずれ落ちる。

「っく……！」

　茨がしなり、吹ふき付ける風が石のかけらを吹き飛ばす。闇精霊の気配が渦うず巻まき、今や聖堂全体がごうごうと不気味な轟ごう音おんを立てていた。

「まだ、まだ……！」

　何度痛めつけられようとも少女たちは立ち上がる。歯を食い縛しばり、強大な魔族に恐おそれ気げなく立ち向かう。戦せん闘とうのさなか、その神こう々ごうしいまでの美しさに魅み入いられてふと思った。どこにあって、どんなものかも分からない、魔を打ち払う三種の神器。本当に世界のどこかにそんなものがあるとすれば、それは可か憐れんな少女の形をしているのかもしれない──

「クロノス、こっちよ！」

「！」

　クロノスは一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついてミアの元へ走った。

《逃にがすか！》

　ゼフィルがすかさず身を翻ひるがえす。その軌き道どうをシルフィーの矢が塞ふさいだ。

　ミアはわだかまる闇の気配を見み透すかすように金色に光る双眸で睨み付けていたが、やがて静かに目を閉じた。

「お願い、精霊たち……あたしの声を聞いて。あなたたちの声を聞かせて」

《何を馬ば鹿かな──》

　ゼフィルが言い切る前に、その異変は訪おとずれた。

　聖堂を埋うめ尽つくしていた闇の気配が裏返っていく。

《なっ!?　闇精霊が……！》

　クロノスは思い出していた。光と闇はコインの裏と表──ならば、闇に染まった力を光に染めることもまた不可能ではない──

《ばかな、人間ごときに精霊を反転させるなどという芸当、できるわけが──！》

　ミアを中心に眩まばゆい光が渦巻き、まるで波は紋もんが拡がるように世界が塗ぬり替かえられていく。

「あたしに力を貸して……！」

　ミアの剣けんに、精霊たちの気配が渦巻きながら収束する。

《この人間ごときがァァァアアア！》

　無防備なミアを吹き飛ばそうと、巨大な羽根が開く。

「させません！」

　その羽根を銀ぎん閃せんが穿ち、うねる茨いばらをライアが切り裂さいた。

《グっ……！　ちょこまかと煩わずらわしい……！》

　業ごうを煮にやしたゼフィルが黒い塊かたまりとなって突っ込んでくる。息の詰まるような瘴気が吹き付ける。

「応こたえて、精霊！」

　ミアが叫さけび──刹せつ那な、白い光の奔ほん流りゆうが溢あふれ出した。

「っ……！」

　刀身の上で光と闇がせめぎ合い、小さな身体が翻ほん弄ろうされ──クロノスは柄つかを握にぎりしめる小さな手に、手を重ねた。

「クロノス……」

　見上げてくる金色の瞳に笑いかける。ふれあう肌はだから懐なつかしい力が流れ込んでくる。かつて自ら編み出し、そして一度は失った魔法。遠い昔に諦あきらめたはずの力。

「いつも言ってんだろ。ちゃんと周りを見ろって」

「うるさい、余計なお世話」

　いつもと変わらないやりとり。互たがいに笑みを交かわす。

《くたばれ、虫けらどもめがァァアアアアア！》

　二対ついの瞳が、黒い塊となって突っ込んでくるゼフィルを見み据すえ──

「精霊剣ミラージユ・エツジ！」

　二人が突き出した光の剣が、魔ま族ぞくを貫つらぬいていた。

《っ、ア、アァ……──あァああアァぁ[image: ア゛]アア……!?》

　魔族はたちまち形を失ってぐしゃりと地面に堕おちた。その輪りん郭かくが溶とけるようにほどけていく。
















　赤い瞳がクロノスを捕とらえた。崩れかけた手が伸のび──

《堕ちて──堕ちてこい、我らガ、王、よ……！　世界ヲ、我らノ手ニ……──》

　クロノスは小さく嗤わらってその手を払はらいのけた。

「悪いが、そっちには行けねぇんだ……なにせこのお嬢じようさまがたは、俺が見てないと無茶ばっかりするんでな」

《ア……ァ[image: ァ゛]……ァ……！》

　断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようはやがてかぼそい風の音へと変じた。ゼフィルが指先から小さな黒い蝶と化し、それらもまた霞かすみとなって溶け消え──最後の一いつ匹ぴきがふっとほどけると同時に膝ひざが折れる。

「っは……はぁっ……」

　傷口から溢れ出す黒い体液がぼたぼたと床ゆかを染める。心臓の一脈ごとに魔力命が流れ落ちていく。

「クロ！」

　少女たちが駆かけ付けた時、突とつ如じよとして轟音が轟とどろいた。ミアが上を見上げて息を吞のむ。

「聖堂が……！」

　天井が崩れ始めていた。剝はがれ落ちた石の塊がいくつも床を穿うがつ。

　クロノスは震ふるえる膝を𠮟しつ咤たして立ち上がった。階段を上り、ユズハに絡からみ付く茨を残る力を振ふり絞しぼって引きちぎった。

「ご主人さま……」

「ベル、よくユズハを守ったな」

　今にも泣き出しそうなベルに笑いかけ、ユズハの頰ほおに触ふれようとし──禍まが々まがしい爪つめが、青い光に弾はじかれる。

「ッ……！」

　黒く変わり果て、微かすかな痺しびれを残す手を押さえる。そうか、俺はもう──

　その時ユズハのまぶたが震えた。うっすらとほどかれた瞳ひとみがクロノスを捕らえる。

「クロ、くん……？」

「……俺が分かるのか？」

　ユズハは力なく微笑んだ。

「分かるよ。だって……小さい頃ころと変わらない、優やさしい目をしてる……」

「…………」

　そうだ。八年ぶりに再会した時、ユズハは幼なじみであることをすぐに見み抜ぬいてくれた。あの時は正体がバレないように必死だったけれど、ユズハは見た目に囚とらわれることなく、ちゃんと自分を見ていてくれたのだ。

「……ごめんな、ユズハ」

「ううん……あのね、クロノスくん……わた、し……」

　ユズハは何か言いかけ、再びまぶたが閉とざされた。ベルがその頰に触れる。

「大だい丈じよう夫ぶ、気を失っただけです」

「ああ……最後に声が聞けて良かった」

「ユズハさん！」

　駆け上ってきたライアとシルフィーが、ユズハを両りよう脇わきから抱かかえるようにして起こす。

　クロノスは天てん井じようを見上げた。聖堂が崩れるのは時間の問題だろう。地下が崩れれば村も無事では済まない。三人の顔を見ずに短く告げる。

「行け」

「クロ……」

「いいから行け。あとは俺がなんとかする」

「何とかって……」

「……ユズハを頼む」

　返事はない。少女たちにも分かっているはずだ。自分はもはや人ではないものになってしまった。もう戻もどれはしないだろう。ならば魔王城の礎いしずえになるはずだったこの聖堂と運命を共にする他ほかに道はない……魔王城に一番近い男の末まつ期ごとしては上出来ではないか。

　細かな石が降り注ぐ中、三さん人にん娘むすめを見つめる。突とつ拍ぴよう子しもなくて、いつも振り回されてばかりで、でもこの少女たちの前では、情けなかったり泣き言を言ったりする一人の人間でいられた。完かん璧ぺきじゃない自分でも一いつ緒しよに居ていいのだと教えてくれた。

「……嬉うれしかった。ありがとう」

　それだけ告げて背中を向けようとし──ミアが進み出た。小さな手が異形の身に恐れ気なく触れる。

「！」

　息を吞むクロノスを見上げて、ミアは怒おこったように眉まゆを吊つり上げた。

「あんたって、なんでそうやって一人で背負おうとするの」

「本当に甘えるのが下手ですねぇ、困った子です」

「人のこと言えないんだぞ！　クロが一番意地っ張りで手がかかるんだからな！」

「ええ……？」

　思いがけず三方向から怒られて、思わず泣き笑いみたいな笑えみがこぼれる。だってこれは性しよう分ぶんだ。この世に生まれ落ちてすぐに世界を背負わされた。一人孤こ独どくに戦い続けてきた。いつだって困っている誰だれかに手を差しのべる側だった。けれど──

「ねえ、言って。本当はどうしたいの？　どうしてほしいの？」

「…………」

　目を伏ふせ、変わり果てた両手を見下ろす。こんな凶きよう器きでは、大切な人を守ることなどできやしない。ドジなミアが転びそうになった時、元気印のライアが珍めずらしく落ち込んだ時、責任感の強いシルフィーが自分を責めてしまった時、頭を撫なでてやれない。支えてやれない。──触れることすらできやしない。

「クロノス。あたしたちを求めてよ。言ってよ、助けてって……助けてって言ってみなさいよ」

　吐と息いきが引きつる。身につけた強がりの代わりに、かすれた嗚お咽えつがこぼれる。胸の奥に押し込めて、小さい頃から一度も吐はき出せなかった言葉。ずっと喉のどでつっかえていた言葉。

「……、け……て……」

　俺は完璧じゃない。英えい雄ゆうなんかでもない。ちっぽけな自分のことすら救えないほどに、こんなにも弱い。それでも、それでも──

「……助けて、くれ……！」

　──離はなれないでくれ。傍そばにいてくれ。

　喉が震えて、それ以上は言葉にならなかった。傷だらけの腕うでが伸びてきて、クロノスを抱だきしめた。まるでおさなごをあやすみたいに、わななく背中を叩たたいてくれる。

「っ、……」

　ミアは静かにまぶたを降ろす。クロノスの鼓こ動どうに──その奥に宿る何かにじっと耳を澄すませるみたいに。

「お願い、こいつを返して。こいつは人間なの。あたしたちと同じ、弱くて脆もろい、ただの人間なの」

　冷え切った身体からだに、柔やわらかな声が染しみ込んでいく。

「だからお願い。返して。あたしたちのクロノスを、返して……！」

　ミアが嚙かみしめるみたいに告げた、刹那、身体の奥底から温かな光がこみ上げ──視界を、身体を、純白のきらめきが染め上げた。

「……！」

　温かな風が舞まい上がる。クロノスの身体から黒い霞が立ち上り、宙に溶け消え、やがて光の粒つぶになった。

「…………」

　降り注ぐ金色の粒りゆう子しの中で両手を見下ろす。傷やマメだらけのそれは、紛まぎれもなく人間の手だった。幾いく度どとなくミアたちを支えてきた自分の手だった。

「おかえり、クロ！」

　ライアの笑みが弾はじけ、シルフィーが夜明け色ヴアイオレツトの目を細める。

「ふふ。クロちゃんは本当に手が掛かかりますねぇ」

「……っ」

　いつものように迎むかえてくれる笑顔に、胸が詰つまる。

　──ああ、やっぱり、女め神がみが言ってた三種の神器ってのは……──

「っ、あー……俺、今、死ぬほどみっともねぇわ……」

　顔を背そむけようとして、頰を挟はさまれてぐいと引き戻された。

「[image: う゛]っ！　ちょ、ミア、痛いてぇ……！」

　間近に迫った双そう眸ぼうがあまりにもきれいで、抗こう議ぎは舌の奥に引っ込んだ。ほっそりとした手が濡ぬれていて初めて、自分が泣いているのだと気がつく。

「みっともなくていいのよ。情けなくてもいいの。でも、死ぬのは許さない」

　丸い額がこつりと押し当てられ、

「だってあたしたちは、大切なものを守るために勇者になったんだもの」

　それは不思議と、いつかどこかで聞いた幼い声に似ていた。孤独な旅の中、折れてしまいそうな自分をずっと支え続けてくれたあの声に──




「あたし、勇者になる！　あなたみたいな勇者になるわ！　大切な人を守れるように！」




　そうか、あれは──

　崩くずれ落ちていく聖堂の中で、クロノスは小さく笑って目を閉じた。

「……ありがとな」

　四人の上に金色の雪が降り積もる。

　ライアが口を開いた。

「さあ、急いで脱だつ出しゆつするぞ！」

　クロノスはいや、と呟つぶやいて目を開いた。

「崩ほう落らくを食い止める」

「どうやって？」

　血の通う両手を見下ろす。精せい霊れいたちの気配に呼応して温かな魔力が溢あふれてくる。懐なつかしい力。とうに諦あきらめていたぬくもり。クロノスは横目に少女たちを見て、にやりと口の端はしを吊り上げた。

「見せてやるよ。最強勇者サマの魔ま法ほうをな」

　輪になって手を繫つないだ。元に戻っても、自分の手は彼女たちと比べると一回りも大きくて──自分はこの小さな手に助けられたのだと、改めてその幸せを嚙みしめる。

「さあ、思い浮うかべろ。風と光をこの部屋いっぱいに詰め込むイメージだ」

　目を閉じ、懐かしい気配に語りかける。

「俺の声が聞こえるか、精霊。応こたえてくれ。なにせ数年ぶりだ、魔力礼は弾はずむぜ」

　部屋いっぱいにただよう精霊たちが、嬉しそうにきらきらと光の尾おを引いて弾け──

　聖堂を温かな光が包み込む。うっすらと目を開いた。光を浴びた少女たちの姿は目が眩くらむほど美しくて、神こう々ごうしくて──懐かしい渦うずの中で小さく笑う。あー……女神のやつ、神器なんかとっくに手に入れてるってことくらい、先に言っておけよな……
















　　　エピローグ







　遠く、どこまでも続く白に目を細める。清潔で柔らかなその色は、どことなく雲の中を連想させた。

「ごめんね。ぜんぶお姉ちゃんのせいなんだ」

　どこか懐かしい夢の中で──自分はまだ村の施せ療りよう院で治ち療りよう中のはずなので、これはおそらく夢なのだろう。夢にまで出張してくるとはなかなか勤勉なことだ──女神は哀かなしそうに微笑ほほえんだ。

「クロノスちゃんはね、赤ちゃんの時に森に捨てられていたの。下界を覗のぞいてた時に偶ぐう然ぜん見つけて──あんまり可愛かわいかったから、拾ってきちゃった」

　女神があんまりにも悪びれずに言うので、クロノスは思わず笑った。

「おまえそんな、犬の子みたいに」

「えへへ。それでね、五年くらいかなぁ、一いつ緒しよに暮らして……お姉ちゃん、赤ちゃんを育てるのって初めてだったから大変だったけど、すごく楽しかった。なんかね、私がクロノスちゃんを育ててるつもりだったけど、それ以上にクロノスちゃんにいろんなこと教えてもらったよ」

　クロノスは「うん」と目を細めた。その柔らかな笑顔だけで、この女性がどんなにその赤あかん坊ぼうを愛してくれていたかが伝わってきた。

「でもね、神さまが人間の子どもを引き取るなんて、やっぱりいけないことだったの。ある日天界神さまに見つかって……私に関する記き憶おくを全部消して、こっそり精霊の加護を与あたえて、人間界に戻もどした」

　たぶん笑おうとしたのだろう。けれど女神の顔はくしゃくしゃと涙色に歪ゆがんでしまった。

「でもまさか、それがクロノスちゃんを孤こ独どくにしてしまうなんて思わなかった……」

　その双そう眸ぼうから涙がこぼれてしまう前に、クロノスは黙だまって女神を抱き寄せた。ごめんね、ごめんね、と小さな呟きが腕の中に溶とけ込み、温かな雫しずくが胸を濡らす。

「クロノスちゃんは人間だよ。人よりちょっと精霊に愛されてた、普ふ通つうの人間だよ。ただの子どもだったんだよ……特別な力だなんて、最強の勇者だなんて……そんなつもりじゃなかったのに……ただささやかでもいいから、幸せに生きてほしいだけだったのに……」

　背中に回された細い腕うでにぎゅっと力が籠こもる。胎たい内ないのような心ここ地ち良いぬくもりが、ふと遠く温かな記憶を呼び起こした。そうだ。この腕の感かん触しよくを俺は知っている。この優やさしい香かおりに安心しきって身を委ゆだね、手放しで甘えていた時代が、俺には確かにあったのだ。

　懐かしい体温に身を預けながら、クロノスはそっと栗くり色いろの髪かみを撫なでた。

「いいんだ、女神。俺を生かしてくれて、ありがとう。……出会って愛してくれてありがとう」

「……っ」

　縋すがるようにクロノスを抱だきしめていた腕を緩ゆるめて、女神が目め尻じりを拭ぬぐう。

「もう大だい丈じよう夫ぶだね。だってクロノスちゃんには、ミアちゃんたちがいるもの」

「……なあ。あいつらのことだったんだろ、俺たちが散々探してた三種の神器ってのは」

「んー、どうかなぁ？」

　女神は悪戯いたずらっぽく首を傾かしげ、それから満足そうに微笑んだ。

「でも、思うんだ。ミアちゃんたちにクロノスちゃんのことを託たくしたのは間ま違ちがってなかったって」

「ばか言え、俺があいつらを託されたんだろうが？」

　クロノスは笑って肩かたをすくめた。

「ホント、目ぇ離はなすと何しでかすか分からないからな、あのお嬢じようさまがたは。世界のためなんてデカすぎるふわっとした目的より、あいつらのほうがよっぽど心配だわ」

　結局、世界は自分の手には大きすぎたのだ。自分の器うつわは自分や他人が思っているほど大きくない。その証しよう拠こに三人の少女を守るだけで精せい一いつ杯ぱいだ。──そんな簡単なことに気付くのに、ずいぶん遠回りしてしまった。
















　鼻を真っ赤にしている女神の頭に手を置いて、目を細める。

「ま、俺も所詮はただの人間だったってことだ」

　女神が目を見張り、そして嬉うれしそうに笑った。

「クロノスちゃん……」

「先はまだまだ長いんだ。せいぜいみっともなくもがきながら生きていくよ。俺らしく、な」

　と、クロノスの胸ポケットから飛び出したベルが泣きながら顔に張り付いてきた。

「うぁぁぁん、ご主人さまぁぁぁぁ！」

「なんだ、おまえいたの。恥はずかしいところ見られたな」

「う[image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛]、いやです、離れたくない！　もうこのぬくもりを終ついのすみかとしたい！　毎日ご主人さまの寝顔アホ面を眺ながめていたい！　ポケットというポケットにどんぐりを詰めてめっちゃ怒おこられたい！　せめて腰よう椎つい一個ください！　小指の骨でもいいです！」

　クロノスはベルを剝はがしながら、女神に向かって片目を眇すがめた。

「あー、こいつはまだ借りてていいだろ？　うるさいのが胸ポケットにいないと、どうも落ち着かなくてな」

「！」

「あと、骨持っていかれたらたまらないし」

「ふふっ。もー、仕方ないなぁ」

　子犬みたいに目をきらきらさせるベルに、女神は腰こしに手を当ててウインクした。

「ベルちゃん、これからもクロノスちゃんをよろしくね！」

「！　ありがとうございます、女神さまっ！　ああ～、ご主人さまぁぁ、一生憑ついていきます～！」

「あれっ、今憑いていくって言った？　やっぱりおまえ妖よう精せいじゃなくて物ものの怪けの類たぐいなんじゃね？　妖よう怪かいドングリ詰つめなんじゃね？」

　いつも通りののどかなやりとりをにこにこと見守って、女神は手を打った。

「それじゃ、私はもう行かなきゃ」

「……おう」

　女神はたおやかに両手を広げる。生きとし生けるものを抱いだく母なる大樹のように。少し涙なみだに潤うるんだ琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが、慈じ愛あいに満ちた微笑みを浮うかべた。

「あなたの旅路に幸多きことを。ずっと見守っていますよ、クロノス──私の愛いとし子よ」










「クロ、準備できたー!?」

「あー、今行く。あんま走るなよ、危ないから」

　いつも通り、小言をこぼしながら三さん人にん娘むすめに追いつく。

　天気は快晴。まだ日は高く、森を渡わたる風は少し冷たい。気持ちよく乾かわいた土を踏ふんで村を出ようとすると、村人たちが駆かけ付けてきた。

「旅人さん、もう出発かい!?」

「どうぞ最強勇者クロノスさまのことをお忘れなく！　どこかで会ったらよろしくお伝えください！」

　今日は村人たちが待ちに待った最強勇者大感謝祭、の二日目。主役のいないお祭りは、けれど大いに盛り上がっているようだった。村人たちは相変わらずクロノスの自じ慢まんをしていたけれど、あの息苦しいまでの狂きよう気きは消え去っていた。元々お祭り好きのミーハーな人たちなのだ、少しゼフィルの瘴しよう気きに当てられていただけなのだろう。自分が思っているほど、世界は自分に執しゆう着ちやくしていないのかもしれない。

「結局、村人さんに正体を明かさないままでしたね」

　いいんですか？　と胸ポケットから見上げてくるベルに頷うなずく。

「手紙を書くよ。それで、いつか胸を張って戻ってくる」

　弱い自分をさらけ出し、ありのままを受け入れてもらえるだけの強さを手に入れることができたら、その時は──

　ふと視線を感じて振ふり返る。木こ陰かげにユズハが立ち尽つくしていた。

「行くんだね」

「ああ」

　淡い瞳がまっすぐにクロノスを覗き込む。その唇くちびるはきゅっと引き結ばれていて、再会した時に比べて少し顔つきが凜り々りしくなったようだ。桜色の唇がほどける。

「クロノスくん、ごめんね」

「え……？」

「私たち、クロノスくんに頼たよってばっかりだった。クロノスくんはあんなに小さかったのに、全部背負わせて、がんばれって押し付けて、クロノスくんの一番の理解者になったつもりでいた」

　ユズハは柔やわらかな手をクロノスの胸むな板いたに添そえる。

「村のことは私に任せて。少しずつでも、村の人を説得してみせるよ。みんなで胸を張って、ありのままのクロノスくんを迎むかえられるように。もうクロノスくんに全部背負わせなくていいように」

「……ん」

　小さく頷くと、ユズハは微笑み──ぐいっと肩を引かれたかと思うと、耳に甘い吐と息いきがささやきかけた。

「その時は、私をお嫁よめさんにしてね？」

「え、あ、……え？」

　胸を軽く突つき放された。思いがけない言葉がまだ飲み込めず、クロノスは夢心地でユズハを見つめ──ユズハのいたずらっ子みたいな笑顔が眩まぶしくて、「考えておく」と笑った。

　ユズハは大きく息を吸うとミアたちに向き直り、深々と頭を下げた。

「ミアちゃん、ライアちゃん、シルフィーちゃん。クロノスくんのこと、どうかよろしくお願いします！」

「ええ、任せて！　二度とタコのエサにはさせないわ！」

「雷かみなりやおたまじゃくしからも守り通すからな！」

「あと、セクシーなお姉さんに目移りしないように要注意ですねぇ」

「おまえたちは俺を何だと思ってるんだ」

　ユズハは大輪の笑みを咲さかせた。

　大きく手を振り、村を後にする。

「さあ、行きますよ～」

「どんな冒ぼう険けんが待ってるのかな！」

「っつーか、これからどこに……おい」

　何となく身体からだが軽いなと思って、三人娘がリュックを背負っていることに気付いた。どう見てもミアの背せ丈たけには大きすぎるそれを引っぱると、金色の双眸が睨にらみ上げてくる。

「何？」

「持つよ、荷物」

「いいわよ」

「いや重いだろ。持つって」

　リュックを引き受けようとすると、ミアはだだっ子みたいに頰ほおをふくらませた。

「いいの！　これくらい、あたしだって背負えるわよっ！」

「うーん……」

　クロノスはいかにもアンバランスなその姿を見て、ベルと顔を見合わせ苦く笑しようした。なんかはじめてのおつかいみたいで、逆に心配……いやまあ、心配っつーか、単に俺が世話を焼きたいだけなんだが……

「ところで下げ僕ぼく、痛いとこない？」

　突とつ然ぜん思いもしないことを真顔で尋たずねられて、あっけに取られる。

「は？」

「ケガは？　もういいの？」

「あ、ああ、すっかり治って……」

「では、おなかは減っていませんか？　最強勇者まんじゅう食べますか？」

「え、いや、いらないけど……」

「ちょっと寒いな！　マフラー巻く!?」

「ちょ、ちょっと待て、急にどうした!?」

　ぐいぐいと押し付けられる包帯やらまんじゅうやらマフラーやらを押し返す。いや、これ……こいつら……

「……ちょっと過保護すぎねーか……？」

　苦笑すると、ミアは「そんなことないわよ」と傲ごう然ぜんと髪かみを払はらった。

「ただ、あんたってすぐ無理するから、大だい丈じよう夫ぶだって言われても信用ならないのよね」

「だから先回りして世話することにしたんだぞ！」

「ペットのお世話をするのも飼い主の大事な務めですものね？」

　なぜか嬉しそうな三人娘を見て、クロノスは口の端はしで笑った。

「俺、最強勇者なんですけど？」

　そんな妄もう言げんを、ミアはふんと鼻で笑い飛ばしてくれる。

「なにが最強よ。女の子の尻しりに敷しかれちゃう最強勇者なんて聞いたことないわ」

「クロちゃんはクロちゃんですから」

「もう全部一人で背負わせたりしないんだからなっ！」

　ライアとシルフィーと顔を見合わせて、ミアが胸を張った。

「あんたが何者だって関係ないわ。一生振ふり回してあげるから、覚かく悟ごしなさい！」

　指を突きつける傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度とは裏腹に、顔には柔らかな笑みが浮かんでいて──

「やっぱ背負うよ」

「しつこいっ！」

　こみ上げてくる温かな感情を嚙かみしめるようにして、クロノスは喉のどの奥で笑った。

「あー。それにしても、これから先どうすんだ？　神器を探すとか魔ま王おうを倒たおすとか、目的がなくなっちまったし……」

　シルフィーがすまし顔で指を立てる。

「あら、すべての魔族が消え去ったわけではございませんよ？」

「旅はまだまだ続くんだぞ！　この世に困っている人がいる限り！」

「だってあたしたちは、女神さまに選ばれた救世主だもの！」

　相変わらずの三人娘に、口の端を吊つり上げる。ふっと息を吐はきながら空を見上げた。

　空は青く、抜ぬけるように高い。少し冷たい風を胸いっぱいに吸い込んで、クロノスはその心ここ地ちよさに肩かたの力を抜いた。これが自分たちのあり方なのだ。これまでの旅路、これからの道のり。完かん璧ぺきじゃなくても、最強なんかじゃなくても、ありのままでぶつかり合って築き上げてきた絆きずなのカタチ。一人で背負っていた荷物を分け合って、身体は軽い。

　少しでも離はなれると、三人がいつもの笑みで手招きする。

「ほら、行くわよ！」

「馬車に乗り遅おくれてしまいますよ～」

「早くしないと置いて行っちゃうぞ！」

「あー、はいはい！」

　街かい道どうに賑にぎやかな喧けん噪そうが響ひびく。

　空に雲が速い。勇者たちの旅は続いていく。

























　　　あとがき







　こんにちは、「あぶりカルビ」を嚙かまずに注文できた試ためしがありません、琴こと平ひら稜りようです。絶対「ありびカビリ」になる。

　このたびは『イチから始める最強勇者育成』３巻をお手にとって頂きまして誠まことにありがとうございます。

　イチから始まった本シリーズもいよいよ３巻、今回は最強勇者クロノスの幼おさななじみが登場します。自分をよく知る幼馴染がパーティーに加入して、クロノスは三さん人にん娘むすめに正体がバレないようにてんやわんや。しかも八年ぶりに帰ってきた故郷では、村人たちがクロノスを神のように崇あがめ奉たてまつっていて──!?

　他ほかにも、雪山で遭そう難なんして裸はだかで暖め合ったり、海でバカンスしたり、最強勇者大感謝祭に巻き込まれたり、謎なぞに包まれていたクロノスのルーツが明らかになったりと大おお忙いそがしです。




　さて、世界を巻き込みながら賑にぎやかに続いてきた最強勇者クロノスと駆かけ出し三人娘たちの冒ぼう険けんですが、これにて一区切りとなります。２巻にて三人娘のランクを間ま違ちがうという大失態トラブルを挟はさみつつも（誠に申し訳ございませんでした）、ここまで駆け抜ぬけることができたのは、ひとえに応おう援えんしてくださる皆みなさまのおかげです。本当にありがとうございます。

　いつも可愛かわいらしく生き生きとしたイラストで私を萌もえ死にさせてくださるれい亜あさま。キャラクターたちがどんな表情を見せてくれるのか毎回楽しみで、執しつ筆ぴつにあたって本当に助けられました。

　また、自ら樹海に飛び込んでいくスタイルの私をいつも的確に導いてくださる担当さま。二に人にん三さん脚きやくというかもはやおんぶに抱だっこでいつも申し訳なく思いつつも懲こりずに全力でもたれかかる所存ですので、今後ともよろしくお願いいたします。

　いつも心の支えとなってくれる家族、友人、同業の先生方、この本に関かかわってくださったすべての方々。

　そして何よりも、勇者たちの冒険を今日まで見届けてくださったあなたへ。心よりお礼申し上げます。本当にありがとうございました。

　またどこかでお会いできれば、それに勝まさる幸いはございません。





琴平　稜










琴平稜

●ことひらりよう



第24回前期ファンタジア大賞金賞受賞作「勇者リンの伝説」でデビュー。本シリーズ１巻のラストで三人娘がＤランクに上がったにもかかわらず、２巻でまたＥランクから始まるというミスがございました。大変申し訳ございません。どうやら永遠にＥランクというサ○エさん時空に迷い込んでいたようです。今後はこのようなミスがないよう十分注意いたします。彼らがどうなったかは、ぜひこの３巻で見届けていただけると幸いです。
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イチから始はじめる最さい強きよう勇ゆう者しや育いく成せい３




最さい低ていランクの新しん米まい勇ゆう者しやたちが半はん年としでレベルを20上あげて世せ界かいを救すくった話はなし
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